
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　…………鳶とび雄お。

　絶対にあなたを家に認めさせてみせるわ。

　あなたが危険ではないということを共に──。







　　　序章







　姫ひめ島じま朱す雀ざくがその少女と出会ったのは小学校高学年の頃ころだった。

　一族より忌いみ嫌きらわれた少女がいた。朱雀は数か月に一度その少女とこっそり会っていたのだ。

　その日も朱雀は姫島に列する神社に赴おもむくと偽いつわって件くだんの少女がいるとされる秘所に向かった。そこは何重にも結界が張り巡めぐらされており、一いつ般ぱん人や一いつ介かいの術者では到とう底てい目的地にたどり着けないようになっていた。

　朱雀はこの結界の抜ぬけ方を知っていた。それは、彼女が幼少時から一族切っての才女と呼ばれていることとは関係なく、抜け方を教えられていたからだ。

　普ふ通つうに足を踏ふみ入れただけでは抜けられない無限に続く直線も、何度曲がっても同じところに出る曲がり角も、ある人に教えられた印いんを手で結ぶことで一時的に先に進めるようになる。

　結界に入ってから数分歩いたところで、一階建てのぼろ家が現れる。古い木造の家だ。敷しき地ち内に入ると──視界に庭の地面にお絵かきをしてひとり遊んでいる少女が映り込んだ。つやつやの黒くろ髪かみをポニーテールにした七、八歳ほどの女の子。

　少女は、背後の気配に気づき振ふり向く。朱雀を視し認にんするなり、満面の笑えみを浮うかべて走り寄ってきた。そのまま朱雀の胸のなかに飛び込んでくる。

「朱雀姉さま！」

　胸に飛び込んできた少女を朱雀は愛いとおしそうになでた。

「朱あけ乃の、お絵かきをしていたの？　朱しゆ璃りおばさまが教えてくれた除じよ霊れい術じゆつは覚えたのかしら？」

　微笑ほほえみながらそう朱雀が問うと、少女──朱乃は舌をペロっと出して、「朱雀姉さまと一いつ緒しよに覚えるからいいの」と返してきた。その仕草が、朱雀にとっては癒いやしだった。

　朱雀と朱乃はとても似ていた。それもそのはずだ。彼女は、朱雀にとって、従姉妹いとこに当たる。朱雀の母の妹──叔母おばの娘むすめなのだから。

「あら、朱雀ちゃん。来ていたのね」

　縁えん側がわに姿を現した女性。やはり、朱雀や朱乃と面おも影かげが似ている人物──。朱雀の叔母であり、朱乃の母に当たる女性だった。

「朱璃おばさま、お邪じや魔ましてます」

　叔母──朱璃は、朱雀の訪問を快く、笑顔で迎むかえてくれた。

　朱雀は叔母の朱璃と共に、幼い朱乃に姫島家に伝わる術が適応できるかどうか試ためしてみていた。主に基き礎そとなる五ご行ぎよう、五大属性──火、水、木、金、土についてだ。

　姫島は、火之迦具土神ヒノカグツチと、その系統に属する神々を信しん仰こうしているため、一族の者は大たい抵てい火に関する異能を発現している。朱雀や朱璃も例外ではない。

　ただ、朱乃は、その時点では圧あつ倒とう的に火よりも雷いかずちのほうに才覚を発揮してしまった。

　確実にその身に流れる血の影えい響きようだろうが……。これは、姫島に連なる者にとって、芳かんばしくない情報である。

　そして、朱乃はもう一点──鬼おにに好かれる体質でもあるのだと朱璃が言っていた。これは朱乃が母である朱璃と同様のものを身に宿しているのだと朱雀は思っていた。

　姫島家は──火の加護を得ない者に対して、追放を強しいるケースが非常に多い。特に朱乃は、出自が異質であり、姫島の上役たちにとっては汚お点てんにも等しい存在なのだ。

　……せめて、火の才能、あるいは火之迦具土神ヒノカグツチ系統の神助があれば話は別だったのだろうが……。

　この結果に朱雀と、朱乃の母である朱璃は、悲ひ嘆たんに暮れた。

　──朱乃は、姫島の庇ひ護ごを絶対に受けられない。

　庭で一人遊ぶ朱乃を、縁側に座る朱雀と朱璃は見守っていた。

　ふいに朱璃が、朱雀に言う。

「……朱雀ちゃん、もし私に何かあったら……」

　そこまで言って、朱璃は首を横に振る。

「いいえ、忘れてちょうだい。あなたは次期当主。姫島の家に選ばれた存在。私たちと関かかわることは許されないわ」

　朱雀は朱璃の手を取った。

「おばさま、そんなこと言わないでください」

　彼女は、強い瞳ひとみでハッキリとこう述べた。

「私は……私が当主になった暁あかつきには、おばさまと朱乃が家に戻もどってこられるような改革をするつもりです。他ほかにも追放された人たちをどうにかして家に戻したいと考えています。だって、悲しいじゃないですか……同じ血が通った者同士なのに、少し能力が違ちがっただけで差別するなんて……」

　そう、朱雀は──生まれ持って、火之迦具土神ヒノカグツチの加護を受け、姫島家が司つかさどる霊れい獣じゆう『朱雀』と同調し、その名すら真名であることを許された一族でも希け有うな存在だ。

　生まれたときから、将来の当主を約束された少女──。

　しかし、朱雀は一族のやり方に対して、幼心で憤いきどおっていた。たとえ、火の力に恵めぐまれなくとも、同じ血が通った親類だ。このような追放をしては、ただ闇やみ雲くもに怨えん嗟さを生むだけである。

　自分が当主になったとき、歴代の当主ではできなかったことをする──。腹の中でそう決めていた。たとえ、それが茨いばらの道であろうとも──。

　朱璃は、朱雀の頰ほおをなでる。

「……朱雀ちゃん、あなたはやさしいわ。姫島の誰だれよりもやさしい子。……どんなに辛つらいことが起ころうとも、そのことで夢が変わったとしても、やさしい心だけは変わらないようにね」

　抱だき寄せてくる朱璃の声は震ふるえていて、叔母が言っていたことをその頃の朱雀はよく理解できなかったが……。ただただ、朱璃の温ぬくもりだけは感じ取れた。

　──その数年後、叔母の朱璃は堕だ天てん使しに恨うらみを持つ敵対勢力の刺し客かくに襲しゆう撃げきされて、命を落とした。

　皮肉にも、朱雀が霊獣たる『朱雀』継けい承しようの儀ぎ式しきに入った日であった。

　母である朱璃を失った朱乃も姫島家現当主たる朱す凰おうに追われたあげく、紅あかい髪の『悪あく魔ま』に拾われたと聞く。

　事の顚てん末まつを朱雀が知ったのは、霊獣「朱雀」継承の儀式をすべて終えたあとであった。

　その後、朱璃と朱乃が住んでいた家を朱雀は一人で訪おとずれた。

　誰もいなくなった朱璃と朱乃の家──。

　年ごとに柱に刻まれた愛しい従姉妹、朱乃の背せ丈たけ──。

　朱雀は──守れなかった。朱璃との約束を、朱乃のことを──。

　朱雀が懇こん願がんして、どうにか姫島家の私有地の一角に設置してもらった朱璃の墓。その墓前に度たび々たび朱雀は訪れる。

　そこであの日の出来事を懺ざん悔げして、強い願いを心に抱いだく。

　──私が当主になったら、姫島を革新させる。そのためなら、私はこの身を業ごう火かに置くことも厭いとわない。

　──だから、朱乃。あなたが帰ってくる頃には、きっと──。







　そして、十七歳となった姫島朱雀はあの頃と変わらぬ願いを持って、朱璃の墓前に立っていた。

「おばさま、私、行きます。きっと、朱乃を家に戻すから──。けど、その前にもう一人、見ていたい子がいるの。その子も私が──」

　霊獣『朱雀』──姫島を体現する少女と闇やみの獣けもの『黒刃ケイニスの狗神・リユカオン』を宿す少年が運命に翻ほん弄ろうされていく。
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　──オズの『東の魔ま女じよ』アウグスタを倒たおしてから、季節が移り変わっていた。

　幾いく瀬せ鳶とび雄おたちは、深夜の郊こう外がいで任務に当たっていた。

　内容は、サタナエルが各地区に放っているエージェントの排はい除じよ及および捕ほ縛ばくである。

　その日も鳶雄、皆みな川がわ夏なつ梅め、鮫さめ島じま綱こう生き、ラヴィニア・レーニ、ヴァーリ・ルシファーの五名は、チームを組んで事に当たっていた。

　すでに目標はこちらを認識して逃にげており、郊外にある人気のない廃はい墟きよ（元は病院だったようだ）のなかを鳶雄たちは追いかけていた。

　途と中ちゆう、二手──いや、三手に分かれて、相手を追う。

　敵はサタナエルが従えている『深淵に堕ちたネフイリム・者たちアビス』ことアビス・チームの者だ。こちらと同じように異能を有している。しかも、彼らの持つ異能──セイクリッド・ギアは厄やつ介かいな代しろ物ものばかりだ。

　鳶雄は、夏梅と共に廃墟の通路を駆かけ抜ぬけ、ようやく前方に人ひと影かげを捉とらえた。暗くら闇やみのため、鳶雄たちは『神の子をグリ見張る者ゴリ』から支給されている暗視装置を目にかけていた。ゴツゴツしたいかついものではなく、バイザー型に独自改良されたものだ。

　鳶雄と夏梅が共に相棒──大型の黒い狗いぬである刃ジンと、鷹たかのグリフォンに指示を出す。

「いけ、刃」

「グリフォン、逃がすんじゃないわよ！」

　主あるじの命を聞き、刃が黒い弾だん丸がんとなって高速で前方に飛び出していく。グリフォンもそれを追うように通路の宙を一直線に猛もうスピードで飛んでいった。

　鳶雄は走りながら物の影かげより得物をぬるりと取りだした。──大おお鎌がまである。

　夏梅も腰こしのホルスターから一丁の銃じゆうを取りだした。実銃ではない。

　これも暗視装置同様に『神の子をグリ見張る者ゴリ』から支給されたもので、光の弾丸を撃うち出す特とく殊しゆな銃である。話では、キリスト教会のエクソシストやエージェントが使う対悪魔、魔物用の銃と同種のものだという。

　鳶雄と夏梅が奥の部屋にたどり着いたとき、十畳じようほどの室内で刃とグリフォンが、敵の男を壁かべ際ぎわに追い詰つめていた。

　室内は何もなく、廃材と廃はい棄きされたベッドしかなかった。光源もないため、鳶雄と夏梅の目にかけているゴーグルだけが頼たよりだ。……とはいえ、鳶雄は以前よりも夜目が利きくようになっているのだが……。

　壁際に追い詰めた相手に対して、夏梅が銃を両手で構えながら言う。

「ここまでよ。投降するなら、命の保障はするわ」

　そう投げかけるものの、鳶雄たちがいままで追ってきているアビス・チームの構成員の答えは決まっていた。

　相手──男性は、追い詰められながらも嫌いやな笑みを浮うかべていく。

「……誰がおまえらの言うことなんて聞くかよ」

　言うなり、彼は異能を放つ──。

　彼の隣となりに二メートルほどの巨きよ軀くを持った人型のモンスターが現れる。一つ目で六本の腕うでを持つ異い形ぎようだ。

　そのモンスターは巨大な六面のサイコロを手に持っていた。

　あれが相手のセイクリッド・ギア──。独立具現型であり、出た目の数によって、設定された能力が違ちがう。運に左右される異能だが、出た目によって発動する能力は強力であり、出来るだけくらわないように上からも言われていた。

　そう、出る目による効果──。それは五感と第六感の異能に多大なる悪あく影えい響きようを与あたえる呪のろいの力だった。

　男性は、不気味な笑みを浮かべる。

「……味覚や触しよつ覚かくならまだマシだが、目や耳、鼻は地じ獄ごくだぜぇ？」

　男性がそう漏もらすと、横のモンスターがサイコロを無造作に宙へ投げていく。

　──あれが床ゆかに転がったら、マズい！

　それがわかっている鳶雄と夏梅は瞬しゆん時じに行動した。

　まず鳶雄は心のなかで強く念じる。分身である刃に「サイコロを斬きれ！」と命じた。

　刹せつ那なで念が通じた刃は動き出し、前方に飛び出すと同時に影から二本の黒い剣けんを出した。

　一本をくわえてすぐにモンスターののど元に放ほうり投げ、もう一本も口にくわえ、そのまま宙に放り投げられたサイコロを突つき刺さして、床に転がる前に止めた。

　モンスターののど元に投げられた剣も見事に目標に突き刺さる。モンスターはもがき苦しみながら、その場にくずおれた。

　それらがわずか一、二秒の間に起こり、男性は何が起きたかわからずにいたほどだった。

　その間にグリフォンが男性に襲おそいかかる。

「がっ！　クソっ！」

　鋭するどい爪つめを持つ鷹に襲われて、男性はその場で身動きが取れなくなってしまった。肝かん心じんの独立具現型のセイクリッド・ギアも刃に破られてしまい、光に包まれ、最後には粒りゆう子しとなって霧む散さんしてしまった。鷹の攻こう撃げきに気を取られ、制せい御ぎよができなくなり、消えたのだろう。

　ジュッ！

　何かを焼き焦こがすような音。それは夏梅が放った銃の弾丸だ。光の弾丸が、男性の足あし下もとに当たったのだ。けん制の一発だった。

　男性が身構えた瞬間に鳶雄は前方に飛び出していき、隙すきを突いて懐ふところからペン型注射器を取りだして、相手の首筋に素す早ばやく打ち込んだ。

「な……っ！」

　程ほどなくして、相手は意識を失い、その場に倒れていった。

　敵が完全に沈ちん黙もくしたことで、耳につけたインカムに報告する。

「……目標ベータの捕縛に成功。どうぞ」

　報告先から声が届く。

『了りよう解かい。鳶雄も夏梅も無事？』

　鳶雄の幼なじみである東とう城じよう紗さ枝えの声だった。

　彼女は、廃墟の外で後方支援バツクアツプ兼けん連れん絡らく役の一角を担になっていた。

「ああ、無事だよ」

「任せなさい。余よ裕ゆう余裕」

　鳶雄と夏梅が紗枝にそう報告する。

　通信先から安あん堵どの息が届く。

　別の後方支援バツクアツプ役からも連絡が届く。

『こちら、シグネです。綱生くんとラヴィニアさん、それにヴァーリくんのほうも戦せん闘とうを終えたとのことです』

　もう一人の後方支援役は同級生の七なな滝だる詩求子シグネであった。

　それを確かく認にんした鳶雄と夏梅は倒した目標を外に運び出すことにしたのだった。







　廃墟の外で合流する鳶雄たち。

　鳶雄＆夏梅組、鮫島＆ラヴィニア組、ヴァーリ単独の三方が顔を合わせる。彼らはそれぞれの目標であるアビス・チームの構成員を捕とらえていた。特殊な手て錠じようを腕にはめ、異能を発揮させないようにしている。とはいえ、鳶雄たちが倒した男性と同じく、ペン型注射を打たれて気を失っているのだが……。

　無力化した三名の構成員を転移型の魔ま方ほう陣じんで、さっさと本部に送り届けることにした。一か所に集めた彼らをラヴィニアの魔法により、転移させていった。

　オズの魔法使いとのいざこざのあと、鳶雄たちはバラキエルに師事して『堕ちてきたネフイ者たちリム』で基き礎そから鍛きたえ直し、あの頃ころよりまたひとつ強くなっていた。

　アビス・チームの下位構成員掃そう討とうの任務を正式に与あたえられるほどになっていた。『堕ちてきたネフイ者たちリム』に来て半年もしないうちにこの措そ置ちは異例であり、破格である。

　もちろん、本当に危ない相手は、『堕ちてきたネフイ者たちリム』の実力者や幹部クラスが当たる。

　とはいえ、彼らは正式な任務に当たることで、実戦を積んで飛ひ躍やく的に実力を伸のばしていた。

　詩求子が自身のセイクリッド・ギア──ポッくんを抱だきしめながら言う。

「やっぱり、夏梅ちゃんたちってすごい。私なんて連絡役がせいぜいで……」

　彼女は短期間で戦闘までこなすようになった同級生に敬意を払はらっていた。

　夏梅は「生きるのに必死なだけよ」とカラカラと笑う。

　詩求子もネフィリムに入り、鳶雄たちと同室の『バラキエル教室』で鍛え始めていた。彼女自身の身体能力は優ゆう秀しゆうで、夏梅のように動けるのもそう遠くないとの評価だったが……彼女をおいそれと動かすわけにもいかなかった。

　彼女の有するセイクリッド・ギア──ポッくんこと饕とう餮てつが原因である。

　饕餮は、四し凶きようのなかでも最強かつ最凶。宿主の能力に関係なく強力無比である。これが制せい御ぎよできるのなら問題ない。だが、彼女はまだポッくんの力を使いこなしていない上に、ポッくん自身が夏梅の『グリフォン』、鮫島の『白びやく砂さ』のように覚かく醒せいしていない。

　過去の事例からも、覚醒した饕餮は凶悪であり、制御できた宿主は稀まれだとされる。一度覚醒し、そのまま暴走してしまった饕餮は、止められる者がいないともされ、宿主すら喰くわれた例もあるとされる。

　饕餮の暴走を孕はらむゆえ、詩求子を安易に危険に晒さらすことはできない。けれど、実戦の場に赴おもむき、少しでも制御の切っ掛かけをつかんでもらうことも重要だ。

　バックアップ要員は、一番良いポジションだったのだ。

　そして、東城紗枝は……身体能力は大分復調し、鍛えられてきている。だが、生来の優やさしさに加え、彼女に施ほどこされたオズの魔法使いたちの獣けもの「勇気をカウア失ったドリ・獅子レオ」の状態も完全に把は握あくできていない。

　不安要素が多いため、詩求子同様のバックアップ要員となっていた。

　もちろん、鳶雄が黒き獣──禁バランス・手ブレイカーになったときのバランサーとしても機能してもらうため、実戦の場に置かれている。

　鳶雄と夏梅、鮫島が任務のオフェンス役、紗枝と詩求子がバックアップ役、ラヴィニアとヴァーリが彼らのサポート兼けんオフェンス役というのが現状のポジショニングとなっていた。

　任務が終わったところで、銀ぎん髪ぱつの少年ヴァーリが不満げな声を漏らす。

「ふん。弱い雑魚ざこばかりの相手は飽あきた。アビス・チームとやるのなら、上位の構成員と戦わせてもらいたいものだ」

　いつも通りの大だい胆たんで生意気なことを口にするが、彼の実力は折り紙つき。戦えば戦うほど強くなっているのが鳶雄にも感じ取れていた。

　鳶雄も師であるバラキエルから、戦闘に関して卓たく越えつしたものを指し摘てきされて褒ほめられるが、ヴァーリのそれは鳶雄以上である。

　グリゴリの長おさであるアザゼルも、ヴァーリは「正しよう真しん正しよう銘めいの別格」だと称しようしていた。

　ヴァーリの頭部を優やさしく撫なでるのは魔法使いのラヴィニアだった。

「文句を言ってはダメなのです。私たちの組織に迷めい惑わくをかけそうな人たちを一人でも多く止めないと、大変なことになるのですよ？　今度は私だけじゃなくて、トビーや夏梅が操あやつられてしまうかもしれないのです」

「そうなったら、また俺が止めるだけだ。幾瀬鳶雄と戦えるのなら、それはそれで楽しみだからな」

「うふふ、ヴァーくんはやさしいのです」

　頭をなでなでするラヴィニアにヴァーリは顔を赤くさせながら、「子供扱あつかいは止やめろ！」と口を尖とがらせていた。

　肩かたに乗せた白しろ猫ねこをなでながら、鮫島が言う。

「あー、さみぃさみぃ。さっさと本ほん拠きよ地ちに戻もどろうぜ」

　そう、彼らの口からは白い息が出ていた。すでに季節は冬である。

　任務を終えた彼らは、これから帰き還かんする旨むねを本部に伝えて、撤てつ収しゆう準備となった。

　夏梅が白い息を吐はきながら、夜空を眺ながめる。

「もう年明け寸前だもんね。……なんだか、早かったわね」

　鳶雄たちが事件に巻き込まれ、力に覚醒してから、初めての年とし越こしを迎むかえようとしていた。




　　　　２




『あけましておめでとう』

　正月を迎えた鳶雄たち元陵りよう空くう高校の生徒。

　マンションの一室で慎つつましやかに元がん旦たんを祝していた。

　テーブルに並ぶのはおせち料理である。重箱に詰つめられた紅白蒲かま鉾ぼこ、伊だ達て巻まき、栗くりきんとん、昆こ布ぶ巻まき、黒豆、ごぼうの煮に物ものとバラエティに富んでいた。

　むろん、それだけではなく、お雑ぞう煮にも人数分用意している。味は関かん東とう風の薄うす口くち醬しよう油ゆ、関かん西さい風の白しろ味み噌そ仕立ての二種。

　さらにラヴィニア用にはレンティッキエというイタリアの正月料理だ。レンズ豆をトマトソースで煮に込こんだもの。

　それらは鳶雄が中心になって、紗枝も手伝って用意できたものだった。

　見事なラインナップに全員口をぽっかり開けて言葉もなかった。

　おせち料理を前にして鮫島が鳶雄に訊きく。

「……これ、全部、鳶雄と東城が用意したのか？」

　紗枝が控ひかえめに言う。

「ほとんど鳶雄なの。お料理の本を見ながら作ってたのよ」

　夏梅が感極きわまって、涙なみだ目めで鳶雄と紗枝に言った。

「ま、まさか、こんな生活になってまで普ふ通つうのお正月料理を目の前にできるだなんて……っ！　ありがとう、鳶雄、紗枝！」

　感動のあまり夏梅が紗枝に抱だきついていた。

　詩求子も喜びながら「鳶雄くんのお料理男子力が半はん端ぱじゃないわ」と携けい帯たい電でん話わに写メしていた。

　ラヴィニアがレンティッキエという豆料理を前にして、驚おどろいていた。

「これ、トビーが作ったのですか？」

「うん。イタリアの人は正月にその豆料理を食べると聞いたから。ザンポーネっていう正月料理までは作る余よ裕ゆうがなかったけど……。変だったかな？」

　鳶雄の言葉にラヴィニアは首を横に振ふり、満面の笑えみで言った。

「いいえ。うれしいのです。故郷を想おもいながらお正月を過ごせそうです。ありがとう、トビー」

　どうやら、ラヴィニアも喜んでくれたようだった。

　そのようなやり取りのあとに皆みなで今年最初の食事を始めた。

「う、うまい」

「やだ！　一家に一台、鳶雄だわ！」

　鮫島と夏梅は味に感動してくれていた。

　その反応にホッと胸をなで下ろす鳶雄。

　正月料理は、亡なくなった祖母と何度か共に作ったことがあり、初めてではなかった。

　イタリアの豆料理に関してもラヴィニアが美味おいしそうに食べているので成功のようだ。

　ヴァーリはというと、関東風の雑煮と関西風の雑煮を交こう互ごに食べ、味を堪たん能のうしていた。重箱のおせち料理にも箸はしを伸ばしているため、全体的に満足してくれているようだった。

　量に関してもそれなりに用意している。詩求子とその分身たるポッくんは非常に食べるためだ。

　特にポッくんは共に過ごすようになってから、食事量がバカにならないため、グリゴリから支給された専用のフード（猫や犬が食べるドライフードに似ている）を普ふ段だんは与あたえているが、今日は正月ということもあり、詩求子がおせち料理と雑煮を食べさせていた。

　刃たちにもいつものご飯をグレードアップさせて与あたえている。刃もグリフォンも白砂もがっついていた。

　食事もある程度進んだところで、夏梅が言う。

「そういえば、このあと、初はつ詣もうでしに行こうと思っているの」

　これに鮫島が答える。

「初詣？　でもよ、堕だ天てん使し先生たちの話じゃ、俺らはもうあの手のところに足を踏ふみ入れられないとかって聞いた覚えがあるぜ？」

　鮫島が言うように、堕天使の組織に身を寄せている自分たちは、日本各地にある寺、神社といった神聖な場所に容易に足を踏み入れることができなくなったそうだ。

　それは堕天使が仏教や日本神話の神にとって、異教の出自であることが大きな原因だ。

　同時に全国にある教会にも近づけない。堕天使の仲間だとわかれば、キリスト教のエクソシスト──教会のエージェントたちが、こちらを消しに来ると告げられている。

　つまり、各神話に関係する寺院、施し設せつには近づけない身の上になっていたのだ。

　夏梅が得意げに語る。

「実はね。私たちが参拝してもＯＫって神社があるそうなの。総そう督とくから聞いたから、本当だと思う」

　そう言うなり、夏梅は立ち上がり、部屋の隅すみに置かれていた横に長い箱をひとつ取り上げた。床ゆかに置くなり、箱を開けると──そこには着物が入っていた。

「「わーっ」」

　これには紗枝と詩求子が目を爛らん々らんと輝かがやかせる。

　夏梅が言った。

「最近任務をこなしているからってことで、総督からの私たち女子全員にプレゼントみたいなの！　これを着て初詣よ！　ラヴィニアの分もあるから！」

　こうして、突とつ然ぜんの夏梅の提案により、午後から正月の参拝をすることになったのだった。







　食事を終えた鳶雄たちは、初詣に行くための準備をすることに。

　一時間後にマンションの入り口に集合となった。

　鳶雄は食後をまったりと過ごしたあとで、紗枝と共に下に向かおうと、彼女の部屋に行く。部屋を行き交かうために合い鍵かぎは互たがいに渡わたしている。

　インターホンを鳴らすが──返事がない。

　先に下に行ったのだろうかと、鍵を開けて中に入る。……紗枝の靴くつと、着物と合わせた草ぞう履りも……ふたつある？

　他ほかに誰だれか来ているのだろうか。訝いぶかしげに思っていると──。

「キャッ」

　紗枝の悲鳴と共にドスンという音。

　鳶雄は心配で気になり、靴を脱ぬいで中に入っていくと──。

　扉とびらの先にあったのは、着き崩くずした格好で転んだ紗枝と着き替がえ途と中ちゆうのラヴィニアの姿だった！
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　二人とも下着は着けておらず、着物を着付ける途中だったようだ。慣れていない着物に足がもつれて転んだのだろうと鳶雄は理解した。

　……しかしながら、着物から覗のぞく二人の白い肌はだ、豊かな胸、艶なまめかしい足のラインが、鳶雄の目に飛び込み、気まずい空気を作り出す。

　紗枝が状じよう況きようを察して、顔を真っ赤にして叫さけんだ。

「鳶雄！　ちょ、ちょっと外に出てて！」

「わ、悪い！」

　鳶雄もすぐに廊ろう下かに出て、扉を閉めたのだった。

　扉越ごしに紗枝とラヴィニアの会話が聞こえてくる。

「シャーエ、トビーにも着物の着付けを手伝ってもらうといいかもしれないのですよ」

「ダ、ダメよ、ラヴィニア！　鳶雄がエッチな視線をラヴィニアに送るから！」

「？　トビーはエッチなのですか？」

「だ、男子に裸はだかを見られたらダメってこと！」

「トビーは変なことなんてしないのですよ？」

「でも、ダメ！」

「シャーエも、なのです？」

「わ、私は……。私もダメ！　鳶雄が本格的にエッチな男子になっちゃう！」

　廊下で息を吐く鳶雄。ドキドキしながらも、「……なんて会話をしているんだ」と心中で紗枝にツッコミを入れていたのだった。

　その後、見事に着付けてきた夏梅と詩求子が、紗枝の部屋に来て、二人をフォローしてくれた。

　意外にも詩求子がこの手のものに慣れていたおかげで、女子全員はきちんと着物を着られたのだった──。







　鳶雄たちは、夏梅がバラキエルに教えてもらったという参拝できる神社に、最も寄よりの駅から電車でたどり着いていた。

　隣りん県けんのとある駅近くにある古ぼけた神社だった。

　何でもそこを司つかさどる日本神話の神は、異教の出の者が足を踏み入れても別段気にすることもないそうだ。

　その神社は地元の者もよく訪おとずれるようで、それなりに人が行き交かっていた。見れば屋台もいくつか出ているほどだ。

　着物を着た女子たちは皆みな華はなやかであり、鮫島も「ま、悪かねぇわな」と言いつつ、屋台で買った甘酒を飲んでいた。

　本ほん殿でんに行くため、石段を上ろうとしたときだった。ヴァーリだけ、上ろうとしなかったのだ。

　気になり、夏梅が問う。

「あら、ヴァーくん、どったの？　行かないの？」

　ヴァーリは腕うでを組みながら言う。

「俺は魔ま王おうの血を引いているからな。さすがにここの神もざわつくだろう」

　鳶雄たちは、すでにヴァーリの真の正体を認にん識しきしている。伝説のドラゴン──『二に天てん龍りゆう』白はく龍りゆう皇こうアルビオンのセイクリッド・ギアを身に宿し、さらには悪魔の王たるルシファーの血を引いてもいる正しよう真しん正しよう銘めいのサラブレッドだ。

　会った当初こそただの力の強い少年だとしか認識していなかったが、アザゼルをはじめ、出会う者すべてから好こう奇きの視線を送られる姿から、鳶雄たちは彼への理解を改めた。

　──伝説のドラゴンのことも、魔王の血を引くことも、彼の中二設定ではなかったのだ。

　ヴァーリの言葉にラヴィニアが微笑ほほえみながら言う。

「うふふ、それは確かにそうだと思うのです。でも、ヴァーくんは屋台が気になっているのです。綿わた飴あめとリンゴ飴というものが気になるとここに来るときに言っていたのですよ」

　それを聞いてヴァーリは顔を真っ赤にする。

「俺は魔王の子孫だから、日本の神なんかを参拝しないだけだ！」

　強ごう情じようにそう言い放ったあとで、どっかに歩いていってしまった。機き嫌げんを損そこねたようだ。

　どうしたものかと思し慮りよしていると、ラヴィニアが言う。

「実際、この神社の周りがザワザワしているので参拝するには慎しん重ちようになったほうがいいのです」

　鳶雄、紗枝、夏梅、鮫島、詩求子が石段の上に顔を向けると……確かにこちらに対してよくない気配、視線のようなものを感じるようだった。肌がピリピリして、不安を覚えてしまう。

「これって、ヴァーくんの影えい響きようで？」

　夏梅がそうラヴィニアに訊きくと、彼女は刃やグリフォン、白砂、ポッくんにも目を配らせていた。

　どうやら、独立具現型の分身たちも神社がちょっと容認できかねないものを出しているようだった。

『四凶』という不安を煽あおる名めい称しようと力を持つ子たちだ、この神社の神聖な存在もめでたい正月を迎むかえているなか、そこは勘かん弁べんしてほしいのだろう。

　空気を察知したのか、鮫島の肩かたにいた白砂が刃の背中に飛び移り、グリフォンも近くの木の枝に留まった。刃もその場で座り込み、石段のほうに進もうとしなかった。

　自分たちを気にせず参拝してこいという雰ふん囲い気きだ。

　これに詩求子も察して、抱かかえていたポッくんを刃の傍そばに置いた。

「あとを頼たのむよ、刃」

　分身である狗いぬの頭をひとなでしたあとで、鳶雄たちは彼らの厚意に甘えて、石段を上ることにしたのだった。

　石段を上っているときに夏梅がふと口にする。

「そういえば、ここを教えてくれたときに総そう督とくが言っていたんだけど、いま日本の名所と呼ばれてるところに怪あやしい術者らしき人たちが観測されたって話よ。ほら、伊い勢せ神じん宮ぐうとか出雲いずも大たい社しやとか」

　初めて耳にする話だったが、ラヴィニアが言う。

「……もしかしたら、『オズ』の魔女、もしくはアビス・チームの人かもしれないのです」

　これを受けて鮫島が苦く笑しようする。

「なんだ、せっかくだからって、日本の観光でも始めたってか？」

　そんな冗じよう談だんを口にしていた鮫島だったが……確かに鳶雄たちが追っている者たちの仕し業わざだとしたら、気になる情報だ。

　夏梅は続けて言う。

「うーん、総督も調査中って言ってたわ。変なこと言ってごめんなさい。いまは初はつ詣もうでを楽しもう！」

　という風に気持ちを切り替かえていくこととなった。

　石段を上ったあとは鳥居を潜くぐり、境けい内だいに入って、参拝客の列に皆みなで並ぶ。

　並んでいるなかで、鳶雄がふいに紗枝に言った。

「紗枝、着物似合ってるよ。キレイだ」

　素すでそんなことを言う鳶雄に──紗枝は不意打ちだったのか、一いつ瞬しゆんポカンとしていたが、すぐに理解してボッと燃えるように顔を赤くさせた。

「な、な、何をいきなり言うの、鳶雄っ！」

「あ、ごめん。いや、こういうとき、そういうことを言ったほうがいいだろうなって」

　鳶雄も気き恥はずかしくなって照れてしまう。

　これに夏梅が「ひゅーひゅー」と煽あおった。

「あらあら、お正月からお熱いわね」

　今度は、鳶雄が夏梅にも言った。

「夏梅も似合ってる。──キレイだと思うよ」

「…………」

　鳶雄からの言葉に夏梅も一瞬言葉を失うが──。紗枝同様、ボッと顔が赤く燃え上がり、途と端たんに慌あわてふためく。

「な、な、何よ、突とつ然ぜん！　もう！」

　そっぽを向いてしまった。

　……機嫌を損ねてしまったのかと鳶雄は思っていたが、隣となりにいた鮫島が肘ひじで突つついてきた。

「カカカ。鳶雄、おまえ、正月早々にやるもんだな」

「な、何だよ。俺、そんなに変なこと言ったかな」

「天然の上に素すですげえこと言うんだもんな。おまえ、女でいい目に遭あって、女で苦労するタイプとみたぜ」

「…………？」

　鮫島の言葉を怪け訝げんに思う鳶雄だった。

　参拝が鳶雄たちの番になって、一いつ斉せいに賽さい銭せん箱に小銭を投げた。鈴すずの緒おを引っ張って鈴を鳴らす。

　そして、思い思いに願いを込こめたのだった──。







　初詣も終わり、石段を下りて分身たちと合流する。

　さて、ヴァーリはどこかと目を配らせていると──隅すみにあるベンチに座り、片手にリンゴ飴を持ちながら、膝ひざの上に置いたたこ焼きを空いた手でパクパク食べる銀ぎん髪ぱつの少年の姿があった。

　ちょっと楽しげな表情をしているので、からかうのもアレかなと感じて、鳶雄は声をかけるのを躊躇ためらった。

　──が、ラヴィニアはお構いなしに近寄り、

「ヴァーくん。私もひとつ欲ほしいのです」

　などと話しかけてしまうのだった。

　ヴァーリは恥ずかしそうにしながらも、

「……仕方ないな。ほら」

　と、余った爪つま楊よう枝じに刺さしたたこ焼きをラヴィニアに渡わたすのだった。

　夏梅も背せ伸のびをひとつしたあとで、紗枝と詩求子の手を引っ張る。

「さあさあ、私たちも屋台のひとつやふたつ、堪たん能のうしようじゃありませんか！」

「ちょっと、夏梅！」

「ポッくんにも何か買おうかな」

　…………鳶雄は、無事な正月を迎え、平和な一日を過ごして、満足と幸せを感じると共に不安も大いに感じていた。

　自分たちは、こうして時折表の世界で普ふ通つうの高校生と同じ生活を送ることもできるが、基本的には裏の、異能の、異い形ぎようの世界に足を突っ込んでいるのだ。

　このような平へい穏おんな一日は、すぐに終わりを告げる。

　裏の世界で生きることを決めた鳶雄たちにとって、こちらのほうが非日常なのだろうと思ってしまう。

　だからこそ、鳶雄は自分たちを受け入れてくれたこの神社の神に願った。

　──平和な日々を守るだけの力が欲しい、と。

　一度、外れてしまったこの人生。どうせ抜ぬけ出せないのなら、襲おそいくる脅きよう威いに打ち勝つだけの力が欲ほしくなる。

　そう、皆でこうして笑いながら送れる正月を来年もまた得るために──。

　だが、彼らに降りかかる脅威と理り不ふ尽じんは、新年を迎えても止やむことはなかった。







　　　隠いぬ神がみ／妖よう怪かい







　四国、愛え媛ひめ県けん──。

　とある山中にある洞どう窟くつの奥の奥……地下深い場所にオズの魔ま法ほう使つかいの者たちが数名、足を踏ふみ入れていた。

　地下に出来た広い洞ほら穴あなにそれらはいた。空間には数え切れないほどの怪かい火かが発生しており、それが光源となっていた。

　彼女たち魔女の目の前にいるのは、強きよう烈れつで強大な妖気を放つ怪物である。

　二十メートルはあろうかという巨きよ獣じゆう。ギョロッとした大きな眼めは赤く妖あやしい輝かがやきを放ち、人間を容易に丸まる吞のみできそうな口には鋭するどい牙きばが生えそろっている。

　四し肢しもすべてが太く、それ以上に目を引くのが極ごく太ぶとで長い尾おだ。

　巨獣の周囲には数え切れないほどの獣けものたちが集まり、眼を妖しく輝かせる。

　フードを深く被かぶったオズの魔女たちが、巨獣にあいさつをする。

「お初にお目にかかります。伝説の妖怪──隠神刑ぎよう部ぶさま」

　魔女たちは巨獣──その大妖怪をそう呼んだ。

　隠神刑部──化け狸だぬきの筆頭格と称しようされ、京きよう都とを統すべる妖怪の長おさ、九きゆう尾びの狐きつねこと八や坂さか姫ひめにも劣おとらぬ実力を持つとされていた。

　巨大な妖怪──隠神刑部は、魔女たちをひと睨にらみしたあと面おも白しろくなさそうに言う。

『西洋の術師が儂わしに何の用だというんじゃ』

　魔女たちは相手が不ふ機き嫌げんなことを理解した上で直球をぶつける。

「──『黒刃ケイニスの狗神・リユカオン』というものをご存じでしょうか？」

　その言葉に魔女を囲む無数の獣たち──隠神刑部の眷けん属ぞくである化け狸が、ざわついた。

　隠神刑部はふんと鼻を鳴らして言う。

『あー、キリシタンどもの神さんが作ったっちゅー異能のひとつじゃろ。最近、この国でそれを持つ人間が目覚めたっちゅー話だけは儂のところにも届いとるわい』

　大きく嘆たん息そくする隠神刑部は、顔を背そむけてこう返した。

『帰れ帰れ。わしゃ、外国の「魔法」とかいうもんのニオイが嫌きらいなんじゃ。鼻がむずくなってしょうがないわい』

　鼻をわざとらしくふんふんと鳴らしながらそう言う隠神刑部。

　しかし、魔女たちは臆おくせずにこう続けた。

「──件くだんの『黒刃ケイニスの狗神・リユカオン』が、五大宗そう家けの出の者に宿っていたとしたら？」

　この一言に眷属の化け狸たちは一層ざわつき、隠神刑部も目を細めて真っ正面から魔女たちを見み据すえる。

　魔女が口元を薄うすく笑えませて続けた。

「お噂うわさを聞いておりますゆえ。何でも、かの五つの家に相当恨うらみをお持ちとか」

　含ふくんだ言い方をする魔女に隠神刑部は牙を剝むき出しにしながら言い放つ。

『回りくどいわい、西洋の魔法使いども！　何が言いたいのか、ハッキリ口にすりゃいい！　単に力の強い妖あやかしの協力を仰あおぎてぇのなら、山本五郎左衛門さんもとや神あ野く悪ご五ろ郎う、それこそ、ぬらりひょんのジジイにでも話を持っていきゃいい』

「この国に住まう大妖怪と位置づけられる方のなかで、あなたが一番面白いことに興味を持つと聞いたからこそ参ったしだいです。──『奥の院』を攻せめたいと言ったときに興味を抱いだかれるのはおそらくあなただけだと判断しました」

　魔女は手を上向きに差し出し、そこから小さな魔ま方ほう陣じんを出現させた。魔方陣が光を放ちながら、とあるモノを召しよう喚かんさせる。

　──禍まが々まがしい妖気を放つ、サッカーボールほどの大きさの球体だった。

　妖気を放つ球体を隠神刑部に見せながら、魔女は言う。

「我々は『奥の院』を攻める算段を企くわだてております。──あなたにはぜひとも五大宗家に一いつ矢しを報むくいつつ、『黒刃ケイニスの狗神・リユカオン』の相手をしてもらいたいのです」

　隠神刑部は妖気を放つ球体に目を細めながら注目していた。

『…………ほう、そりゃ妖怪か？　儂も見たことがねぇ妖やつじゃねぇか。なんじゃ、ちったぁ面白い話を持っとるようだの。儂の気が変わらんうちに話してみぃ』
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　正月休み明けの『堕ちてきたネフイ者たちリム』──。

　鳶とび雄おたち『バラキエル教室』の生徒は、休み明け早々からジャージに着き替がえて、他ほかの教室の生徒との模も擬ぎ戦をすることになった。

　屋内の試合場にて、互たがいの教室の担当教官と生徒たちが見守るなかで、試合は始まっていた。

　こちらの選手は鳶雄だ。

　影かげから大おお鎌がまを取り出して、相棒である刃ジンと共に、相手選手──『アルマロス教室』の男子生徒と対決していた。

『アルマロス教室』のアルマロスとは、当然のことながら担当教官の名前から取っているのだが、その教官はというと──。

　特とく撮さつヒーロー番組の敵幹部が着ていそうな兜かぶとと鎧よろい、マントを身につけ、顔には眼帯をし、手には斧おのと盾たてという何とも言いがたい格好をしている男性堕だ天てん使し──その者こそが、グリゴリ幹部の一角、アルマロスであった。

　アルマロスは豪ごう快かいに笑いながら、生徒に指示を出す。

「グワハハハハッッ！　殴なぐれ殴れィ！　アルマロス教室の者は、気合いと根こん性じようだッ！」

　到とう底てい指示とは思えない内容であったが、男性生徒は「グリゴリ！　ボス！」と答えた。

「グリゴリ」という返しは、『アルマロス教室』特有の返事らしく、『堕ちてきたネフイ者たちリム』の各教室のなかでも一ひと際きわ異い彩さいを放っている。

　一方、こちらの担当教官であるバラキエルは無言で腕うでを組み、生徒の戦いを厳しく見ていた。

「うちの教官がバラキエルセンセで良かった」

　というのは夏なつ梅めの心からの弁である。

　話では、アルマロスは日本の特撮ヒーロー番組の悪の組織に感かん銘めいを受けたそうで、それ以来、あのスタイルを徹てつ底ていしているとのことだ。

　とはいえ、その『アルマロス教室』の生徒は、教官の異彩ぶりに比べて、掛かけ声以外はここに通う生徒と何ら差異はない。

　鳶雄の相対する生徒は、アメリカ育ちの少年で手には異能で作られた白い炎ほのおの剣けんが握にぎられていた。

　セイクリッド・ギアのひとつで『白炎の双手フレイム・シエイク』というものだ。手から発火現象を起こす特性を持ち、使い方しだいでは少年のように剣の形にもできる。セイクリッド・ギアとしてはありふれたもののひとつだった。

　鳶雄の対戦相手である少年は、白い炎の剣で攻めてくる。構えや型などから、剣道のような武道ではなく、実戦で培つちかわれたものだと理解できた。

　鳶雄も襲いくる一刀を大鎌で受けようとしたりしても、炎の剣が大鎌の刃はをすり抜けていくのだ。すり抜けると同時に剣が鳶雄に振ふり下ろされていく。それを素す早ばやく後方に下がって避よける鳶雄。

　元が炎である以上、金属と金属がぶつかるような接せつ触しよくをなくすこともできるのは当然といえば当然ではあるが、戦せん闘とうの最中にその手の攻こう撃げきをされると虚きよを突つかれて呆あつ気けなくやられることもあるだろう。

　さらに炎の剣は、振るっている途と中ちゆうに突とつ然ぜん長さが変わることもあった。寸で避けるのは危険と言える。

　鳶雄が間を詰つめて大鎌を横よこ薙なぎに放ったときには、相手が白い炎で盾を形成し、こちらの攻撃を防ぐ挙動も見せた。

　白い炎で剣も盾も作り出せる。おそらく、他の武器も形成できるのだろう。手からの発火現象をここまで柔じゆう軟なんに使いこなす『アルマロス教室』の少年に試合の間、鳶雄も仲間たちも注目していた。

　鳶雄単体が相手であれば、かなり詰め寄ってくる手合いだろう。しかし、鳶雄は──一人ではない。

　鳶雄の攻撃に追つい随ずいするように分身の刃が、口にくわえた黒き剣を相手に斬きりつけていく。

　鳶雄が相手に押されれば、刃が間に入り、防ぼう御ぎよする。鳶雄が相手に攻勢を仕し掛かければ、それに続いて連撃に加わる。

　一人と一匹ぴきを同時に相手にせねばならない白い炎を使う少年は、二倍……いや、それ以上の神経と運動量を迫せまられ、あっという間にスタミナが切れて、息をあげていた。

　少年が手に発生させている炎が弱々しくなってきたなかで、鳶雄と刃が同時に駆かけだし、途中で左右に分かれ、相手の判断を迷わせる。

　集中力が切れかけたなかでそれは詰めの一手に等しかった。

　一いつ瞬しゆん判断が遅おくれて、鳶雄よりも素す早ばやい刃のほうに意識が向いたのが決定的だった。刃の眼めが妖あやしく輝かがやき、少年の足あし下もとの影よりブレードが出現する。少年が突然下から伸のびてきた攻撃に驚おどろき、体勢を崩くずした。

　その刹せつ那なにできた隙すきを突くように鳶雄も一気に詰め寄っていく。

　──少年の首元に大鎌の刃が寸で止められ、背後からも黒い狗いぬのくわえる黒き剣が伸びていた。同時に王手をかけられたのだ。

　少年は両手をあげ、「まいった」と漏もらしたのだった──。







『アルマロス教室』との模擬戦を終えた鳶雄たち。

　三戦し、二勝一分けだった。鳶雄と鮫さめ島じまが勝ち、夏梅は相手の能力と相あい性しようが最悪だったため、長期戦の末、教官から引き分けを申しつけられたのだった。

　試合後のシャワーを浴びてから、『バラキエル教室』の教室で皆みなが集まり、あーだこーだと反省会をしていた。

「くーっ！　悔くやしいわ！　あともうちょっとで勝てたのに！」

　夏梅がシャワー後のスポーツ飲料を呷あおりながらそう叫さけぶ。

　鮫島がブロック形の固形物をかじりながら半眼で言った。

「いや、ありゃ勝負つかねぇよ」

　夏梅の相手は守りが固いタイプの能力者であった。ただし、守り以外の攻撃力とスピードはそれほどでもなく、素早さで勝まさる夏梅とグリフォンのコンビにとって相手の攻撃は脅きよう威いではない。

　ただし、夏梅も「威力パワー」という点では、防ぼう御ぎよタイプ相手に攻撃の面で力不足であり、決定打をまったく与あたえることができずにいたのだ。

　夏梅は相手の攻撃を余よ裕ゆうで避よけて、反撃できるが、反撃したところで相手の防御力を突とつ破ぱできず……。

　グリフォンを『四し凶きよう』の姿にすれば攻撃の面で十分に補うことができるだろうが、まだ彼女は変化後を完全に制御しているわけではない。

　結局、互いに決定打が出ないまま長期戦となったため、ドローとなったのだった。

「私にも必殺技わざがあれば……」

　結果に嘆なげく夏梅に紗さ枝えが言う。

「ううん、立派な戦いだったと思う。夏梅の負けないって気持ちが伝わる試合だったもの」

　紗枝の言葉に夏梅も感動し、抱だきしめていた。

「紗枝！　いいこと言うわ！」

　詩求子シグネが言う。

「あそこまで戦えるだけすごいよ。私なんてまだ体力作りだから、絶対に途中でスタミナ切れちゃう。ていうか、ポッくん、食べるだけだし……」

　胸に抱く彼女の分身はこんなときでも何かを食べていたのだった。

　しかし、詩求子の言うように体力作りは大事である。模擬の試合ですら、相手と対たい峙じし、それを継けい続ぞくすることの難しさといったらない。

　戦っている間に大事な集中力と、常にまとう緊きん張ちよう感かんは、スタミナを容よう赦しやなく削けずっていく。教官であるバラキエルが、鳶雄たちに何はともかく走り込みのトレーニングを課すのは、彼らが異能の世界に飛び込んだがゆえに命の危険に晒さらされる戦いを今後もしていかないといけないからだ。

　自分の命がかかっている戦いで、体力が不足して動けなくなることは死に直結する。

　──いざとなったときに逃にげるだけの体力は作るべし。でなければ、最低限の戦いもできなくなる。

　教官であるバラキエルが、体力作りのときに最初に教えてくれたものだ。

　模擬戦と実戦、どちらもやればやるだけ、その必要性を実感する面々だった。

　鮫島が紗枝と詩求子に訊きく。

「東とう城じようと七なな滝だるは、術の類たぐいについて勉強してんだよな？」

　紗枝が右の腰こしにつけているウェストポーチを開け、そこから紙の札を取り出した。札には呪じゆ文もんのような文字が記されていた。

「うん。鳶雄のおばあさんのご実家が、そういう不思議な術を使うって聞いたから、少しでも皆みんなの役に立ちたくてバラキエル先生から貸してもらえた本や資料を見ながらね」

　言うなり、紗枝は人の形に切り抜ぬいた紙人形を一枚取り出して、机に置いた。手で印いんを結び、小さな声で何かをつぶやくと──。

　紙人形がプルプルと震ふるえたあとに机に立った。

『おおっ』

　仲間から歓かん声せいがあがる。

　さらに紗枝が集中して、念じると、紙人形は机の上をすーっと真っ直すぐに動いたのだった。

　紗枝が術の類を使ったことに鳶雄は非常に驚きの顔をしていた。神しん道とうと陰おん陽みよう道どうに関することを覚え始めているとは聞いていたが……まさか、このようなことができるようになっていたとは思ってもいなかったのだ。

　紗枝が言う。

「……これがもっともっと上手になれば、最終的に式しき神がみになれるそうなんだけど、まだまだね」

　夏梅は感動した様子で首を横に振った。

「いやいや！　教えてくれる人なしでこれはすごいって！」

　夏梅の言う通りだ。指導者なしで本や資料を読んだだけで紙人形を動かすとなると、本格的に習ったとしたら、紗枝は案外すごい術者になるのでは……？

　鳶雄はそう思ったのであった。

　これに詩求子も続き、紙人形を机に置いて、呪文をつぶやくが……。

　紙人形はプルプルと震えて、起き上がろうとしながらも机の上で一歩も進めないままだ。あげく、イナバウアーのように後方に反り返ってしまった。

　紗枝のようにうまく動かせなかったことに肩かたを落とす詩求子。

「……紗枝ちゃんに教えてもらってるけど、まだこれが限界かなって」

　落ち込む彼女を仲間たちも「まあまあ」と慰なぐさめるのであった。

　紗枝が術の札などをウェストポーチにしまいながら言う。

「バラキエル先生には、魔まを祓はらう方法を中心に覚えるようにって言われているの」

　これに夏梅も応じる。

「あ、それね。対人用のトレーニングと共に対異い形ぎようとの戦いの術も覚えたほうがいいってやつね。私が任務で使ってる銃じゆうも本来はそっち方面用って話だし」

　それについては、鳶雄も──いや、この場にいる全員が教官であるバラキエルから、言いつけられていることである。

　駆け出しとはいえ、任務をこなすようになった以上、異形──つまり、魔物や超ちよう常じようの存在との戦いも覚かく悟ごして臨のぞむようにということだ。

　鳶雄は異形……魔物と言われても、『虚うつ蟬せみ機関』が開発し、同級生たちに与えていた「ウツセミ」や独立具現型のセイクリッド・ギア所有者の使う分身しか覚えがない。

　自分たちの分身もまた異形であり、詩求子の抱かかえるポッくんに至っては似ている動物に該がい当とうするものすらないのだが……。

　もっと言えば、彼らの面めん倒どうを見てくれている組織の長おさ──アザゼルや教官のバラキエルも『堕だ天てん使し』であり、超常の存在に分類される。

　組織の幹部たちは言う。

　──ここにいる以上、いずれ魔物や悪あく魔ま、妖よう怪かいとも戦うことになる、と。

「……悪魔に妖怪、か」

　そう、ぼそりとつぶやく鳶雄に声がかかる。

「そうなのです。悪魔や妖怪は意外と身近にいるものなのですよ？」

　皆が声のするほうに顔を向けると──そこにはラヴィニアの姿があった。

「ラヴィニア、その格好どうしたの」

　夏梅が言うようにラヴィニアはネフィリムの制服を着ていた。紗枝や夏梅と違ちがい、ロングスカートだった。

　ラヴィニアが微笑ほほえみながら言う。

「夏梅やシャーエ、シグネが着ているのを見ていたら、私も着てみたくなったのです」

　そう言う彼女はその場でくるりと回転してみせた。

　制服姿の彼女は非常に様になっており、鳶雄もちょっとだけ見とれてしまっていた。

「ふっ、悪魔の話か？　それなら、俺に訊くといい」

　そう言うのは、教室の扉とびらに背を預ける格好のヴァーリだった。

　夏梅がラヴィニアとヴァーリに訊く。

「二人がそろって登場だなんて、何かあったの？」

　ラヴィニアとヴァーリは、ネフィリムに顔を見せることはあるが、そろってここを訪おとずれるときは大体特別な用事があるときである。

　ヴァーリが言う。

「ああ、アザゼルから呼び出されたからな」

　ヴァーリの言葉にラヴィニアは「そうなのです」とうなずく。

　ラヴィニアが鳶雄たちに言った。

「アザゼル総そう督とくが私たちにお願いがあるそうなのです」







　鳶雄たちがラヴィニアに連れられてたどり着いたのは、ネフィリム内にある会議室のひとつだった。

　中に入る一同。そこには長テーブルが置かれ、その一角にアザゼルが座っていた。その横には教官であるバラキエルが立っていた。

　入るなり、アザゼルが手をあげてあいさつをくれる。

「よー、おまえら。大分、バラキエルにしごかれているようだな。ま、座ってくれ」

　促うながされるまま、テーブルの対面に並んで座る鳶雄たち。

　アザゼルが言う。

「バラキエルにしごかれたせいか、任務のほうはうまくこなしてくれているようだな」

　鳶雄が言う。

「皆みんなとの連れん携けいがようやく様になってきたのと……やはり、ラヴィニアとヴァーリの助けがあってこそ、皆が無事にこなせるんだと思います」

　正直な感想だった。自分や夏梅、鮫島たち元陵りよう空くう高校の生徒は、元は一いつ般ぱん人じんだ。そこからトレーニングと実戦経験があって、どうにか、異能力者相手に戦えるようになってきている。

　そこに自分たちよりも実力が上手のラヴィニアとヴァーリのサポートが加わったことで、マシになったチーム連携もあり、いままで大きな負傷もなく過ごせてきているのだった。

　夏梅が苦笑いしながら言う。

「とは言っても、相手は怖こわい能力持った人たちばかりなんで、気が抜けないんですけどね……」

　これに鮫島も続く。

「まったくだぜ。一発まともに受けたら、体のどこが壊こわれてもおかしくねぇって任務なのによ。仕事くれんなら、ちったぁ安全なのくれってな」

　アザゼルが言う。

「ヤバい相手は他ほかのベテランやうちの幹部に任せているさ。比ひ較かく的てき、おまえらでもやれそうなのを回してる。ま、鳶雄が言うようにラヴィニアとヴァーリっていうこの種の任務にちょうどいい実力者とうまくやれんのが、現状、おまえらだけなんだよ。凶きよう悪あくな力を持つアビス・チームを相手にする以上、ラヴィニアとヴァーリの協力は必ひつ須すだ。それらの事情を鑑かんがみると、どうしてもこのメンツになってしまうってこった」

　アザゼルが肩をすくめながら続けた。

「それに、鳶雄と四凶の面々を実戦で鍛きたえてみたいっていう俺の思おも惑わくもある。まー、ここに属すると腹をくくった以上は、当面、こちらの言うことを聞いてくれ。その代わり、いろいろと特典もつけさせてもらっている」

　アザゼルが言うように、これまで鳶雄たちは実戦のなかで飛ひ躍やく的なパワーアップを遂とげてきている。それは確かだった。

　それと特典だが……これも悪いものではない。

　それは鳶雄たちの生活に影えい響きようするのだから。外出の許可が以前よりも甘くなったのだ。

　前までは、決められた日にしか外出できず、しかも外に出る際はそれだけのきちんとした理由を求められ、行ける場所と時間も限定されていた。

　しかし、いまは外出許可が緩かん和わし、夜中にコンビニへ行くぐらいなら、マンションの入り口にいる守衛に理由を言えばいいだけである。

　元日の初はつ詣もうでも外出が甘くなった理由のひとつだ。何せ、夏梅がアザゼルサイドから初詣ができる神社を教えられたほどである。

　危険な場所に近づかなければ、基本的に外出は許可が出るようになったのだった。

　そういう意味では、特典は鳶雄たちに生活面での変化をもたらせてくれている。

　その後、軽くアザゼルとの雑談をしつつ、今回呼び出された本題に入っていく。

「それで、本題なんだが、実はとあるＶＩＰがこの国を訪おとずれる」

　アザゼルはそう言うなり、写真を一枚取りだした。

　写真には精せい悍かんな顔つきの外国の中年男性が映し出されている。赤色と青色の毛が入り乱れた頭とう髪はつはピッチリと固められており、切れ長の両りよう眼めは右が赤で、左が青とオッドアイである。

　夏梅が写真を手に取り、マジマジと見ていた。

「この外国のおじさまは誰だれなんですか？」

　夏梅の何気ない問いにラヴィニアが答える。

「うちの理事なのです」

「……へ？　り、理事？」

　いまひとつ理解が及およばない夏梅だったが、アザゼルが追加で説明をくれた。

「ラヴィニアが所属する魔ま法ほう使つかいの組織『灰色のグラウ・ツ魔術師アオベラー』、そこのトップ──メフィスト・フェレス理事だ」

　一いつ拍ぱくおいて、夏梅が理解して叫さけぶ。

「ま、魔法使いの、理事ィ!?」

　魔法使いの組織はいくつかあると鳶雄は授業で習っている。

　ラヴィニアの所属する『灰色のグラウ・ツ魔術師アオベラー』の他ほかに『黄金の夜明け団ゴールデン・ドーン』、『薔薇ローゼン十字団・クロイツアー』というのが有名なのだそうだ。

　他にも少人数ながら組織、協会と呼べるものはあるが、それらに属していない、登録していない魔法使いを『はぐれ魔法使い』といい、その者たちは危険な思想、研究に没ぼつ頭とうしているケースが多く、基本的に用がなければ接せつ触しよくは避さけたほうがいいとのことだった。

「それで、このおっさんがどうだってんだ？」

　鮫島がアザゼルにそう問う。

　アザゼルがこう返す。

「グリゴリうちと五大宗そう家けのはみ出し者たちとオズの魔法使いのいざこざがあっただろう？　オズの魔法使いは大本を糺ただせばこちらの魔術師協会と関連性があるからな。実際、個人的な因いん縁ねんがあるとはいえ、オズの魔法使いの捜そう索さく及および迎げい撃げきに『灰色のグラウ・ツ魔術師アオベラー』から派は遣けんされたラヴィニアが担当している。──となると、事が拡大しつつあるいま『灰色のグラウ・ツ魔術師アオベラー』の理事が静観するのもどうなんだってな。律りち儀ぎに事件の舞ぶ台たいとなっているこの国の異能力者集団筆頭──五大宗家と改めて話し合いをするべきだと提案してきたのさ。理事自ら来日してな」

　アザゼルとラヴィニアからは、『虚蟬機関』との戦いのあとに『灰色のグラウ・ツ魔術師アオベラー』から五大宗家の姫ひめ島じま家に今回の事件に関して協力関係を結ばないかと書面を通して打だ診しんしたと説明されていた。

　そのときは協力要よう請せいを断られたそうだが……。

　アザゼルが苦く笑しようしながら言う。

「一応、今回は五大宗家には前もって話が通されている。あちらも話すだけならば会ってもいいと言ってきた。さすがに理事自ら足を運ぶとあっては、家の面目のためにも会わないわけにもいかないだろうからな」

　どうやら、協力関係はともかく、要人同士が顔を合わせることは決定したようだ。

　そして、自分たちがここにいて、その話をされている以上、この一件に関かん与よすることになると理解していく。

　アザゼルがこう続ける。

「ということがあり、メフィスト理事が来日する。おまえらには、ラヴィニアと共にそのメフィスト理事の護衛を頼たのみたい。ま、すぐに五大宗家からの迎むかえが来るだろうが……七しち面めん倒どうくさい奴やつらも来ていると聞くからな。用心にこしたことはない」

　ラヴィニアが鳶雄たちに言う。

「理事を私だけで護衛するのは心こころ許もとないので、ぜひ皆にも手伝ってほしいのです」

　ラヴィニアからの願いに夏梅がうなずく。

「友人の頼みは断れないわね。それに任務ってことみたいだし、もちろん、やるわ」

　紗枝と詩求子も「うんうん」と快くうなずいていた。

　鮫島が頭をかきながら言う。

「魔法使いのお偉えらいさんね。魔法使いの事情はよくわからねぇが、五大宗家ってのには興味がある。俺らが関かかわった事件はそこから発生したようなもんだって話だしよ」

　鳶雄も夏梅の意見に異存がなく、同時に鮫島が言ったことにも同意だった。

　自分のルーツ──。

　……姫島家に興味はある。日に日にその想おもいを強く抱いだくのだ。

　はとこだという朱す雀ざくに会えるのなら、もう一度会って、話してみたいと思っていた。……まあ、会えるかどうかはわからないが……。

　アザゼルが言う。

「俺とバラキエルは、立場上、同席はできないが……メフィストを頼む。古い友人なんでな。ま、悪い奴じゃないさ。あと、ヴァーリ、おまえもついていけ。いろいろ、おまえの力が必要になるかもしれんからな」

　アザゼルの言葉にヴァーリは腕うでを組み、不敵に言う。

「わかっているさ。彼らだけじゃ、不安だからね。それに五大宗家の実力者に会えるかもしれないからな」

　こうして、ヴァーリの参加も決定した。

　かくして、鳶雄たちは『灰色のグラウ・ツ魔術師アオベラー』の理事──メフィスト・フェレスの護衛に就つくことになったのだった。
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　二日後──。

　東京国際空港──。

　国際線ターミナルの入り口にて、鳶雄たちは『灰色のグラウ・ツ魔術師アオベラー』の理事──メフィスト・フェレスの到とう着ちやくを待っていた。刃たち分身は、それぞれの身の隠かくし方で待機している。刃は鳶雄の影かげの中に隠れ、グリフォンは外で待機兼けん見張り役、白びやく砂さとポッくんは一般人が知覚できないほど自身の存在を薄うすめて、主あるじの傍かたわらについていた（つまり、白砂とポッくんはいつもの指定位置である肩かたと腕の中である）。

　待っている間に夏梅と鮫島の会話が聞こえてくる。

「メフィスト・フェレスって、有名な名前よね」

「よく知らねぇが、魔法使いの長おさっつーんだから、小こ洒じや落れた偽ぎ名めいでも使ってんじゃねぇか？」

「代々理事がその名を受け継つぐとか、かしら」

「その本人が来るんだし、あとで訊きけばいいだろう」

「それもそうね」

　などという雑談が聞こえてきたのだった。

　そして、予定の便が到着して、十分ほど──。

　ゲートより、スーツにシルクハット、ステッキという格好の男性がアタッシェケースひとつで現れる。

　わかりやすい出いで立ちのためか、一発で視し認にん及び確認ができた。

　あちらも見知っているラヴィニアの姿を捉とらえて、軽く手をあげる。

　合流するなり、男性が言う。

「やあ、元気にしていたかい、ラヴィニア」

「お久しぶりなのです、メフィスト理事」

　次に鳶雄たちもあいさつをした。

「初めまして、俺……自分たちが、アザゼル総そう督とくから派遣された護衛の者です」

　メフィストは帽ぼう子しをすっと一度だけ脱ぬいであいさつをくれた。

「初めまして、アザゼルの虎とらの子……になる予定の子たちだね。僕はメフィスト・フェレス。以後、よろしく頼むよ」

　感じのよさそうな男性だった。ただ、一分の隙すきも見当たらない雰ふん囲い気きも同時にまとっているが。

　メフィストの視線が──ヴァーリに移る。とても興味深そうに見ていた。

「これはこれは。殿下、と呼んだほうがいいのかな」

　ヴァーリは首を横に振ふった。

「ヴァーリ・ルシファーで十分だ。そちらのことはアザゼルからある程度聞いている。先代の魔ま王おうたちとは関係が良好ではなかったとね」

「ふふふ、いまの魔王たちとは良好さ。ゆえにアザゼルのもとにいるキミを複雑に思う」

「黙だまっていてくれれば問題ない。──と、アザゼルは言っていた」

「そうだね。そのほうが安心だ。いまだ冥めい界かいは二分化しているのだから」

　ヴァーリとメフィストの意味深な会話を見守る一同だったが、それにメフィストが気づいたのか、鳶雄たちに向けて、口元に指を立てた。

「キミたちも彼の正体については、他言しないほうがいい。──特に堕だ天てん使しをよく思わない者たちにはね」

　それはアザゼルからも言い聞かされていたことだ。

　ヴァーリの正体は、基本的に内密にしてくれと。特に──悪あく魔まに知られると非常に面めん倒どうなことになるのだと。

　……とはいえ、銀ぎん髪ぱつの少年自身が堂々と名乗ることが多いので、どこまで守れるかわかったものじゃないが……。

　ラヴィニアがヴァーリとよく組まされているのも、そのこともあるのではないかと鳶雄たちは感じていた。

　というやり取りがありつつも、夏梅が切り出す。

「えーと、あいさつはこれぐらいにして、そろそろ移動したほうがいいのかしら？　あ、私、皆みな川がわ夏梅です」

　あいさつを交えながらそう言う夏梅。

　ラヴィニアが続く。

「夏梅の言う通りなのです。それでは理事、ついてきてください」

「うん。任せるよ」

　護衛役である一行は、『灰色のグラウ・ツ魔術師アオベラー』の理事──メフィスト・フェレスを連れて、空港をあとにしたのだった。







　メフィスト理事を連れて、空港を出た一行は、五大宗家の迎えが来るという大おお田た区にある神社に向かっていた。

　何でも、その神社は五大宗家とゆかりがあるようだった。

　一いつ旦たん、タクシーで移動して、途と中ちゆうで下車する。そこから神社まで徒歩での移動だった。

　神社に向かう途中、人気の少ない路地に入ったときだった──。

　鳶雄の分身である黒い狗いぬ──刃が主の横に現れ、警けい戒かいの構えを見せる。近くに何かがいるということだろう。

　実際、路地に入った瞬しゆん間かんに肌はだにピリピリしたものを感じてならなかった。戦意、敵意、殺意の類たぐいである。

　一行は足を止めて、辺りに視線を向けていたが、メフィストは落ち着いた態度と口調で、前方を見み据すえていた。

「おや、こんなところに珍めずらしいお客さんがいるようだ」

　──いつの間にか、鳶雄たちの目の前に神父の格好をした外国の男性が立っていたのだ。無ぶ精しよう髭ひげを生やした三十代半ばほどの男性神父──。

　神父──。

　授業で何度も教えられている。堕天使の組織に身を寄せる以上、警戒せねばならない相手のひとつが、神父である。

　鳶雄たちはメフィストの前に立ち、守る姿勢で相手に構える。メフィスト理事は面おも白しろそうに笑えみを浮うかべていた。

「教会の犬エクソシストかな」

　男性がコートの裏側から──異様なオーラを放つ長ちよう剣けんを一本取りだした。刃や分身たちがそれを見て、強く警戒するほどだった。

　ラヴィニアとヴァーリも剣に視線を送りながら、臨戦態勢に入っていた。

　男性が口を開く。

「メフィスト・フェレス卿きよう。この国に何の用事だろうか？」

　男性はオーラをまとう長剣を持ちながら、一歩一歩と歩み寄る。同時に鳶雄たちが耳につけていた任務用のインカムが翻ほん訳やく機能を発動させていた。男性は外国の言葉で話している。

　その男性から明らかな戦意を向けられても、メフィストは表情を変えない。

「おやおや、聖やつかい剣なものを持っているようだね。なに、仕事でこの国の術士と話し合いに来ただけだよ」

「話し合い……なるほど。その内容を我々にもお話しできないでしょうか？」

　男性の問いかけにメフィストは笑う。

「ヴァチカンはこのような話し合いの提案をするのが流行はやりなのかい？　いきなり、得物を抜ぬき放ってから話を求めるとはね。ふむ。その聖剣はガラティンかな。エクスカリバーの兄弟剣とされるものだ。非常に頑がん強きような一ひと振ふり。となると、キミは聖剣使いの一角、ダヴィード・サッロか？」

　男性──ダヴィードと呼ばれた者は、静かに笑みを浮かべた。

「かのメフィスト・フェレス殿どのに覚えてもらっているとは恐きよう悦えつ至し極ごくと言える。だが、失礼承知で済まないのだが、ご同行願おうか？　ヴァチカンは不ふ穏おんな動きをする異能と異い形ぎようを見過ごすことができない」

　ヴァチカン──。

　その名を聞いて、鳶雄はネフィリムの授業で習ったことを思い出していた。

　堕天使の組織──『神の子をグリ見張る者ゴリ』にとって、永年の宿敵がふたつある。

　ひとつは、堕天使と同じく冥界を支配する者たち──悪魔。

　もうひとつは、聖書の神と、その神に仕える天界の者たち──天使。

　堕天使、天使、悪魔は三大勢力と呼ばれ、永年に亘わたり、三つ巴どもえの勢力争いをしているのだという。

　そして、聖書の神を崇あがめるのがキリスト教会である。キリスト教会はいくつか派は閥ばつがあり、主にカトリック、プロテスタント、正教会がグリゴリの関係者と敵対する可能性が高いと説明されていた。

　教会は、対異形用のエージェント──戦士を育成しており、彼らのことを「教会の戦士」、またはエクソシストとも呼んでいた。

　先ほど、メフィストは「エクソシスト」と男性──ダヴィードを呼び、ダヴィードもカトリックの総本山であるヴァチカンの名を口にした。

　鳶雄たちは、アビス・チームやオズの魔ま法ほう使つかいとは違ちがう、本来のグリゴリの敵対組織と相対したのである──。

「それなら、いっそのこと、全員チョンパでもしましょうぜ？」

　そのような新たな声が聞こえてくる。

　注視していると、ダヴィードの背中からひょっこりと顔を覗のぞかせる白はく髪はつの少年がいた。欧おう州しゆうの顔立ちをしている。

　見る感じではかわいらしい顔つきで歳としは十二、三ほどだが、その瞳ひとみには危険な色を乗せていた。

　少年はメフィストを見るなり、はしゃぎ出す。

「わーおわーおっ！　センセ、センセ！　このイケメンなお方が魔法使いのお偉えらいさんなんですかい！　こいつぁまたとんでもないオーラを纏まとっていやがりますね！　参っちゃいますねぇ！」

　ダヴィードが少年に言う。

「フリード、下がっているか、そこの堕天使の狗を相手にしていなさい」

　少年にそう告げると、男性神父ことダヴィードは、その場から音もなく姿を消した。

　鳶雄たちは突とつ然ぜんのことに驚おどろき、すぐに周囲に視線を配る。次にダヴィードが現れたのは──鮫島の近くだった。
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　鮫島が反応し、そちらに振ふり向こうとするが──攻こう撃げきをする間もなく、ダヴィードの蹴けりが飛んでいく！

「ぐあっ！」

　ダヴィードの蹴りは強きよう烈れつで、鮫島を吹ふっ飛ばしていった。

「堕天使に与くみしているとはいえ、人間だ。斬きられなかったことを幸運と思うのだな」

「こ、このっ！」

　夏梅が反撃とばかりに光の銃じゆうをダヴィードに数すう弾だん撃うち込む。ダヴィードは手に持つ長剣を高速で振り、夏梅の撃った光の弾丸をすべて払はらってしまう。

「出力を弱めているな。威い嚇かく用か。ゆえに狙ねらいも急所ではないわけだ」

　平然と光の弾たまを払ってそう言うダヴィードに夏梅も仰ぎよう天てんの声を出す。

「光の弾をあんなに簡単に……っ！」

　……明らかにいままで戦ってきた相手のなかでも最上位だと認にん識しきした鳶雄は、影かげから大おお鎌がまを取り出し、刃に指示を出そうと──。

　ふいにメフィストが一歩前に出てきて、鳶雄たちに言う。

「キミたちの分身マスコツトと彼の持つ剣は、相あい性しようが最悪だ。受ければ、セイクリッド・ギアに多大なダメージを負いかねない」

　などと言い、ダヴィードと対たい峙じする。

　余よ裕ゆうの笑みを浮かべるメフィストにダヴィードが高速で斬り込んでいく。

　斬りかかっていったダヴィードだったが、メフィストは動じずに挙動のひとつもなく、前方に防ぼう御ぎよ型の魔ま方ほう陣じんを展開させた。

　魔方陣にもう一度聖剣が振り下ろされ、魔法とオーラの衝しよう突とつが始まる。

　魔方陣越ごしにダヴィードが不敵に言い放つ。

「仮に貴公を斬ったとすれば、かのヴァスコ・ストラーダ猊げい下か同様、俺とガラティンも戦士の歴史に残るのだろうな」

　メフィストはあごに手をやりながら、楽しげにしていた。

「ふむふむ、なるほど。キミはあのバケモノと並びたいというのか。グリゴリの幹部コカビエルですら恐おそれおののいた伝説の剣けん士し……。しかし、キミがあの領域に至れるとは思えないな」

「ふっ、まんま猊下になろうとは思わんさ。それにさすがに貴公を消しよう滅めつさせてしまうと、問題に発展するだろう」

「この行動すら問題だと思うけどね」

　この魔方陣の障しよう壁へきを砕くだけないとわかったダヴィードは一いつ旦たん後方に飛び退のき、構え直す。

　そこにすかさずラヴィニアとヴァーリが両者の間に入った。

「これ以上、理事に手を出すのなら、私がお相手をするのですよ」

　ラヴィニアが周囲に冷気を漂ただよわせながら、メフィストの前に立つ。さらにその前には銀ぎん髪ぱつの少年──ヴァーリが不敵な笑みで構える。

「ふっ。相手は聖剣使いか。一度、聖剣の使い手と戦ってみたいと思っていたんだ」

　ラヴィニアとヴァーリの姿にダヴィードは目を細める。

「……ふむ。氷の魔ま女じよと……悪童といったところか」

　メフィストを守るヴァーリ、ラヴィニアとダヴィードが睨にらみ合うなかで、神父に付き従っていた白髪の少年──フリードが、懐ふところから棒のようなものと、拳けん銃じゆうを取りだした。

　どちらも見たことがある。授業でも習ったものだ。

　棒のほうは、天使や堕だ天てん使しの光力を刃やいばに変える光の剣で、銃は光の弾を撃ち出す。

　夏梅がグリゴリ用に改良された銃を持っているのだから、すぐにわかった。

　フリードが少年に似つかわしくない狂きよう喜きの笑みを鳶雄たち元陵空の生徒たちに見せる。

「初めまして、お兄さん方。俺はフリード・セルゼンと言いやす。以後、お見知りおきを──って、今日ここで殺しちまうかもしれねぇけどなッ！」

　光の刃を生やした剣と銃を持って、途と端たんに襲おそいかかってくるフリード。

　一いつ切さいの迷いなく、こちらの致ち命めい傷しよう狙ねらいで胸のど真ん中や頭部を狙ってくる。殺意は明らかで、まったく手加減の様子を見せない。

　鳶雄は大鎌でフリードの持つ光の刀身を受けた。

　自分の一撃を容易に受け止めた鳶雄の姿を見て、いっそうイカレた笑えみを浮うかべるフリード。

「んじゃ、こういうのはどうよッ！」

　フリードは光の剣で容よう赦しやなく、何度も何度もこちらに斬りかかってくる。

　鳶雄はそれらを大鎌でやり過ごし、弧こを描えがきながら反撃の一撃を放つが──こちらの攻撃を白髪の少年は軽快に避よけていく。

「ほーら、バキューンってのもありますぜってな！」

　剣けん戟げきの最中に隙すきを見つけて、至近距きよ離りでも光の弾丸を撃ち込んでくる。

　鳶雄も刃も瞬しゆん時じに反応して、飛び退き、直撃を防いだ。腕うでにかすっただけだ。

　しかし、自分が悪あく魔まや吸きゆう血けつ鬼きだったとしたら、このかすり傷でも大きなダメージを喰くらうと習っている。悪魔や吸血鬼にとって光は弱点となるからだ。

　鳶雄と刃の回かい避ひにフリードは喜んでいた。

「おっほっほっ、意外に速いでやんすなっ！」

　正面からでは埒らちが明かない。鳶雄は刃に目配せする。

　鳶雄は鎌をくるくると回したあと、その場から刃と共に駆かけだす。鳶雄がフリードに斬りかかる。

　フリードは光の剣で鳶雄の攻撃を受けきった。少年は小こ柄がらな体とは思えないほど、体幹がしっかりしている。鳶雄とこの少年の体格差では、普ふ通つう、こちらの攻撃を何度も正面から受けていたら、構えを崩くずしてもおかしくないのだが……。

　いくつか、斬り込んでいるなかで、共に相手に飛び出した刃は、高速で駆け抜ぬけていき、黒い弾丸と化して、建物の壁かべを横に走っていく。

　壁走りをして、フリードの後方に飛び出した刃は、主あるじである鳶雄と挟きよう撃げきの構えで、相手に飛び込んでいった！

　挟撃で背後から刃が剣で斬りかかる。完全に隙を突ついた一撃だ。

　──が、フリードは身をよじり、アクロバティックな動きで宙に跳とんで、攻撃を躱かわした！

　うまく着地して、フリードが焦あせりながらも笑みを見せる。

「とととっ！　ワンコ使いめっ！　へへへッ！　すんげえ殺意のこもった攻撃されて、俺も興奮マックスでございやすよッ！」

　いまの攻撃で、少年は異常なほど、高ぶりを見せていた。

　高ぶるフリードの視線が──一歩下がって戦せん闘とうを見ていた紗枝と詩求子に向けられた。白髪の少年は舌なめずりをして、そちらに殺意を放つ。

　しかし、ダヴィードがフリードに叫さけぶ。

「フリード！　面を被かぶった魔物と、その主だけは手を出すな！」

　フリードはいままさに駆け出す格好のなかで制止されたためか、たたらを踏ふんだ。

「おっとっと！　あの一番面おも白しろそうのはダメですかい！」

「うむ。それは下手に手を出すとこの街の住民すら喰いかねない」

「それはそれで面白そうっスけどね！　って、こんな考え方じゃ、主主主の主から罰ばつを喰くらいそうだぜィ！　って、センセ！」

　フリードの視線が何かを捉とらえていたようだった。

　ダヴィードは、教え子に指し摘てきされずとも、すでに察知していたようで、横合いから鋭するどくランスで突いてくる鮫島に反応していた。

　電撃を帯びた白砂の尾おのランスで、ダヴィードに突とつ進しんしてくる鮫島。

　それをダヴィードは聖剣で受けていた。

　鮫島が空いている手で腹をさすりながら言う。

「痛いてぇじゃねぇか、おっさん。けど、うちの鬼おに教官のおかげで腹筋には自信があるんでな」

　蹴りで吹っ飛ばされても特にダメージがなさそうな鮫島を見て、ダヴィードは感心していた。

「ほう、よく鍛きたえているようだ」

　鮫島も復帰したところで、ダヴィードとフリードとの戦いが、混迷する様相を見せていた。

　──が、そのときだった。第三者の声が介かい入にゆうしてくる。

「──ったく、遅おせぇと思って捜さがしてみたら、こんなところで油売ってるとはな」

　突然この場に現れたのはチーマー風の風ふう貌ぼうをした坊ぼう主ず頭あたまで体格の良い男性だった。しかし、よく見ると修しゆ験げん者じやが身につけている装しよう束ぞくを下に着ていた。

「あわあわ！　た、大変なことになっているじゃないですか！」

　もう一人、かわいらしい声をあげるのは小柄な少女だ。小学校高学年ほどの見た目で、黄色のレインコートを着ている。背中には甲こう羅らのような形の背はい囊のうを背負っていた。

　なんとも言えない者たちの登場だったが、二人の体からは異能力者特有のオーラ、プレッシャーが放たれており、ただ者ではないことは鳶雄でも理解できた。

　彼らの登場に鳶雄と対峙していたフリードが反応する。銃の狙いを──彼らに向けたのだ！

　フリードはかまわずに光の銃の引き金を引いた！

「出てきて早々にズドンとね！」

　フリードが放った銃じゆう弾だんは、チーマー風の男性の顔面にまともに入った！

　それを見てフリードがイカレた笑いを発する。

「カーカッカッカッキャッ♪　たとえ人間だろうと、まともに光の弾を喰らえば脳のう髄ずいまで吹っ飛──」

　そこまで言い、彼は言葉を止めた。

　まともに光の弾丸をくらったはずの男性は、平然とした姿を見せたからだ。まったく顔にダメージを負っていない！

　チーマー風の男性は若じやつ干かん顔を歪ゆがめた。

「……痛つッ。さすがに避けたほうがよかったか」

　その様子に少女が叫ぶ。

「びゃ、白びやつ虎こさん！　避けなきゃダメですよ！　いくら白虎さんが頑がん丈じようでも、避けられるものは避けてください！」

　白虎と呼ばれた男性は光こう弾だんが当たったであろう額を手でさすりながら言う。

「ま、そう言うなよ、玄げん武ぶ。一回ぐらいヴァチカン謹きん製せいの光の銃とやらの威い力りよくが知りたかっただけだ。朱雀や青せい龍りゆうもいつも言ってるじゃねぇか。異教の術と技わざも研究の対象にしたほうがいいってな」

「それにしたって、普通は避けるものですよ！　も、もう！　と、とりあえず、この場を解決します！」

　そう言うと、レインコートの少女が甲羅から符ふを取りだし、力をこめた。円を描えがくように腕を回すと、次々と符が宙に浮いて、幾いく枚まいもの符で円が形成された。

　手で印いんを結ぶと、少女は言う。

「封ふうじよ！」

　命を飛ばすと、符が宙を飛んでいき、フリードの持つ光の剣の柄つかと銃に張り付いていく。

　すると、フリードの持つ剣から、光が消失してただの棒と化してしまった。

　フリードは訝いぶかしげに思い、棒を振ふる。

「おやおや？　故障……ってわけでもないか。あのクソガールのクソ攻こう撃げきで俺様の愛用ライトソードくんが止まっちまったってか！」

　フリードの下品な言葉に少女は嫌いやな顔をしていた。

「うわ、外国の言葉ですけど、なんとなく、下品なこと言われてるってわかります。嫌きらいなタイプかもです」

　フリードを封じたところで、今度はチーマー風の男性が、ダヴィードのほうに視線を送った。

「あとはあっちの神父のおっさんか。キリスト教の戦士とやんのは初めてだが、まあ、なんとかなんだろ」

　チーマー風の男性の体に白い発光現象が起こる。途端にこの場の空気が振しん動どうし、風がうねり出した。男性が放つ発光現象によって突とつ風ぷうが巻き起こったのだ。

　メフィストがうなる。

「ほう。若いながら、闘気を身にまとうなんてね。仙せん道どうか、それとも修験の果てに身につけたか」

　ダヴィードはこちらに視線を配らせる。鳶雄たちネフィリムの生徒とメフィスト、ラヴィニア、ヴァーリ。そして、符を構える甲羅の少女と発光現象を放つチーマー風の男性と、相対するべき者が増えたことで目を細めた。

　ダヴィードが聖剣を懐ふところにしまいながら言う。

「……どうやら、これ以上の問答は深手になりかねないな。フリード、撤てつ退たいするぞ」

「はいな。センセ！」

　フリードは言うなり手しゆ榴りゆう弾だんのようなものを取りだした。

　ピンを取って、こちらに放ほうる。刹せつ那な──まばゆい閃せん光こうが辺りを照らした。

　……一時的に視力を奪うばわれた鳶雄たちだったが、どうにか、回復した頃ころに辺りを見やると──そこにはダヴィードとフリードの姿はなかった。

　メフィストが言う。

「ふむ。話し合いの誘さそいは下手だが、引き時はわきまえているようだ。実にヴァチカンの戦士らしいね」

　ダヴィードとフリードが退いたところで、チーマー風の男性とレインコートと甲羅の少女がこちらに歩を進めてくる。

　あらためて、男性と少女があいさつをくれる。

　少女が深く頭こうべを下げた。その足あし下もとには十五センチほどの亀かめがいた。……ただの亀のようだが、尾が──蛇へびのようになっており、第二の頭部となっているようだった。

「えっと、私は五大宗そう家け、童どう門もん家の次期当主で、童門玄武と言います。メフィスト・フェレスさまと、そのご一行のお迎むかえに参りました。こちらは霊れい獣じゆうの『玄武』くんです」

　少女──玄武が、足下の亀を拾って、そう紹しよう介かいしてくれた。……どうやら、霊獣のようだ。いきなりの霊獣『玄武』の紹介に鳶雄も驚おどろくばかりだ。

「あ、それと、こちらが──」

　あいさつを促うながす玄武に男性は面めん倒どうくさそうに言う。

「ついでみたいに言うなや……。あー、俺は真しん羅ら白虎。真羅家の次期当主なんだとよ」

　上着のポケットに手を入れながらの態度だった。

　──玄武、白虎。

　……五大宗家が司つかさどるという霊獣の名だ。そして、その名を許された者とは、五家のなかで霊獣と契けい約やくした選ばれし者のことを指す。

　この二人はただ者ではなく、しかも五大宗家の中ちゆう核かくにいる者たちだと理解する。

　五大宗家の迎えとは、彼らのことだったのだ──。

　鳶雄たちは櫛くし橋はし青龍と姫島朱雀とすでに会っているが、これで百鬼なきり家の『黄おう龍りゆう』以外の四神とは出会ったことになる。

　しかし、迎えに次期当主二人を寄よ越こしてくるとは……。五大宗家は、メフィストとの話し合いを本当に受け入れる意向のようだ。

　玄武が言う。

「皆みなさまには私たちの本ほん拠きよ地ちのひとつである『奥の院』という場所に来てもらいます」

　白虎があごで路地の先を示す。

「あっちに車が乗り付けてある。ついてきな」

　かくして一行は五大宗家の用意した車──リムジンで『奥の院』という本拠地のひとつに赴おもむくことになる。
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　リムジンに乗せられた鳶とび雄おたち。

　リムジンの車窓は、スモークがかけられていて、外からだけではなく、中からも確かく認にんできないようになっている。

　つまり、移動中、どこに向かっているかこちらにわからせないための措そ置ちだろう。

　車中は──無言であった。

　最初のうちにメフィストとレインコートの少女──童どう門もん玄げん武ぶが、このあとの日程を軽く話していたのだが……。チーマー風の男性──真しん羅ら白びやつ虎こは腕うでを組み、余計な会話を拒こばむような空気を全身から出していた。

　そのせいもあり、鳶雄たちと玄武たちとの間で会話は始まらなかった。

　──と、思っていたのだが、車中の空気を察したのか、玄武がリムジンに備え付けられている冷蔵庫を開けて、中からドリンクを取りだした。

「冷えた飲み物がありますので、どうぞ皆さんも」

　えへへと無理に笑えみを作って、場を和なごませようとしていた。

　その対応で、童門玄武は悪い娘むすめではないのだろうと鳶雄は思う。膝ひざの上に乗せた亀──霊獣『玄武』の頭をやさしくなでていた。

　夏なつ梅めが飲み物を受け取りつつ、玄武に問う。

「五大宗家の……『奥の院』って、どんなところなの？」

　玄武が言う。

「当然のことですが、五つの家それぞれに宗家や分家の邸てい宅たく及および本ほん殿でんなどがあるんですけど、五大宗家の関係者が集まる本拠地のようなものもこの国にいくつかありまして、『奥の院』はそのなかでも重要な拠きよ点てんと位置づけられています」

　夏梅がうなずく。

「なるほど。五家のどれかの家ってわけじゃないのね。てっきり、五大宗家筆頭の百鬼なきり家の本宅にでも連れていかれるのかと思ったわ」

　これに白虎が言う。

「百鬼のところにはそう簡単には行けねぇよ。俺や玄武みたいに霊獣契約者でも、よほどのことがない限り呼ばれはしねぇ。百鬼の家ってのは、そういうところだ」

　筆頭の百鬼家は、五大宗家のなかでもとりわけ特別のようだ。

　玄武が言う。

「ですので、今回のように五家全体と話すのなら、それぞれのお家うちに行くよりも『奥の院』で話したほうが適切なんです」

　一方の会談を申し出たメフィストは楽しげだ。

「日本の異能力者の中ちゆう枢すうにご招待していただけるんだ、これほど光栄なことはないよ。非常に興味深い」

　これにラヴィニアも笑顔で続く。

「はい。術式の体系は違ちがえど、術を使う者としても、『奥の院』は楽しみなのです」

　玄武が苦笑いしていた。

「実際のところ、外部の方に対して怖こわい人も多いんで、そこだけご容よう赦しやください」

　童門玄武は若くとも、とてもしっかりした少女だと鳶雄は思った。

　そんな会話がありつつも、車は進む。

『奥の院』の場所についてはアザゼルより、それとなく、聞いている。

　五大宗家──異能の使い手たちが発はつ祥しようされたとされる地、奈な良ら県けんにあるとされる。その地に五大宗家の重要拠点が古くより点在していると聞いた。

　玄武や白虎から詳くわしい説明を受けていないが、アザゼルの話通りならば県をまたいで移動しているのだろう。

　実際、移動を開始してから、数時間が経過することになる。

　途と中ちゆうの古民家風の喫きつ茶さ店てん（そこも五大宗家に関係があるそうだ）でトイレ休きゆう憩けいを取ったあとで、さらに車で進んでいく。

　あるときだ。ぞくりと体中に寒気が襲おそう感覚を覚えた。

　すると、玄武が笑みを浮うかべて言う。

「もうすぐで着きますよ」

　外を確認できないのにそう述べる玄武。おそらく、ぞくりとした寒気と関係があるのだろう。

　ふいにメフィストが言う。

「ふむ。第一の結界を越こえたようだ」

　メフィストの発言に白虎が皮肉げな笑みを浮かべていた。

「さすが魔ま法ほう使つかいたちの理事っつーか、古い存在だな。いまの結界を平気で潜くぐるなんざよ」

　白虎の言葉にメフィストは意味深な笑みを見せていた。

「まあ、僕ぐらいになるとこれぐらいの結界はやり過ごせる」

　白虎は腕を組みながら、

「怖いもんだぜ」

　と、述べていた。

　先ほどの襲しゆう撃げきしてきた教会のエージェント──ダヴィードもメフィストについて、意味ありげな対応をしていたが……。

　その後もぞくりとした寒気を何度か覚えたあとで、車が一いつ旦たん止まり、外からゴゴゴと重いものが動く音がしてくる。

　玄武が言う。

「正門を開いております」

　どうやら、重い音は正門を開く音のようだった。

　門が開ききったのか、車が運転を再開し、そこからさらに数分進む。

　夏梅が言った。

「……正門潜ったのに、まだ車で進むの？」

　玄武が申し訳なさそうに言った。

「……『奥の院』、無む駄だに広いんで。もう少しかかります」

　少女の言葉から数分後、ようやく車は停車した。

　扉とびらが外から開かれる。

　促されるまま鳶雄たちが出ていくと──前方に古く立派で巨きよ大だいな屋や敷しきが現れていた。

　そして、車のドアから屋敷まで両りよう脇わきに人が並ぶ。片側は神職の衣い装しようを着た者たちが並び、反対側には軍服のような格好をした者たちが並んでいた。

　その先には──見知った者が立っていた。姫ひめ島じま朱す雀ざくと櫛くし橋はし青せい龍りゆうであった。

　鳶雄たちが五大宗家の関係者の間を進みながら、朱雀たちのもとにたどり着く。

　朱雀が鳶雄たちを笑えみで迎むかえ入れてくれた。メフィストにあいさつをする。

「遠い異国より、ようこそお越しくださいました、メフィスト・フェレスさま。歓かん迎げい致いたしますわ」

「こちらこそ、今日はよろしく頼たのむよ」

　次に朱雀が鳶雄たちに顔を向ける。

「よく来てくれたわ、鳶雄。皆さん」

　朱雀が鳶雄たちに笑みを向ける一方で、櫛橋青龍は白虎たちに声をかけていた。

「お疲つかれ様、白虎。玄武ちゃん」

　白虎が頭をポリポリかきながら言う。

「さっき送った報告通り、お客さんが襲われてたぜ。ヴァチカンの連中、面めん倒どうくさいのを送り込んできたもんだ」

　青龍がメガネの真ん中をくいっとあげながら言った。

「そちらについてはこちらでも調べているよ。ま、教会の戦士について各当主さまはお怒いかりだ」

　これに白虎は嘆たん息そくし、玄武はうんざりしていた。

「……わ、私、パパにまた心配されますね」

　青龍が苦く笑しようしていた。

「玄武ちゃんの父上、心配性しようだからね……」

　次期当主たちのやり取りがあったなかで、朱雀たちが屋敷の中に入るよう促うながしてくれる。

「では、皆さん、こちらへ──」

　屋敷の玄げん関かんに足を踏ふみ入れる前に青龍が鳶雄たち元陵りよう空くうの生徒たちに言う。

「入る前にキミたちの分身にこれをつけてもらいたい」

　青龍が従者に出させたのは──輪っかだった。手や足、首にはめるもののようだ。輪っかには呪じゆ力りよくのこもった文様が描えがかれており、すでにはめる前からオーラが滲にじみだしていた。

　ちょっと躊躇ためらう鳶雄たちにメフィストが言う。

「安心しなさい。僕がキミたちに危害が加わることがないようにするから」

　その言葉にラヴィニアも、

「理事がそうおっしゃっているのだから、きっと大だい丈じよう夫ぶなのです。いざとなったら、壊こわして逃にげましょう」

　などと、不ふ穏おんなことを笑顔で言うが……。

　鳶雄たちは顔を見合わせ、頷うなずく。

　青龍の言うように刃ジンたちの首や足に輪っかをはめた。途と端たんに分身たちはけだるそうな反応になるが……。

　唯ゆい一いつ、ポッくんだけは輪っかをはめても特に変わった様子も見せなかった。平気そうである。

　鳶雄たちはようやく屋敷の玄関に入る。古い日本家屋だが……玄関の先、廊ろう下かの先が見えないほど広大だった。

　驚おどろくほどに広い玄関だった。玄関だけで二十畳じよう以上はあるだろう。

　何よりも鳶雄たちは玄関に近づくなかで、強きよう烈れつなプレッシャーを肌はだに感じ取っていた。

　玄関の先に立っていたのは──強大なオーラとピリピリとした雰ふん囲い気きをまとう男性だった。その男性がプレッシャーの持ち主である。外で並んでいた男たちよりも階級が上に見える軍服を着込んでおり、鋭するどい眼まな差ざしを向けてきた。

「メフィスト・フェレス殿どの。お待ちしておりました。私は百鬼家現当主、百鬼なきり中なか神がみの黄おう龍りゆう。この場にいる霊れい獣じゆう使いたちの長おさをしております」

　──っ。

　……男性の名乗りに鳶雄たち元陵空の生徒たちは驚いた。

　この軍服の男性が、五大宗そう家け筆頭百鬼家の中ちゆう核かく。現当主にして、霊獣『黄龍』と契けい約やくした者──。

「初めまして、若くして百鬼家を継ついだ逸いつ材ざいがいると聞いていたからね。お会いするのを楽しみにしていた」

「こちらこそ、かのフェレス卿きようとお会いできるのは光栄の至りです」

　メフィストと握あく手しゆを交かわす百鬼中神黄龍。

　その黄龍の視線が鳶雄たちに移る。

　ゾクッ！

　視線だけですべてを見み透すかされ、射い貫ぬかれたような感覚を覚えた。

　黄龍が言う。

「四し凶きようと、その仲間たち、そして黒い狗いぬか。──ついてこい、長老さま方がお待ちだ」

　黄龍、朱雀たちの案内のもと、鳶雄たちは屋敷の中に足を踏み入れる──。







　長い通路を歩くこと十分──。

　あまりに広すぎる屋敷内は、すでにどう帰ればいいかわからないほどだ。

　ようやく通された襖ふすまの先は、やはり、広すぎる一室。百畳以上はあるであろう広さであった。大広間だ。

　一人分の四角い敷しき物もの（五大宗家の家か紋もんらしきものが入っていた）がいくつも並ぶところに通される。座ざ布ぶ団とんではないため、格式高いものを感じてしまう。

　そこに座る前に百鬼中神黄龍や朱雀たち四神の者が、部屋の一段上の席──上段の間のほうに体を向けていた。

　上段の間の前には幕が降りており、上段に座る者がわからないようになっていた。

　朱雀や百鬼中神黄龍たちが、その場でかしこまって座り、頭を下げた。強こわ面もてな態度を取っていた真羅白虎ですら、きちんとかしこまって頭を下げている。

　黄龍が上段の間にいる者たちに報告する。

「メフィスト・フェレス卿及および、幾いく瀬せ鳶雄とその仲間の方々をお連れ致いたしました」

　すると、幕の先から声がする。一人だけではなかった。

「よいよい。ご苦労であったな、黄龍、四神の面々」

「フェレス卿、そして皆みなの衆も座ってくだされ」

「ほほほ、ここに外の国の来客など、いつほどぶりかね」

　老人の声だった。男の声も女の声もある。

　メフィストが「それでは失礼して」と敷物の上に座り、その後方にラヴィニアが続いて座った。

　ヴァーリは一番うしろに座ったが……。

　鳶雄たちも続いて正座の格好で腰こしを下ろす。鮫さめ島じまはあぐらだったが……。

　全員が座ったところで、幕の先にいる老人の一人が言う。

「しかし、異い形ぎよう──それも悪あく魔まを引き入れたのはさすがに初めてかの」

　その老人の声に困こん惑わくする鳶雄たち。しかし、ラヴィニアとヴァーリは老人の言葉がわかっているようで平然としている。

　朱雀たち四神も言葉の意味をわかっているようだった。

　鳶雄たちの視線が集まったところで、メフィストが朗ほがらかに言う。

「あー、幾瀬くんや四凶の子たちはグリゴリで知らされていなかったのか。それは失礼したね。──僕、悪魔なんだ。正しよう真しん正しよう銘めいのね。まあ、冥めい界かいには大分帰ってないけど」

　…………。

　……突とつ然ぜんの告白に目を丸くする鳶雄、紗さ枝え、夏梅、鮫島、詩求子シグネ。

　一いつ拍ぱくおいて、理解が進んだところで──。

『え、ええええええええええええええええええええっ!?』

　メフィストの告白に鳶雄、鮫島、夏梅、詩求子は声をあげて驚いた。声をあげていないが、紗枝も口に手をやり、驚きで目を見開いていた。

　このメフィストの告白にヴァーリがふんと鼻を鳴らす。

「知っているものかと思った。『メフィスト・フェレス』といえば悪魔で当然だろう。書物ぐらい見ろ。有名な悪魔だ」

　夏梅が慌あわてながら言う。

「わ、私だって、独自に本を読んで、メフィスト・フェレスのことは知っているけど……ほ、本物？　ただの偽ぎ名めいの類たぐいかと思ってました」

　夏梅の問いかけにメフィストは頷く。

「その書物に何が書かれていたかわからないけど、多分、僕のことかな」

　……メフィスト・フェレス。

　鳶雄が知っているのは、高名な占せん星せい術じゆつ師しであり降こう霊れい術師でもあり錬れん金きん術師でもあったゲオルク・ファウストが召しよう喚かんした伝説の悪魔だということだ。

　ラヴィニアが言う。

「『番エキ外ストのラ・悪デー魔モン』にして、初代四大魔ま王おうと同世代であり、古くからの悪魔なのです。そして、メフィスト理事は、ずーっと昔から魔法使いたちの協会の理事長なのですよ」

　メフィストが言う。

「基本的に僕の正体は公おおやけにしていないよ。協会では、ある程度の特権を得た術者にのみ、明かしているけどね」

　それを知り、鳶雄は先ほどのダヴィードたち教会のエージェントの態度に得心がいったのだった。彼らはどうやらメフィストが悪魔だとわかって行動してきたようだ。

　青龍が言う。

「僕たちも伝聞で知ったクチです」

　というやり取りがあったなかで、上段の間に座る者の一人が言う。

「さて、フェレス卿。いま我らとそちらと、堕だ天てん使しに関かん与よした事件について、お話を始めましょうかね？」

「ええ、そのつもりで来ましたからね」

　メフィストがそう答えると、朱雀が立ち上がり、鳶雄たちのほうを見て言う。

「トップ同士の話し合いが始まりますので、私たちと皆さんは別室にて待機となります」

　大広間には、メフィストと上段の間の老人たち、そして、百鬼中神黄龍が残り、他ほかの者たちは別室に移動となった。

　こうして、五大宗家『奥の院』の上役と、『灰色のグラウ・ツ魔術師アオベラー』の理事メフィスト・フェレスの間で、『虚うつ蟬せみ機関』の起こした事件及び、それに関かん与よした者たちについての情報交こう換かんがなされたのだった──。







　三十分ほど経過した頃ころ──。

　部屋に「お話が終わったようです」という知らせが届けられ、あらためて、鳶雄たちは先ほどの大広間に赴おもむく。

　今度は、鳶雄たちと五大宗家の次期当主も全員交えて大広間で座ることとなった。

　どうやら、鳶雄たちにも伝えておかねばならないことがあるとのことで、上段の間に座る者たちが言ってくる。

「実は、五大宗家は内部で意見が分かれておるのだよ」

　──っ。

　……いきなりの告白だった。五大宗家、その内部での対立についてだ。

　軍服を着た男性──百鬼中神黄龍が言う。

「この『奥の院』を中心とした一派と、姫島を中心にした櫛橋、真羅、童門の四家で意見が分かれているのだ」

　五大宗家は家のしきたり、古い習わしを重んじて、外部の勢力とはできるだけ関係を持たず、独自のルールでいままでこの国を裏側から守ってきており、掟おきてを破る者には厳しい処分も出してきた。確かにそういう歴史があった。

　そういう歴史があるなかで、今回の一連の事件が起きた。

　これに関して、『奥の院』を中心とした一派は、『灰色のグラウ・ツ魔術師アオベラー』及び事件に関連した者たちとの情報共有をしつつ、場合によっては協力して事件を解決すべしという考えが強い。

　だが、姫島を中心にした櫛橋、真羅、童門の四家の現当主陣じんは、断固として自分たちで始末をつけるべきだと主張している。これには『虚蟬機関』の反逆は、自分たちが起こしたようなものでもあるという自省の念もあるからだ。

　百鬼家は筆頭として、両陣営の意見を汲くみつつ、あえて中立を守っているそうだ。とはいえ、今回の事件に関与した者たちから直接話を聞くという案を各家の当主に進言して、了りよう承しようを得たのは、百鬼中神黄龍なのだそうだが。

　このように意見が割れるようになった背景に、異能がそこまで必要とされないようになった現代において、五大宗家もかつての権けん威いを失いつつあるという事情もあった。

　以前に『灰色のグラウ・ツ魔術師アオベラー』が協力要よう請せいをした際に一度拒きよ否ひしたのは、姫島、櫛橋、真羅、童門の四家の猛もう烈れつな反対意見を押し返せなかったためだ。

　しかし、今回、『奥の院』のみで受け入れたのは、『灰色のグラウ・ツ魔術師アオベラー』のトップが自ら来日すると言ってきた上、二度も否いなを突つきつければ、今度は海外の他の術者組織群にいらぬ疑いを抱いだかれかねないと判断したからだった。

　いまだに姫島、櫛橋、真羅、童門は、今回の話し合いについて腹の内で面おも白しろく思ってはいない。今回は『奥の院』の顔を立てつつ、いらぬ波風を起こさせない配はい慮りよだった。

　上段の間の老人が口々に言う。

「……という事情があったのじゃよ」

「このような状じよう況きようで、若い霊れい獣じゆう使いの四神たちは、両派は閥ばつの間に立っておる」

「若者を我らの間に立たせることはしのびない限りでしてな」

「とはいうものの、姫島現当主である朱す凰おうの考えは我らよりも頑かたくななのです」

　上段の間にいる者たちの話しぶりからすると、どうやら五大宗家も内部で相当にややこしいものを抱かかえているのだと、鳶雄たちは初めて知るのであった。

　これを聞いていた朱雀は──。

「……………………」

　瞑めい目もくし、何も発しなかった。否定もせず、肯こう定ていもせず。彼女も立場上、なんとも言えないものを抱えているのだろう。

　夏梅が上段の間の老人たちに問う。

「……そちらの言い分はわかりました。それで、私たちをあらためて、ここに呼び寄せた理由は？」

　そう、その説明だけならば、他の者にしゃべらせればいいだけのことだ。

　何故なぜ、もう一度、ここに鳶雄たちネフィリムの生徒を呼んだのか？　彼らはあくまでメフィストの護衛者。メフィストの話が終われば、あとは帰るだけでいいはずなのだ。

　すると、夏梅の言葉を聞いた上段の間の老人たちが本題を切り出す。

　見えないが、幕の先にいる老人たちの視線が、自分に向いたと鳶雄は察知した。

「──狗いぬが如何いかほどか知りたい」

　幕の先で老人が言う。

「それは我らの血筋から出たものじゃ。異教の神から授さずかった力とはいえ、姫島の血を引く者が宿したということが気がかり極きわまりない」

「我らにとって異物──脅きよう威いになるのであれば、捨て置くわけにもいかず」

「逆に益が少しでもあるのならば、その器量を測りたいのじゃよ」

「意見が割れているのでね。なかには問答無用で処分すべきだという過激なことを口にする者もおる」

　これに声を出す者がいた。なんと、紗枝だった。

　紗枝が声と体を震ふるわせながら、強い表情で上段の間の者たちに訊きく。

「……それは、脅おどし、ですか？　鳶雄が……皆さんの力にならないのであれば、殺してもかまわないという風に聞こえました」

　紗枝が、鳶雄のために意見したのだ。

　紗枝は続ける。

「……私も鳶雄も、夏梅も、詩求子も、鮫島くんも、古こ閑がくんも、あのような事件がなければ、不思議な力に目覚めないまま、日常を……普ふ通つうの高校生として過ごせたかもしれません」

　紗枝の言葉を全員が聞いていた。

「あの日常を返せとまでは言いません。……ただ、鳶雄と私たちから、これ以上……」

　紗枝は──そこで言葉を詰つまらせて、目に涙なみだを溜ためていた。夏梅が寄り添そい、背中をさすっていた。

　いままで、いろいろとため込んでいたはずなのだ。

　いつもニコニコと笑えみを見せ、決して前に出ない娘こだったのだが、いまの話を聞いて、爆ばく発はつしたのだと鳶雄は感じていた。

　鳶雄は紗枝を昔から知っているが、彼女は我が慢まんする娘ではあるが、言うときは勇気をもって言う娘なのだ。

　幼おさな馴な染じみにそこまで言われ、鳶雄がその場で立ち上がる。

「俺は……何をすればいいんですか？　器量を測りたいとのことですから、何かを試ためしたいのだと思うのですが？」

　堂々と意見した鳶雄に百鬼中神黄龍が答える。

「各家の当主と上役の方々は、幾瀬鳶雄──おまえの力が知りたいのだ。姫島の血から出てしまったおまえの黒い狗の力が、我らにとって、この国にとって、是ぜなのか非なのか、とな。私も知りたいと願う者の一人だ。……ゆえに私と腕うで試だめしをしたほうが手っ取り早いだろう。長老方も、それでいかがでしょうか？」

　黄龍が、上段の間にいる者たちに問う。

「うむ。黄龍に任せよう」

　という言葉が返ってきたのだった。

　黄龍が立ち上がり、鳶雄にあらためて告げる。

「──ということだ。腕試ししだいでは、姫島を名乗ることもできるかもしれない」

　鳶雄はため息を吐ついたあとで、黄龍に正面切って言い放った。

「……別に。俺は幾瀬で十分です。ただ、あなたたちに認められれば、変な横やりは無くなるかもしれないということもありそうですから」

　静かに戦意のオーラをたゆたえる鳶雄の姿に百鬼中神黄龍は不敵な笑みを浮うかべた。

「ある程度、実戦は積んでいるようだ。──いい面つら構がまえだ」

　鳶雄と黄龍の一戦が決まったところで、その場から立ち上がる者がもう一人いた。

「じいさんばあさんたちに黄龍、俺も試したいことがあるんだけどな」

　真羅白虎であった。彼は鮫島のほうに視線を向けた。

「同じ猫ねこ使い同士、四凶とやらの力が知りたい」

　鮫島が白虎の挑ちよう発はつに乗ったのか、立ち上がり、超ちよう至し近きん距きよ離りでメンチを切った。完全な上から目線の言動と態度に鮫島は我慢ができなくなっていた。

「おもしれぇ。こっちも会ったときからなんとなく気に入らねぇと思っていたところだ」

　こうして、鳶雄と黄龍、鮫島と白虎の試合が始まることとなった──。







　大広間から場所を変え、晴天の下、広い中庭のようなところで仲間たちと四神、メフィスト、老人たちが見守るなか（長老たちはやはり幕のかかったところから見ていた）、鳶雄と黄龍、鮫島と白虎が戦うことになった。

　庭は、基本的に日本庭園の様相であり、岩があちこちに置かれ、池もあり、木々も生えていた。

　対たい峙じする鳶雄と百鬼中神黄龍。

　鳶雄は己おのれの影かげから大おお鎌がまを生みだし、両手に構えた。刃も呪じゆ力りよくの輪っかを一時的に外されて、鳶雄の隣となりで構える。

　黄龍は、手て袋ぶくろを直す仕草をしながら、鳶雄に言う。

「──いつでもかかってくるといい」

　平然とそう宣言する黄龍。

　余よ裕ゆうからの一言であろうが、決して油断をしているわけでもない。なぜなら、張り詰めた空気を生むほどの静かで不気味なオーラを体にまとっており、一分の隙すきも見当たらないからだ。

　戦う前にメフィストから忠言をされている。

　──知っているとは思うけど、百鬼家は陰おん陽みよう道どう、神しん道とう、修しゆ験げん道どう、それらに伴ともなう法力など満まん遍べんなく習うそうだ。そして、霊獣『黄龍』は土、つまり大地を司つかさどる。彼らが地に足をつけているだけで十全の異能を放つと思ったほうがいい。

　……中庭を選んだのも土を踏ふめるからだと鳶雄は思し慮りよする。

　相手の隙と出方をうかがって、徒いたずらに睨にらんでいるだけでは埒らちが明かないだろう。

　意を決して、鳶雄は大鎌の柄えを握にぎりしめ、その場から相棒の黒い狗──刃と共に駆かけだした。

　刃と共に飛び出していった鳶雄は、互たがいにジグザグに動き、相手の出方をうかがいつつもこちらの攻こう撃げきを戸と惑まどわせる戦法でいった。

　高速にてジグザグで動くことで、鳶雄と刃、どちらが先に仕し掛かけるか、あるいは同時か、判断を鈍にぶらせるのだ。

　大たい概がいの相手にはこれが通じた。任務の際、アビス・チームの構成員にすら通じている。

　だが、黄龍は鳶雄と刃の動きにまったく動じていない。視線を配らせることすらしなかったのだ。

　鳶雄も相手の出方がわからずじまいだったため、警けい戒かいしつつも死角から刃と共に仕掛けていく。

　ほぼ同時に刃と斬きりかかったのだが、振ふり下ろす瞬しゆん間かん──。

　黄龍が、足を少しだけ浮かせ、軽く地面を踏む。その直後、彼の周囲の土が異様なまでに瞬時に盛り上がり、壁かべのようになって鳶雄と刃の斬ざん撃げきを防いでしまう。

　もう一度、黄龍が地を踏むと、盛り上がった土は何事もなかったかのように元の状態に戻もどってしまった。

　──と、刹せつ那な、黄龍が鳶雄の腹部に鋭するどい中段蹴げりを放ってきた！　避よけきれず、脇わき腹ばらに一発もらう鳶雄。

「がはっ！」

　ダメージの声を発しつつ、後方に吹ふっ飛ばされた。刃が主あるじの敵かたきを討うとうと、横合いから黄龍に斬り込もうとするが──すでにそこに黄龍の姿がなく、黒い狗の斬撃は空から振ぶりに終わる。

「遅おそい」

　その言いながら、黄龍は獣けもののスピードを超こえた速度で刃の背後に回っていた。刃が気づいて、そちらに体を向ける前に、黄龍は地を踏んでおり、黒い狗の足あし下もとの土が勢いよく盛り上がっていく！

　それも察知して、刃は刹那の動きで盛り上がる土を回かい避ひするものの──。回避した先を読まれていたのか、そこに黄龍が先んじており、掌しよう底てい打ちを腹部に受けてしまう。一発を受けた刃も吹っ飛ばされていった！

　鳶雄は立ち上がり、体勢を立て直す。

　地面を踏むだけというわずかな所作で異能を発揮されて、こちらの同時攻撃を防がれ、攻撃をもらってしまった。

　このやり取りだけで、鳶雄は理解してしまう。

　──遥はるか格上だ。

　相手はこちらが同時に斬り込むことがわかっていた。動きもすべて見えている。踏むだけで発動する土の壁も大した術でもないのだろう。

　それでも黄龍は鳶雄に言う。

「なんだ、これで初手は終わりか？」

　鳶雄は一いつ旦たん距離を取ったあと、再度飛び出していく。

　黄龍の足下の影からブレードが伸のびるように念じる。

　足下の影から伸びていく歪いびつな刃やいば──『夜陰鉤ナイト・ハーケン』。黄龍はわずかな動きで足下から出てきたブレードを躱かわし、軽く放った蹴りのつま先で『夜陰鉤ナイト・ハーケン』の歪な刃を砕くだいてしまう。

　鳶雄はさらに相手の死角にある影からも『夜陰鉤ナイト・ハーケン』を発生させるが、それすらも黄龍は背後に振り返る素そ振ぶりすら見せず、体たい捌さばきだけで避け、手刀でブレードを砕いた。

　その間に距離を縮めた刃は、口にくわえた黒き剣けんで黄龍に斬りかかる。黄龍は獣の動きに呼応するように、刃の斬撃を軽かろやかに避けていった。

　死角からの攻撃に加えて、刃との連れん携けいまでまるで当たる気配が見えない。

　完全に動きが読まれている──。

　鳶雄はそう判断していた。

　険しい表情を浮かべている鳶雄に黄龍が言う。

「実力差が歴然としているゆえ、こちらの手の内をひとつ明かそう。私は、大地を通して、相手の動きがわかる。おまえの気、オーラと呼ぶものが、大地を通して感じ取れる。だからこそ、動きを見なくとも、次の一手が読める」

　──っ。

　……言葉もない鳶雄であった。

　つまり、相手はこちらが地面に足をつけているだけで、そこからこちらの気を感じ取り、動きが、次の一手がわかるというのだ。

　だから、あんなにも攻撃が当たらず、あちらの一撃を容易に受けてしまうわけだ。

　いや、その能力が有る無しに関係なく、体術などでも相当な差が生じている。おそらく、相手は実力の十分の一も出していないのだろう。

　幼少から異能を習ってきた者と、まだ目覚めて一年にも満たない者の歴然とした差を見せつけられていた。

　黄龍が不敵な笑みを見せる。

「さて、幾瀬鳶雄。神をも斬り伏ふせるとされるその能力、私にどう見せる？」

　挑発を受けて、鳶雄は大鎌を握り直し、攻せめ手を思慮していた。

　一方で鮫島と真羅白虎の戦いも始まっていた。

　肩かたに乗せた白びやく砂さの尾おっぽが、鮫島の右みぎ腕うでに巻き付き、ランスを作る。そのランスには電撃が付ふ与よされており、バチバチと電気が走っていた。

　あれで貫つらぬかれれば──いや、触ふれるだけで高圧の電流が流れ、身を焼かれる。

　鮫島が飛び出していき、真っ正面からランスを繰くり出していく。白虎はわずかな挙動の体捌きのみでランスを避け、ランスに付与されている電撃の範はん囲いにも入らなかった。

　その場から駆け出した白虎は、大おお柄がらな体格に似合わぬ軽かろやかなステップも交えて、距離を詰つめ、鮫島に蹴りと拳こぶしを何打か繰り出した。

　鮫島もケンカ慣れしているため、体捌きで白虎の攻撃を避けていった。

　話では、真羅家は主に修験道の流れを汲くんでおり、男子は幼い頃ころより山にこもって厳しい修しゆ行ぎようを課せられるので有名だとされる（他家でも修行のために自ら修験道を習おうとする男子は存在する）。

　それゆえ、身体からだは修行で研けん磨まされており、体術に秀ひいでるという。その修行で培つちかった法力には、魔まを祓はらう力が宿るとされた。

　その後、鮫島と白虎は互いに近距離での攻撃を繰り返していき、鮫島がハイキックを打ち出したときにふいに白虎の動きが止まった。

　鮫島の蹴りが攻撃を避よけない白虎の左の首にまともに当たるが──。

　白虎の鍛きたえ抜ぬかれた太い首は、鮫島の蹴りを受けてもびくともしなかった。

「ちっ！」

　鮫島はまともに入った蹴りがノーダメージなことに舌打ちした。鮫島は足をつかまれてはなるまいとすぐに引っ込め、後方に飛び退のいて距離を取った。

　白虎は首をコキコキと鳴らして息を吐はいた。

「ま、これぐらいやれんなら、俺があれになってもいいか。よー、猫ねこ使い。ちょいと霊れい獣じゆう『白虎』の力の一いつ端たんを見せてやる」

　白虎の体が──徐じよ々じよに盛り上がる。

「四方の西より、我が声に応じやがれッ！　四神の金を司りし者、白虎ォッッ！」

　そう呪じゆ文もんを唱える真羅白虎。彼の体に魔ま方ほう陣じん──五ご行ぎようの紋もん様ようが浮うき上がった。

　腕うでが、肩が、胸むな板いたが、腰こしが、足が、首が、二倍以上に膨ふくらんでいく。急激に肥大する体に服が耐たえきれずにビリビリと裂さけていった。インナーだけが肥大化に耐えている。

　さらに全身に毛のようなものまで生えていき、頭部も様変わりしていく。

　目がギョロリと大きくなり、口が裂け、牙きばが生えそろっていった。

　そして、そこに現れたのは──獣の姿をした人型の異い形ぎようだった。元の姿の二倍以上の体格になっていた。

　白い虎とらの獣人──。そう形容したほうがいいであろう変化であった。

　観戦していたメフィストが言う。

「霊獣召しよう喚かんは何タイプかあると聞くね。基本なのは霊獣そのものを顕けん現げんすること。それと、契けい約やく者の体に憑ひよう依いさせるタイプ。彼は後者のようだね」

　獣人と化した真羅白虎は、深い息を吐ついたあとで言う。

「この姿に見合うような力を出してみろや！」

　白虎の足下の土が爆はぜる！　駆けだした白虎の勢いでそうなったのだ。

　とうの白虎は巨きよ体たいが目で捉とらえられないほどの速度を出し、完全に鮫島の認にん識しきの範はん疇ちゆうを超えていた。

　鮫島は視覚では相手を捉えられず、察知したとしても、そこから白虎はすでに消えている。

　バラキエルから習った戦せん闘とうの基本として、鮫島は五感──視覚だけではなく、聴ちよう覚かくも働かせて、冷静に相手の動きを捉えようとする。

「そこだ！」

　背後に振り向きざま、ランスを鋭く穿うがつ。

　──が、ランスは躱される。しかし、距きよ離りが近ければ電撃は喰くらわせられる！

「痺しびれろッ！」

　鮫島は最大の電撃をランスから放つ！　白虎が電撃に全身くまなく包み込まれるが──。

　相手は電撃をくらいながらも、口の端はしを吊つり上げて、平然と笑っていた。

「──カカカ！　いい電撃だ。でも、ま、こんなもんだよな」

　全身から煙けむりを上げながら、白虎は鮫島のランスをつかみ、逃にげられなくなったところで──腹部に強きよう烈れつな掌しよう打だを打ち込んでいく。

　パンッ！　と、空気を弾はじくような乾かわいた音が辺りに響ひびき渡わたった。一撃を受けた鮫島は吹き飛ばされ、屋や敷しきの壁に突つっ込んでいった。壁は壊こわれ、鮫島は突っ込んだまま、反応がなくなってしまう。

　白虎がつまらなそうにして、百鬼中神黄龍のほうに顔を向けた。

「黄龍。そっちは──」

　しかし、白虎は気づく。自分の近くにある庭の巨きよ岩がんに白い縄なわのようなものが、いつの間にか、巻き付かれていることに。

　それは壁のほうに伸びていた。

　白虎が、鮫島が吹っ飛んだ壁のほうに振り返るときにはもう遅い。

「白砂ッッ！　縮めろッ！」

　その言葉と共に巨岩に巻き付いた尾が動き出し、次の瞬間、鮫島が壁の中から勢いよく飛び出してきた。白砂に生える尾を二本にして、片方を巨岩に巻き付け、それを軸じくにして自身を引っ張り、勢いよく飛び出してきたのだ。

　鮫島は白虎にランスをつかまれたとき、瞬しゆん時じに把は握あくして、相手に気づかせずにその行動を行っていた。

「おもしれぇッ！」
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　嬉き々きとした白虎は飛び出してくる鮫島のランスの一撃を真っ正面から、待ち構える格好となる。重心を低くして、拳で打ち落とそうとするが──。

　白虎が飛び出してくる鮫島を掌打で迎げい撃げきしようとするなかで、鮫島は瞬またたきの間に前方に構えていたランスを──地に突き刺さして、飛び出した勢いを殺す。飛んでくると思われた鮫島を迎撃するはずの白虎の掌打は、空を切る。

　鮫島は勢いを殺したあと、地に足をつき、すぐに体勢を立て直して白虎の虚きよを衝つく格好で自身の右みぎ脚あしに白砂の尾を巻き付けた。右脚が電撃を帯びる──。

　その状態でハイキックを白虎の頭部に放ったのだった。

　一瞬の出来事。完全に虚を衝かれた白虎の頭部に鮫島の蹴けりと電撃は完かん璧ぺきに入った。

　相手の虚を衝いて、満足そうな笑えみを浮かべる鮫島だったが……口から「ガハッ」と血を吐き出した。

　先ほどの掌打の一撃は見事に入っており、ノーダメージなわけがなかった。腹部の奥の奥にまで届く一撃──。

　鮫島はその場でくずおれて、荒あらい息を漏もらした。

　肩にいた白砂が地に足をついて、尾を伸のばし、鮫島の患かん部ぶを触さわっていく。白砂は尾を鮫島と同化させることで、主あるじの傷を治す術を覚え始めて来ていた。

　蹴りを食くらったほうの白虎は──鼻と口から煙を吐いていた。

　口の端を吊り上げて、面おも白しろそうに言う。

「へっ。どうやら、ただのヤンキーじゃなさそうだな。四凶の覚かく醒せいもしないでこれか」

　鮫島も息をあげながら言う。

「……そっちこそ、ただのチーマーじゃなさそうだな。虎とら野や郎ろうが」

　鮫島と真羅白虎のそのような戦いがあるなかで、鳶雄と百鬼中神黄龍との戦いも次の段階に入っていた。

　黄龍との戦いは、鳶雄と刃の攻こう撃げきがすべて読まれ、躱かわされてしまい、まったくこちらの攻撃が届かずじまいだった。

　地に足をつけている以上、そこから動きを読まれ、反撃をされてしまう。

　──自分に天使や堕だ天てん使しのように背中に翼つばさがあれば、空中から攻撃できただろうか。

　そんなことをつい思し慮りよしてしまう。

　だが、自分は人間──。異能を持っているが、人間なのだ。少なくともいまは──。

　鳶雄は、刃に強く念じて、自分の思っていること──指示を出す。

　それを受けた刃は、黄龍と一度打ち合ったあとに飛び退く。すると、岩の影かげに沈しずんでいった。影のなかに潜もぐったのである。

　数秒後、別の物の影から刃が飛び出て、今度は木の影に潜っていく。また違ちがう物の影から現れたと思ったら、岩の影に潜る。

　影から影へ移動を始めたのだった。

　地面から気配を察知するのであれば、影に潜り、影から現れる刃の動きは読めるのか？

　黄龍が笑む。

「なるほど、そういえば影のなかを移動できるのだったな、その狗いぬは」

　そう言う黄龍は、いまだ余よ裕ゆうの表情であり、視線を配らせることもしていない。

　その黄龍に対して、刃が物の影から弾だん丸がんのように現れて、口にくわえた剣けんで斬きりかかる！

　黄龍は地を通じて動きを把握せずとも、刃の高速攻撃を体たい捌さばきで軽く避よけていく。刃はすぐに物の影に潜り、また違う影から出現して、黄龍に斬りかかっていた。

　鳶雄もこれに応じて、前方に飛び出していった。同時に念じる！

　──物の影から、ブレードを出す！

　黄龍の周囲にある物の影という影から、歪いびつな刃やいばが出現した。黄龍に届くブレードもあったが、それも回かい避ひされてしまう。

　だが、鳶雄はかまわずにダッシュして、そのまま跳ちよう躍やくした。物の影から飛び出た複数のブレードに次々と飛び移り、足場にしていったのだ。

　鳶雄の動きに呼応するように行く先々にブレードが生えていき、飛び移っていく。

　地面に足を触ふれず、影から出したブレードを足場にして移動する。これが、どこまで相手に通じるかわからないが、相手の隙すきを少しでも作れればいい！　そうすれば──。

　黄龍の一番近くの物の影から出たブレードを最後の足場にして、鳶雄は大おお鎌がまの柄えを握にぎりしめ、一気に斬りかかるように飛び出した！

　黄龍はそれを回避する様子を見せるが──。

「出ろッ！」

　鳶雄の叫さけびと共に黄龍の足あし下もとの影から『夜陰鉤ナイト・ハーケン』が瞬時に出現する！

　鳶雄の同時攻撃だ。しかし、これすらも黄龍は体捌きで後方に飛び退のき、回避しようとする。

　──ここだっ！

「刃ッッ！」

　鳶雄の命が飛ぶ。黄龍の足下の影から出現した二メートルほどの『夜陰鉤ナイト・ハーケン』、その歪なブレードの影より、黒い狗が姿を現した。

　刃の影から影へ潜りながらの攻撃、鳶雄のブレードを幾いく重えにも発生させ、そこを足場に飛んでいく攻せめ手、足下からの『夜陰鉤ナイト・ハーケン』──そして、『夜陰鉤ナイト・ハーケン』の影から飛び出す黒い狗！

　通常の攻め手ではない連撃からの連撃についに黄龍は──目を見開いた。

　──が、それでも相手は五大宗そう家け筆頭百鬼家の次期当主だ。

　地面に足をつけた瞬しゆん間かんに、土が盛り上がり、壁かべを作って防ごうとした。しかし、『夜陰鉤ナイト・ハーケン』の影から飛び出した刃の勢いは、壁の形成よりも速く、黄龍の体に届いたのだった！

「はっ！」

　黄龍は気合い一いつ閃せん、全身に黄金色の力強いオーラをまとい、刃を蹴りで迎撃していく。

　蹴りと打ち合って、刃は一いつ旦たん距きよ離りを取るが……。

　いまの一連の攻撃を受けて、黄龍は──左の前ぜん腕わんに刀傷を負っていた。

　──鳶雄と刃の連撃が、ついに黄龍に届いたのである。

　この結果に見ていた幕の向こうの長老たちは驚おどろきの声をあげていた。

「……中神黄龍に一太刀たち入れよった」

「互たがいに真の力を出していないとはいえ……いや、出していないでこれとは……っ！」

「恐おそろしや……黒き狗、恐ろしや」

　玄武が大きく口を開けながら言った。

「……お、黄龍さんが血を流しているところ、初めて見ました。大たい概がいの術者や妖よう怪かい相手でも無傷が当たり前だったのにっ！」

　横で戦いながら、見ていた白虎も大きな口を笑ませていた。

「ハッハッハッ！　やるじゃねぇか！　さすが『神滅具ロンギヌス』所有者だ！　だが、こっからが、おっかねぇかもな」

　白虎がそう言うように、黄龍は──不敵な笑みを見せつつも、体にまとわせた黄金色のオーラをさらに高まらせていた。

　黄龍が手て袋ぶくろを直しながら言う。

「禁じられた姿にならずとも、一定以上の力は見せる、か。──ならば、黒き獣けものと化したとき、如何いかほどのモノになるのか。すでに至れるという話は聞いている。見せてみる気はないか？　こちらも霊れい獣じゆうを見せてもいい」

　黄龍は本気を出せと言ってきていた。そうすれば、自分も本気を出す、と──。

　……禁じられた姿、つまり禁バランス・手ブレイカーには変化できる。──が、危険も伴ともなうため、制せい御ぎよ用ようの数珠じゆずも必要だ。

　数珠は、いろいろな経験を経へて、最低でも十は持つようにしている。

　だが、この男相手に数珠が十で足りるかどうかはわからない。紫し炎えんのアウグスタとは違うタイプの強つわ者ものなのだから──。

　これを受けて、長老たちから意見が飛び交かう。

「ま、待つのだ、黄龍！　こ、ここで霊獣『黄龍』と神滅具ロンギヌスの禁じ手を解放してはならん！」

「『奥の院』と共にここに張られた術も消し飛ぶ可能性があるのぅ……」

「いや、我らが持つ最大戦力である中神黄龍と姫島が出した禁きん忌きの狗。……どちらが上か、この目で見てみたいとは思わぬか？」

『奥の院』の老人たちの間でも意見が割れるなかで、黄龍は退ひかぬ様子を見せており、このままでは済まない空気が生まれていた。

　鳶雄が息を吐はき、覚かく悟ごを決めようとしていた。──そのときだった。

「あ」

　ふいに戦いを見守っていた詩求子が声を出す。

「ど、どうしたの、詩求子？」

　夏梅が問いかけると、詩求子は胸に抱だく分身──ポッくんに視線を向けていた。

「あ、あの……ポッくん、輪っかを食べちゃったんですけど……」

　詩求子が言うように、ポッくんは体にかけていたはずの呪じゆ力りよくの輪っかをガジガジとかじって食べ始めていた。

『──っ』

　この光景にこの場にいる皆みなが驚きよう愕がくの表情となっていた。

　白虎が目元を引きつらせる。

「マジか。生半可な魔ま物ものや妖怪でも強ごう引いんには外せねぇ呪具だぞ!?」

　櫛橋青龍がメガネをクイッとあげながら、目を細めていた。

「やはり、幼体でも四凶最強ということなのかな」

　あわあわと慌あわてる童門玄武は、年上の者たちに意見を言う。

「も、もう一度、輪っかをつけてもらいます？　そ、それとも、直接封ふう印いんなんてここではしませんよね……？」

　五大宗家の関係者は、ポッくん──饕とう餮てつが解放状態にされたことを非常に恐れだしていた。いきなり、強力な呪力の輪を平然と食べ出せば、仰ぎよう天てんして当然だろう。

　という状じよう況きよう下かで、ポッくんが輪っかをボリボリと食べる咀そ嚼しやく音だけが響ひびき渡わたった。

　戦うような雰ふん囲い気きではなくなってしまい、いままで黙だまって観戦していたメフィストが拍はく手しゆをしながら、老人たちに言う。

「ご意見役の各おの々おの方。もう、ここで手合わせをお開きということでよろしいのではないでしょうか？　──放たれた状態の饕餮がこの場にいる。この意味がどれだけのことか、わからないわけではありますまい？」

　この進言に老人たちも「……確かにのぅ」「ふむ、ここまでじゃな」と同意する意見が出てきたのだった。

　幕の向こうから、長老の一人が黄龍たちに命じる。

「黄龍、白虎。そこまでじゃ。狗と四凶の力量は十分にわかった」

　上役の命に黄龍はすぐに従い、一礼をしたあと、戦意を完全に解いた。

　白虎も構えを解いて、元の人間状態に戻もどっていく。

　白虎が鮫島に言った。

「面白かったぜ。また機会があればやろうや」

　鮫島は「売られたケンカは買うさ」と笑えみを見せていた。

　鳶雄も戦いが終わり、どっと疲つかれが出たのか、深い息を何度もする。

　その鳶雄の横を黄龍が通り過ぎるときに一言告げてきた。

「内に眠ねむる存在とよく向き合っているようだ。──吞のまれぬよう精しよう進じんするんだな。それと──」

　黄龍の視線が、紗枝に向く。

「……あの娘むすめ、おまえにとっての人間性、日常というものを体現し続ける存在となっているのだろう？　大事にするんだな」

　そう言い残して、黄龍は去って行く。

　こうして、鳶雄と黄龍、鮫島と白虎の手合わせは終わりを告げた──。




　　　　２




　百鬼中神黄龍たちとの手合わせを経て、鳶雄たちは一時の間、『奥の院』に滞たい在ざいすることを許された。

　滞在用に用意された部屋は広々とした和室だ。天てん井じよう、襖ふすま、畳たたみ、あらゆるものが優美であった。優に五十畳じようはくだらない広さである。

　襖に描えがかれているのは、五体の霊獣。四神と黄龍だった。

　この男性来らい賓ひん用の一室には、鳶雄と鮫島、ヴァーリが通された。女性来賓用の部屋には紗枝、夏梅、詩求子、ラヴィニアが案内されていった。

　話で、一泊ぱくは確定した。メフィスト・フェレスと『奥の院』の上役の話し合いが長丁場になった場合、それ以上の滞たい留りゆうも考えられると事前にメフィスト理事からも伝えられていた。

　しかし、今回はどちらかというと話し合いが長期化して宿泊するわけではなく、そのあとにあった手合わせによる労ねぎらいを兼かねてのもののようだ。

　部屋の中央で、大の字で寝ね転ころがる鮫島。ダメージを受けた部位をさすっていた。

「……あー、しんど。あのハゲ、思いっきり吹ふっ飛ばしやがって……。ま、飯は出るようだし、寝ね床どこもあるみてぇだし、遠えん慮りよなく使わせてもらおうぜ」

　一方のヴァーリは襖の霊獣を見ながら言う。

「ふん。俺はここの空気は好きになれない。それにずっとここで待機というのもつまらないな。俺も霊獣を使う次期当主と手合わせできるなら、文句はないんだが……」

　鳶雄と百鬼中神黄龍が戦ったとき、ヴァーリはどこかうれしそうにしていた。どうやら、手が空いていた櫛橋青龍辺りと戦えるかもしれないと若じやつ干かんの期待をしていたからだ。

　結局、ヴァーリまで手合わせの番は訪おとずれなかった。それゆえ、少し機き嫌げんが悪かった。鳶雄だけでなく、鮫島も戦ったことで不満を感じているようだった。

　あとでヴァーリの機嫌を取ろうと鳶雄は思いながら、百鬼黄龍にやられた部位をさする。痛みはまだある。骨はやられていないが、打ち身にはなっているかもしれない。

　鮫島が言う。

「気にすんなよ、鳶雄。あいつは……百鬼黄龍とかいうあの野や郎ろうは、明らかにおまえのはとこや虎とら野郎より上だ。禁バランス・手ブレイカーになっていないおまえと刃じゃ、限度ってのがあるだろうよ」

　この意見にヴァーリが反応する。

「ほう、鮫島綱こう生きも少しはその辺りの力量差が読めるようになったようだな。そう、あの百鬼家の男は、ここでは一番強いはずだ。幾瀬鳶雄との手合わせでも、おそらく十分の一も実力を出していない。仮に禁バランス・手ブレイカーになっていたとしても……案外、圧あつ倒とうされるかもね」

　ヴァーリがそう百鬼黄龍を評した。

　少年の言動に鮫島が起き上がり、ヴァーリのほっぺを両手で引っ張る。

「何が、『ほう、鮫島綱生も少しは──』だ！　俺だって、バラキエルのオヤジのクソみてぇなトレーニングについていってるっつーの！」

「ほへのひょっへをひっひゃるなっ！」

　抗こう議ぎするヴァーリを置いて、鮫島が言う。

「ここ、温泉があるっつー話だし、鳶雄、先におまえが入ってこいよ」

　そういえば、ここに通されるときに案内してくれた使用人の女性が、そのようなことを言っていた。

「傷にいいみたいだぜ？　俺とルシドラ先生はあとで入るから、先に入って感想くれや」

　鳶雄は少し考えたのち、鮫島の厚意を受けて、温泉に入ることにしたのだった。







　用意された部屋から、長い廊ろう下かを進み、何度も右に左に曲がったあとで目的の温泉にたどり着いた。

　途と中ちゆう、廊下にいた使用人から場所を説明してもらって、そこからさらに数分ほどかかってしまった。

　とにかく、広すぎる屋や敷しきに戸と惑まどうばかりだった。それも当然かなとも鳶雄は感じる。この屋敷は日本の裏側を支えたという五家の者が共同で使っている場所。伝統ある五つの家が重なっていると思えば、その敷しき地ち面積も広大になって当然なのだろう。

　浴場の脱だつ衣い所も広々していた。すでに温泉特有のにおいと湿しつ度どを感じる。

　服を脱ぬぎ、扉とびらを開けた先に広がったのは、やはり、広々とした浴場だった。しかも露ろ天てん風ぶ呂ろだ。冬の夜空のもと、何十人も入れるだろう大きな温泉を前に鳶雄は風流なものを感じた。

　温泉に浸つかる前に体を洗うべきかと鳶雄は洗い場を見つける。

　──と、隣となりに立つ黒い狗いぬに今いま更さらながら気づいた。浴場にまで付いてきてしまった。マンションでは風呂を共にすることが多かったため、刃も自然と付いてきてしまったのだろう。
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「刃は温泉初めてだな。って、浸かっちゃまずいかもしれないな」

　いくら、温泉に入ることを許されたとはいえ、狗まで入れるのは……。『ペット可』などと札が出ているはずもなく。

　刃には外で待機してもらおうかなと思し慮りよしたときだった。

　ふいに鳶雄に声がかかる。

「いいえ、その子はあなたの分身だから、問題なくお入りなさい」

　驚おどろいた鳶雄が振ふり返ると──そこには髪かみを束ねた朱雀の姿があった！　真っ裸ぱだかで、何も身に着けていない──。

　白く美しい肌はだ、豊満な乳ち房ぶさ、くびれた腰こし、ほどよい太もも。年とし頃ごろの少年にとって、猛もう毒どく──いや、まばゆいばかりのものが目に飛び込んできた！

　鳶雄はすぐに視線をずらして、自分の大事なところを隠かくした。

「──ッ！　朱す……姫島さんっ！　ど、どうしてっ!?」

「どうしてって、ここは五大宗そう家けの本ほん拠きよ地ちのひとつよ？　姫島家の次期当主たる私がそこの温泉を使っていても不思議ではないでしょう？」

　確かにその通りだが……。しかし、鳶雄は使用人から、男湯はここだと教えてもらっている。

「そ、そういうことじゃなくてっ！　こ、ここは男湯──」

「ここは混浴よ？　ただ、気になる人がいるのも当然だから、いくつか浴場を作ったの」

　平然とそう答える朱雀。

　思いだしてみると、使用人の人が「男湯」と言った覚えがない。単に鳶雄が、「温泉はどこですか？」という質問をして、それに対してここを教えてもらったに過ぎなかった。

　──混浴だったのか！

　いま衝しよう撃げきの事実が少年を襲おそっていた。

　鳶雄の反応を察したのか、朱雀が言う。

「そう。では、偶ぐう然ぜんに私とかち合ってしまったようね」

　偶然──。混浴でそれならば納なつ得とくはできる。──が、このままここにいてはダメだろう。

「ご、ごめん、出るから！」

　足早に去ろうとする鳶雄だったが──。

「待って、鳶雄！」

　朱雀が鳶雄の手を取った。

　ふいに振り返ると、彼女は笑みを浮うかべてこう言う。

「──背中、流してあげるわ」

　その横で刃は気にも留めず、あくびをしていた──。







　広い温泉。湯の湧わく音がやけに大きく聞こえてくる。

「…………」

　無言で洗い場に座る鳶雄。そのうしろには朱雀が座り、鳶雄の背をタオルで洗っていた。

　……家族以外の女性に背中を流してもらうのは、幼少時に紗枝と一いつ緒しよに風呂に入って以来だ。

　あれをカウントするべきかどうか微び妙みようなラインではあるが……。

　少なくとも思春期を迎むかえてから、女性に背中を流してもらうのは初めてといえる。

　程ほどなくして、背中に湯をかけられる。これで背中を流すのは終わりだろう。

「あ、ありがとう」

　礼を言い、さてどうしたものかと苦く慮りよしているときだ。

　朱雀が鳶雄の背中を手でさすった。

　いきなりの行動に鳶雄は飛び上がる思いを抱いだいたが、びくつくだけに押しとどめた。

　血けつ縁えんがあるとはいえ、同どう年ねん齢れいであろう女の子にそんなことをされれば驚くというものだ。

　朱雀がぼそりと言う。

「鍛きたえているのね」

「え？」

「背中の筋肉の付き方でわかるわ。……と言っても、こうやって歳としの近い男の子の背中を間近で見たのは初めてだけれど」

「あ、ありがとう、ございます」

「かしこまらないでちょうだい。──身内なのだから」

　そこで会話が一いつ旦たん途と切ぎれ、先に上がろうと思って恐おそる恐る立ち上がろうとしたときだった。

　朱雀から声がかかる。

「温泉、浸かるでしょう？　少し話しましょうか」

　結局、その一声で鳶雄は朱雀と共に温泉に浸かることになる。

　広い温泉に、距きよ離りを開けて二人は浸かった。

　……距離を置いたのは鳶雄のほうだった。あちらがあまりに無防備すぎるためだ。目のやり場に困りすぎて、自主的に距離を開けたのだった。少しでもそちらに目をやれば、どうしても豊満な胸に視線がいってしまう。避さけようのない男の性さがだ。

　温泉に浸かり、しばしの沈ちん黙もくが流れ、そして朱雀から唐とう突とつに切り出された。

「……姫島は嫌きらい？」

　いきなりの直球だった。

　鳶雄はひと息を吐ついてから、答える。

「……いいイメージは、ないかな」

「……そうね、当然ね。追放されたとはいえ、『虚蟬機関』の長おさにあなたたちは酷ひどい目に遭あわされたのだから」

「……その長の人も、元はあなたたちの基準に満たないからって、追放されたと聞いてる。……俺の祖母のことも……」

「……ええ、それが姫島の……五大宗家のしきたりだったから」

　──しきたり。

　異能を持つ家が、古くから抱かかえる決まり事──。それがあったからこそ、ここまで姫島は隆りゆう盛せいできたのだろう。しかし、反面、恨うらみとわだかまりを内包することにもなった。

　朱雀は夜空を見上げながら言う。

「私にも大事な家族がいたの。かわいい従妹いとこと、キレイな叔母おばよ。けど、しきたりのせいで……失ってしまった」

　彼女は憐れん憫びんの眼まな差ざしをしていた。深い悲しみを覚えた者のそれだ。

「……いまでも後こう悔かいしているの。あの二人は、救えたのではないかって。私にもっと力と才能があれば……朱あけ乃のも……おばさまも……」

　そこまで言い、朱雀は一転して強い眼差しとなる。決意と覚かく悟ごを持った者の瞳ひとみだ。

「私、いずれ次期当主になるわ。そうなれば、色々と改革したいことがあるの。──身内を失うような体制を変革させたい」

　朱雀はこちらに視線を向けて、こう告げてくる。

「さっきの手合わせ、いきなりで申し訳なかったわ。姫島と長老さま方は、あなたのことも危険視しているから……」

「俺が……アレを従えているから？」

　鳶雄の視線の先には、湯の出る口を不思議そうに見つめる刃の姿があった。

　一いつ旦たん湯に入ったものの、すぐに出てしまったのだった。どうやら、温泉はまだ慣れないようだ。

　朱雀が言う。

「五家は、あなたがいつか暴走するかもしれないと思って怖こわがっているのよ。その結果、あなたの素す性じようを調べられて、姫島の血筋だとわかることを何よりも畏い怖ふしている。特に姫島家は、この国にとっての姫島というブランドの名に傷がつくことを恐れている」

　だから、先ほどの手合わせをさせたのだろう。いざ、何かが起きたときに百鬼黄龍でも対応が利きくかどうか、試ためしたのだと鳶雄は感じた。

　朱雀が続ける。

「けれど、そのようなことを続けていけば、恨みと辛つらみが積み重なって、また悲劇を生むだけ……。悲劇は、次の悲劇を生んで、呪のろいの連れん鎖さとなる。姫島の現当主さまは、それでもいいと思っているわ。そうなったとしても、力でねじ伏ふせればいいと。臭くさい物には蓋ふたをすればいいと、いままで通りの対応をしようとしている」

　朱雀は会話をしながら、徐じよ々じよに徐々に確実にこちらへ距離を縮めていた。それとなく、距離を取ろうとした鳶雄だったが、温泉の隅すみに行き着いてしまい、ついには目の前に朱雀が来てしまった。

「……私は、姫島の家の者に、どんな才能があってもいいと思っている。あなたのような力も、まったくもって問題ないと──」

　目と鼻の先にまで彼女が寄ってきたところで、あちらがそれに気づき謝った。

「……ごめんなさい。勝手に熱くなってしまって……。変な女よね。いきなり、身内だといって気軽に接してきて、あげくにこんな話までし始める……」

　彼女の行動にドギマギしてしまったが、朱雀の言葉は純じゆん粋すいで真しん剣けんなものだった。噓うそ偽いつわりがないことは、鳶雄でもなんとなく理解できる。

　姫島朱雀はそこまで裏表のある人間には到とう底てい思えなかったのだ。

　何よりも、亡なき祖母の雰ふん囲い気きを思いださせる彼女を悪くは思えない。

　鳶雄は正直な想おもいを口にする。

「俺は……姫島のことも、五大宗家のことも、よくわからない。普ふ通つうの家で育って、普通に育てられたから……。もちろん、異能について封ふうじられた記き憶おくも朧気おぼろげに覚えているけど、でも、こちらの世界とはこの歳になるまで無む縁えんで過ごしてきたのは確かだ」

　鳶雄は朱雀に真っ正面から言った。

「そんな俺だけど、あなたは会ったときから、怖いイメージはない。魔ま女じよたちと戦ったときも、あなたは俺たちを助けてくれた。俺は……あなたに直接何かをすることはできないかもしれない。家のしきたりとか、厳しいだろうから。でも──」

　頰ほおをかきつつ、照れながら鳶雄は言う。

「喫きつ茶さ店てんで相談を聞くぐらいなら、できるかなって」

　ここまでの経けい緯いと説明から、姫島の家自体においそれと近寄ることもできない。朱雀に気軽に手を貸すのも難しいのだろう。

　しかし、話し相手ぐらいならば、できるかもしれない。

　それが鳶雄が現状で出せた答えだった。

　それを聞いた朱雀は、口元を押さえ、目をうるうると潤うるませていた。そして、彼女は感動のあまり、鳶雄に抱だきついてきたのだった。

「鳶雄っ！」

　鳶雄の体に女性特有の極ごく上じようなやわらかな感かん触しよくが伝わってくる。朱雀の腕うでが、胸が、腹が、足が、あらゆる部位のやわらかなものがぴったりとくっついて離はなれない。

　あまりの出来事と感触に年とし頃ごろの少年の脳内はオーバーフローを起こし、女体のやわらかさしか考えられなくなってしまった。

　どう反応したらいいのか!?　このままこの状態を維い持じしてもいいのか!?　そんなことが許されるのか!?

　いや、許されないだろう。誰だれに許されない？　でも、許されないだろう！

　思考がぐちゃぐちゃになるなかで、必死に絞しぼり出した言葉が──。

「あ、あのっ！」

　だけだった。

　とうの朱雀は目元を潤ませたまま、一いつ旦たん離はなれて、鳶雄の頰を両手でやさしく触ふれてくる。

「…………鳶雄。絶対にあなたを家に認めさせてみせるわ。あなたが危険ではないということを共に──」

　顔が接する距離まで近寄ってきたところで、その声は唐突に聞こえてくる。

「鳶雄？」

　覚えのある声にそちらに顔を向けると──紗枝が裸はだかで立っていた。

「──っ。さ、紗枝っ！」

　もう何が起きているのか頭の整理がつかない状じよう況きようで、それはどんどんと悪い方向に向かう。

　紗枝だけではなくて、夏梅、ラヴィニア、詩求子もいるではないか！　全員、一糸まとわない格好だった！

「え？　鳶雄？」

　夏梅が紗枝の声に温泉のほうに顔を向ける。鳶雄と目が合い、声をあげた。

「──って、ど、ど、どどどどどどどどどど、どうして!?」

　一方で豊かな乳ち房ぶさを震ふるわせて、ラヴィニアがこちらに微笑ほほえむ。

「トビーなのです。先に入っていたのですね」

　相変わらずの反応だった。

　詩求子はというと──。

「…………しゅ、しゅごいことになってる……」

　温泉に男子が浸つかっていることと、その男子と超ちよう至近距離でスキンシップを取っている女子──朱雀という構図に驚おどろき、固まっていた。

　朱雀はきょとんとしたあとで、平然と紗枝たちにあいさつする。

「あら、東とう城じようさん、皆みな川がわさん、七なな滝だるさんに、レーニさんも」

　夏梅が抗こう議ぎの声をあげた。

「あら、じゃないでしょ!?　な、なんで、二人が入っているのよ!?」

　朱雀が首を傾かしげて答えた。

「ここは混浴よ。鳶雄と一いつ緒しよになったから、体を洗ってあげていたの」

「「──っ!!」」

　紗枝と夏梅がその答えに衝しよう撃げきを受けた様子だった！

　いつも慎つつましやかな態度をしている東城紗枝さんもこのときばかりは、真顔になり、怖いオーラを滲にじみだしていた。

「…………鳶雄？　どういうこと？」
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「さ、紗枝！　聞いてくれ！　これには事情がっ！」

　必死に言い訳を言おうにも、朱雀は離れてくれない。

　そこに夏梅が言い放つ。

「年頃の男女が、温泉で混浴で流しっこなんて！　そんなの恋こい人びと同士でもないのに！」

　勝手に流しっこしたことになっている！　勘かん違ちがいは秒刻みで深刻化していた！

　しかし、朱雀は至って冷静だ。

「身内だもの。何もおかしなことなんてないわ」

「従兄弟いとこ以上は結けつ婚こんできるのよ!?　ダメよ！　きっと！」

　夏梅の言葉に朱雀は考え込んだ。

「鳶雄と結婚？　……なるほど」

「言われたそばから真剣に考え込むの!?　噓うそでしょ!?」

　目玉が飛び出すほどに驚く夏梅だった。

「シャーエ、とても怖い顔なのです。どうしたのです？」

　ラヴィニアが怪け訝げんそうに紗枝の顔を覗のぞき込む。

　わなわなと震えていた紗枝が、涙なみだ目めになりながら叫さけんだ。

「……わ、私！　小学生の頃ころまで鳶雄と背中を流しっこしてましたから！」

　それをいま言うのか!?　紗枝の叫びに鳶雄も困こん惑わくするばかりだった。

「あら、それは仲なか睦むつまじいわね」

　朱雀はニッコリとしているだけだった。

　紗枝は朱雀と自分を交こう互ごに比べながら、胸むな元もとに手を置く。

「……鳶雄、胸なの？　ラヴィニアや姫島さんみたいにおっきいほうがいいの？」

　幼なじみの心からの訴うつたえに鳶雄もどうにかして言葉を出す。

「え、いや、あのだな、別に胸の大きさがどうのこうのじゃなくて、俺の言い訳を聞いて──」

「キャーッッ！　あわわわ、なんで、男の人が入っているんですか!?」

　悲鳴をあげながら新たに現れたのは、小学生な童門家次期当主──玄武だった。慎ましい女子小学生の裸ら体たいは見てはいけないもののように感じた。

「玄武、入ってきたのね」

　朱雀が仲間の登場に微笑む。

　玄武は顔を真っ赤にさせていた。

「うぅぅぅ、こ、混浴なんて、聞いてませんから！　い、幾瀬さんは変態ロリコン犬野や郎ろうだったんですか!?」

　玄武が、手に持っていた亀かめ──霊れい獣じゆう『玄武』をこちらに投げ飛ばしてきたのだった。

　霊獣は手足と首を引っ込めて、回転しながら鳶雄の顔面にもろに入っていった──。




　　　　３




　温泉から上がり、来らい賓ひん用の部屋でひと休みしていた鳶雄。じんじんと痛む顔をさすっていた。先ほど、顔面に霊獣『玄武』の回転攻こう撃げきを受けたからだ。

　鮫島とヴァーリは鳶雄のあとから温泉に向かっている。今いま頃ごろ、お湯を堪たん能のうしている頃だろう。

　少ししてその二人が帰ってくると、鮫島が豪ごう快かいに笑いながら鳶雄に言った。

「聞いたぜ、鳶雄」

「何が？」

「ハハハ、羨うらやましい限りだ。女子高生たちと混浴とはな」

　どうやら、誰かから温泉での出来事を聞いたようだ。

　鳶雄も顔を真っ赤にして、息を吐はいた。

「……大変だったけどね」

　鮫島はいやらしい顔つきで言う。

「でも、眼福だったんだろう？　乳がわんさか見られただろうからよ」

　そう言われ──。すぐに先ほどの出来事を脳内で再生してしまう鳶雄。

　まばゆいばかりの白い肌はだと……魅み惑わく的な少女たちの裸が蘇よみがえってしまう。

「…………」

　鮫島の言葉に否定もできない鳶雄だった。

　健全な男子としては、彼の言うように眼福と言えるものを堪能してしまった。うれしくないわけがない。

　──と、鳶雄と鮫島がそんなやり取りをしているなかで、ヴァーリが落らく胆たんの声を出していた。

「くっ、なんていうことだ」

「どうした、ルシドラ先生」

　鮫島が問うと、ヴァーリはため息を吐つきながら言う。

「ここにはコーヒー牛乳がないそうだ。俺は聞いているぞ。銭湯や温泉に入ったあとはコーヒー牛乳を飲むのだと」

「あー、温泉のあとのコーヒー牛乳は格別だぜ？」

　鮫島がそう言うと、ヴァーリは静かに悔くやしそうにしていた。

「やはり、そうか。ぬぅ、残念だ」

　この銀ぎん髪ぱつの少年はどうにも飲食物に関しては並々ならぬ関心を抱いだく。

　アザゼルは、「ドラゴンや、それに近しいモノは戦いや宝、あと食いものが好きなんだよな」と漏もらしていたことがあったが……。

　鮫島とヴァーリの戯たわむれを見つつも、朱雀に鳶雄は訊ききたいことがあったため、どう会おうか苦く慮りよしていた。

　祖母の実家であり、自分のルーツでもある姫島のことをもう少し詳くわしく訊きたかったためだ。

　せっかく、五大宗そう家けの本ほん拠きよ地ちに来ているのだから、置かれている現状を少しでもいい方向に向かわせようと、情報が欲ほしかったのだ。

　こちらの身に宿っている力を理解するために、制せい御ぎよするために、進化させるために、ルーツである姫島の情報は必要に思えたからだ。

　……とはいえ、先ほど、あんなことがあったあとだ。また一人で朱雀と会おうものならば、いらぬ誤解を仲間たちに与あたえかねない。

　さて、どうしたものかと頭を悩なやませていた──そのときだった！

　ドォォォォオオオオオオオンッッ！

　屋や敷しき全体──いや、この一帯を大きく震しん動どうさせているかのような現象が巻き起こる！

　鮫島も驚き、「地じ震しんか!?」と身構えていたが、ヴァーリのほうは──。

「……まさか」

　と、何か勘かん付づくものがあったようで、とある方向に顔を向けていた。

　すると、屋敷で何やらバタバタと慌あわただしい足音が聞こえ、部屋の扉とびらが開かれた。

　入ってきたのは、屋敷の使用人だ。

　使用人は、表情を強こわ張ばらせながら、鳶雄たちに告げた。

「皆みなさま、先ほどの大広間にお集まりください。いましがた起きたことについて、ご説明があるようです」

　どうやら、きな臭くさいものが漂ただよい始めていた。







　先ほどの大広間にこちらの仲間たち、メフィスト、朱雀たち五大宗家の次期当主陣じんと、さらに配下であろう複数の術者たちが集つどっていた。

　……百鬼中神黄龍だけ、姿が見えないのが気にかかったが……。

　鮫島が開口一番に言う。

「いったい、さっきの振動はなんだ？」

　すると、童門玄武があわあわと慌てながら言った。

「そ、それが、よ、妖よう怪かいが……っ！」

　──妖怪。

　いきなり、異い形ぎようの名を口にされてしまった。先ほどの振動は妖怪の仕し業わざ……？

　いまだ理解できない鳶雄たちに朱雀が言う。

「この『奥の院』は、広大な私有地を有していますが、一定の間かん隔かくで結界を張っています。一いつ般ぱん人が近寄らぬよう、うっかり足を踏ふみ入れないよう、人ひと払ばらいの結界を施ほどこしている。同時にその結界は魔まなる存在──魔物、妖怪といった魑ち魅み魍もう魎りようを近寄らせない効果もあるのです」

　これにメフィストが言う。

「とても強力な結界だよ。悪あく魔まである僕も結界を通過するにはいろいろと条件が必要なほどにね」

　そのメフィストの言葉に得心するものはあった。

　リムジンでの移動中、鳶雄はぞくりとした寒気を何度か感じた。おそらく、あれが結界を通過した感覚なのだろう。

　ちょうど、そのときにメフィストと白虎も意味深な会話をしており、それが結界に関連する話なのだと理解した。

　朱雀が続ける。

「結界はこの『奥の院』の屋敷を囲うものも含ふくめて全部で五つ。──そのひとつが妖怪によって、破は壊かいされました」

『──ッ!?』

　この情報に鳶雄たちは驚おどろいた。

　日本を裏側から、古くより守ってきた異能力者集団の本拠地のひとつが、妖怪によって攻せめ込まれている！

　あまりに予想だにしてなかった話に鳶雄たちネフィリムの生徒は驚くばかりだ。

　一方で仲間のラヴィニアとヴァーリは冷静に受け止めているようだが……。メフィストに至っては皮肉そうな笑えみを見せているぐらいだ。

　これに真羅白虎が怒ど号ごうを飛ばす。

「それで、五大宗家の本拠地にわざわざケンカ売るバカはどこのどいつだ!?」

　術者の一人が怖こわ々ごわと口にする。

「…………隠いぬ神がみ刑ぎよう部ぶとその一派です」

『──ッ!?』

　この報告に朱雀をはじめとした次期当主陣と、上段の間にいる長老たちが驚きよう愕がくしているようだった。

　上段の幕の向こうから老人たちが驚きの声を出す。

「四国の大妖怪──化け狸だぬきの長おさが、ここに攻めてきたと!?」

「バカなっ!?　それほどの妖怪がなぜこの時代になってここに攻め込むというのだ!?」

　術者が大広間の照明を消すと、備え付けのプロジェクターを起動させ、壁かべに映像を映していく。

　それは外の様子を録画したもののようだが……。

　森に挟はさまれた道路を映したカメラの映像だ。第一の結界の境界に設置したものだという。

　しばらく変わらない道を映していたが──映像に大群とも思える獣けものの一群が、映り込みはじめた。

　どれも二メートルはあろうかという四足動物めいた異形であり、禍まが々まがしいオーラをまとって、猛もうスピードで道と森を通過しようとしていた。

　凄すさまじい勢いで移動し、ついには目には見えない壁に衝しよう突とつしていった。

　この壁は結界なのだろう。

　結界があろうとも異形──化け狸の群れは勢いを衰おとろえさせる気配はなく、ただがむしゃらに見えない壁に突とつ撃げきしていった。

　それでも一いつ切さい崩くずれる様子を見せない結界は強力に思えるが……。すると、映像に巨きよ大だいな影かげが映り込みはじめる。

　化け狸の十倍はあるであろう巨大な獣だった──。

　その化け物が映り込むと、映像にノイズが入り込んだ。カメラ越ごしでもわかる強大なオーラをまとった桁けた違ちがいの怪かい物ぶつ──。

　その巨大な異形が、まとっているオーラをいっそう極大に膨ふくらませると、口からどデカいオーラの塊かたまりを吐き出した。

　それと同時に映像はザーッと砂すな嵐あらしとなって、その後一切の映像を映さなかった。

　巨大な異形が放ったオーラの塊の影えい響きようで設置していたカメラが壊こわれたのだろう。

『…………』

　カメラに記録されたあまりの出来事に鳶雄たちは息をのみ、言葉もなかった。

　これに櫛橋青龍があごに手をやって言う。

「あの巨大な怪物が、『隠神刑部』……。そういえば、家々に伝わる伝承では刑部狸と争った術者がいたという話もありますが……」

　そう口にする青龍。

　玄武がおそるおそる言う。

「だ、だとしましても、『奥の院』を囲う五重の結界は、屋敷に近くなればなるほど強力になります！　第一と第二の結界が壊れたとしても、第三の結界から先はいまだに妖怪に突とつ破ぱされたことがないと聞いてますし……」

　しかし、術者はプロジェクターを操作して、他ほかの映像に切り替かえた。

　そこには第一の結界を他の場所から映した映像が映されていた。

　今度は、森に挟まれた道路ではなく、完全に森のなかだった。私有地の森林だろう。

　そして、その映像に先ほどの化け狸とは違う異形が映し出されていく。

　術者が言う。

「……隠神刑部の一派と共に攻めてきているモノはもう一群いるのです……」

　そこに映し出されたのは、三メートル近くはあるであろう人の形をした異形の一群だった。

　頭部に角を一本ないし二本生やした人型の異形──鬼おにであった！　鬼が森のなかを進軍していたのだ。

　それを見ながら、術者が言う。

「──温う羅らとその配下の鬼どもです」

『──ッ!!』

　報告にさらに驚く一同の目に、ひときわ巨大な鬼が映り込んだ。通常の鬼の倍はありそうな身の丈たけだった。

　手に巨大で極ごく太ぶとな棍こん棒ぼうを持ち、禍々しいオーラをまとう存在──。

　これには長老たちが絞しぼり出すように口にする。

「……かの悪鬼オニかっ！」

「隠神刑部と温羅に同時に攻め込まれているというのか!?」

「……明らかに手を組んでおる。まさか、化け狸どもと鬼どもが協力して、ここを攻め込むなどと……っ！」

　幕の向こうの長老たちも隠神刑部と伝説の悪鬼オニの同時侵しん略りやくに動どう揺ようが広がっていた。

　もはや、驚きの連続で言葉もない鳶雄たちにメフィストは静観しつつ、こちらに説明をくれる。

「温羅はこの国のおとぎ話──桃もも太た郎ろうに出てくる鬼のモデルとなった怪物だよ」

　この情報に鮫島は苦く笑しようし、額に手をやっていた。

「……おいおいおい、化け狸に桃太郎ってよ。俺たちゃ、おとぎ話を聞きに来たわけじゃねぇぞ……！」

　術者が長老と四神に告げる。

「現在、第二の結界及および第三の結界を死守するため、『奥の院』に所属している術者を総動員して、現場にて応戦の構えとなっており、すでに第二の結界付近で戦せん闘とうが始まっているとのことです！」

　この状じよう況きように朱雀は目を細めていた。

「……黄龍が、ここを出発してしまったのが、悔くやまれるわね。とにかく、外部の関係者たちに連れん絡らくを取って！　非常事態よ！」

　朱雀がそう言うが──。

　違う術者が顔面蒼そう白はくにして、言った。

「……私有地全体が、結界ごと別の強力な結界に覆おおわれておりまして……外部に電波も、式しき神がみも送れない状況となっております……。術式から、『オズの魔ま法ほう使つかい』の結界だと思われます……っ！」

　──っ！

　……広大な『奥の院』の私有地が、丸ごと『オズ』の魔女たちの結界に覆われた──。

　これを聞いた白虎が激情から畳たたみの上に拳こぶしを勢いよく下ろした。

「……外部と切り離はなしたってのか！　しかも、魔女どもは妖怪どもと手を組んでいるってことか!?」

『オズ』の魔女たちと、妖怪の連合軍──。

　それが『奥の院』を攻め込んできている！　理由はまだわからないが……あまりに突然の出来事、事件に鳶雄たちは戸と惑まどうしかなかった。

　携けい帯たい電でん話わとグリゴリから持たされている通信機器を確かく認にんしたが、やはり外部と連絡が不可能となっていた。

　一人、ヴァーリだけがこの状況を楽しそうにしていた。

「ふふふ、ワクワクしてきたな。俺に相応ふさわしい舞ぶ台たいになりつつある」

　いつものイタズラな笑みではなく、勇ましく不敵な笑みを作っていた。

　朱雀が青龍、白虎、玄武に視線を配る。

「まずは打って出ましょう。この屋や敷しきに近寄らせるわけにはいかないわ。──皆みな、準備を。霊れい獣じゆうと契けい約やくした次期当主の力を見せましょう」

「「「了りよう解かいっ！」」」

　頼たのもしく返事をする次期当主たち。

　そのすぐあとだった──。

　ドォォォォォオオオオン……ッ！

　再び屋敷とこの一帯全域が大きく振しん動どうした！

　四神たちがこの現象をすぐに理解し、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしていた。

　朱雀が声を絞り出しながら言った。

「……第二の結界も突破されたようね。猶ゆう予よはないわ」

　そのような緊きん迫ぱくしたなかで、不安からか、紗枝が鳶雄の手を握にぎってくる。

　鳶雄はそれをやさしく握り返す。

　……そうだ。どんな状況だろうと、自分には守らなければならないものがある──。

　突とつ如じよとして巻き起こった妖よう怪かいたちとの攻こう防ぼう戦せんが、いま始まろうとしていた。
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　妖怪の一群に襲しゆう撃げきを受けている『奥の院』は、朱雀たち四神を筆頭として屋敷に待機していた術者たちを引き連れて、事態の収拾に努めさせることを決定した。

　鳶とび雄おたちネフィリムの生徒と、ラヴィニア、ヴァーリ、メフィストは屋敷のなかにいてくれと言われたのだが……。

　来らい賓ひん用の部屋に集つどった鳶雄たち。そこで待機するよう従者の人に言われたからだ。

　鳶雄が仲間たちにハッキリと確認を取る。

「……俺は、四神の人たちと共に戦ったほうがいいように思える」

　これに夏なつ梅めも鮫さめ島じまも苦笑していた。

「ま、あちらは裏に『オズ』の魔女さんたちがいるってことで、私たちも狙ねらっていたかもしれないし、責任がゼロではないかもね」

「真相はわからねぇが、どうせここで静かに待っていても、らしくもねぇか」

　これにラヴィニアとヴァーリも一歩前に出てきた。

「うふふ、お供するのですよ。メフィスト理事をお守りするのが、私の役目ですので」

「俺はこういうのを期待していたからな。先ほど、暴れられなかった分、狸たぬきと鬼おにども相手に鬱うつ憤ぷんを晴らさせてもらおうか」

　四人も鳶雄と同意見だったようだ。

　詩求子シグネもおそるおそる手をあげた。

「……役に立てないかもしれないけど、いたほうがいいのかな？」

　鳶雄が言う。

「詩求子は距きよ離りを取って紗さ枝えと共に後方にいてくれないか？　ポッくんはまだ未知数な部分が多いからね」

　紗枝が鳶雄の言葉に決意の表情となっていた。

「……無茶しないでね」

　鳶雄はうなずく。

「ああ、俺が禁バランス・手ブレイカーになって、もしものときは頼む、紗枝」

「うん」

　それを確認したところで、鳶雄はメフィストにも視線を送る。『灰色のグラウ・ツ魔術師アオベラー』の理事は、肩かたをすくめていた。

「僕が力を発揮したいところなのは山々なんだが、ここはキミたちに任せるよ」

　メフィストの確認も取ったところで、鳶雄たちはすぐに玄げん関かんに向かった。玄関を出ると、いままさに大勢の術者たちと出しゆつ立たつしようとしていた朱雀たちを見つけた。

　鳶雄は朱雀たちに進言した。

「俺たちも戦う」

「──っ」

　鳶雄たちの申し出に朱雀はしばし考え込む。

　櫛くし橋はし青せい龍りゆうが苦く笑しようした。

「わざわざ首を突つっ込まなくてもいいのに、と言いたいところだけど、外部に助けを出せない以上、彼らの力も必要かもね。黄おう龍りゆうもいまいないことだし」

「百鬼なきりの……あの人は、いまここにいない？」

　鳶雄の問いに朱雀はうなずく。

「ええ、別件で会談があるようで、あなたと手合わせしたあと、すぐにここを発たったわ」

　百鬼中なか神がみの黄龍の姿が先ほどから見えなかった理由に得心する鳶雄であった。

　その横では、真しん羅ら白びやつ虎こが鮫島に一言告げていた。

「へっ、自分から危険なところに突っ込むってか」

　鮫島が正面から白虎に言った。

「ま、猫ねこの手も借りたいって状況だろうしな」

　これらのやり取りを見て、童どう門もん玄げん武ぶが朱雀に言う。

「……あとでパパ──当主の方々に怒おこられそうですけど、『奥の院』を壊こわされたら、もっと大変なことになりますよ、朱雀さん」

　玄武にそう言われ、朱雀はうなずいた。

「ええ、わかっているわ。──鳶雄」

　朱雀が鳶雄に言う。

「力を貸してちょうだい」

「ああ、望むところさ」

　朱雀がこちらの協力要よう請せいを受け入れたところで、メフィストが言う。

「さて、ここはキミたちに任せるとして、僕も僕がやれる範はん囲いで動こうか。いろいろな条約で、僕はここで力を行使できないんだけど……この事態の裏側にいるであろう『オズ』の魔女だけはどうにかしようかな。彼女たちが相手なら、ま、そこまで条約に違い反はんしないだろうからね」

　そう言うメフィストは、ステッキの先で地面をひとつ叩たたく。すると、足あし下もとに魔ま方ほう陣じんが展開する。メフィストは魔方陣を足場にして宙に浮うかび上がっていく。

「では、魔女捜さがしに行ってくるよ」

　言うなりメフィストは魔方陣に乗って、夜の空を飛んでいった。

　それを見送ったところで、鳶雄たちと朱雀たちがうなずきあう。

　こうして、鳶雄と四し凶きよう、ラヴィニア、ヴァーリは四神とタッグを組むことになった。







　妖怪の一群の近くまでは、『奥の院』に常に置かれている車両で移動となった。

　普ふ通つうの乗用車にしか見えないが、どうやら対術、対魔物用に特とく殊しゆな術式が施ほどこしてあり、異能と異い形ぎよう相手に用意していたもののようだった。

　仲間が分乗して乗り込む鳶雄たち。

　その車中で、鳶雄は朱雀から今回の妖怪について説明された。

　まず、隠いぬ神がみ刑ぎよう部ぶ──。

　古くよりこの日本では、古ふる狸だぬき、怪かい狸りとも呼ばれる化け狸の伝承が各地に数多く残る。

　特に四国は強力な化け狸が住み、伝承も多く残っていた。

　隠神刑部もその四国を根城にした大妖の一角であった。八百八匹ぴきの眷けん属ぞくを率いていることでも有名であった。

　そして、もう一体──温う羅ら。

　よく知られる昔話「桃もも太た郎ろう」に出てきた鬼おにヶが島しまの鬼の首領のモデルとなった凶きよう悪あくな鬼である。桃太郎のモデルとなった吉き備び津つ彦ひこの命みことに討うち取られ、首をはねられた。──が、首だけになっても生き続けたため、犬に首を食わせて骨にした。しかし、それでも静まることがなかったため、地中深くに骨として封ふうじられたとされている。

　これらの説明を受けて、鳶雄は思うところがあった。

「……隠いぬ神がみと呼ばれた妖怪と、犬に食われた鬼、か」

　朱雀が言う。

「姫ひめ島じまへの当てつけなのかしらね。それとも……」

　あごに手をやり考え込む朱雀であった。

　鳶雄が朱雀に訊きく。

「こんなふうに妖怪と戦うことは多いのかい？」

「年に何度かあるわ。人間が妖怪の住すみ処かに侵しん入にゆうして怒らせたからどうにかしてくれってケースが一番多いかしら。基本的に日本の各地に長おさとなる妖怪がいて、その長のもと、地域ごとに統一されてはいるのだけれど……」

　その限りではないことも起きるということなのだろうと鳶雄は理解した。

　──と、運転していた術者が、車を止める。

　目的地である第三の結界の境界にたどり着いたからだ。

　鳶雄や朱雀たちは下車し、道に出て行く。

　第一の結界と同じく、森に挟はさまれた道路だ。先ほど、映像で見た道路の先にある場所だろう。

『奥の院』に所属している術者たちも数十人ほどが、結界の境界とされる場所の外側に立ち、妖怪の一群を待った。

　鳶雄たち前線で戦うメンバーだけ残り、紗枝と詩求子は車に乗ったまま、後方に待たい避ひしてもらう。

　鳶雄はすぐに影かげから大おお鎌がまを取り出し、刃ジンと共に並んだ。夏梅も光の銃じゆうを出し、鮫島も右みぎ腕うでに白びやく砂さの尾おでランスを作る。ラヴィニアも杖つえを構えた。

　四神たちも各おの々おののスタイルで待ち構える。

　しばしの静かさが辺りに流れた。だが、緊きん張ちよう感かんが辺りを支配している。

　鳶雄たちにとっても妖よう怪かいや鬼と戦うのは生まれて初めてだ。

　人工的に作られた化け物とは戦ったことがあるが……今度は正しよう真しん正しよう銘めいの異形だ。

　そんななかで腕組みをしながら、仁に王おう立ちするヴァーリが前を見み据すえながら言った。

「こんなときにあれだが、倒たおした化け狸はうどんかそばにしてしまうのもいいかもしれないな」

　…………。

　……これには鳶雄たち仲間と、四神も言葉もなく、反応に困っていた。

　夏梅が頰ほおをポリポリかきながら言う。

「あのね、ヴァーくん。たぬきうどんとそばって、料理名であって、実際にたぬきが材料じゃないのよ？」

　夏梅の言葉を聞き、ヴァーリはカッと顔を赤く染めていた。

　鮫島が「ぷっ！」と吹ふき出し、朱雀も口元に手をやってクスクスと楽しげに笑っていた。

　場の空気がヴァーリのおかげで一気にほぐれたところで、刃の耳が動く。黒い狗いぬが体勢を低くして、前方に牙きばを向けた。

　暗がりの道路の先から、不ふ穏おんなものを感じ取ったのだろう。

　四神たちもそれを察知したようで、身構えた。

　すると──視線の先からうごめく何かの大群が現れ始める。さらにバキバキッという何かが割れる音が聞こえたと思ったら、遠くの木々が倒とう木ぼくしていった。倒木はしだいに音と共にこちらに近づいてきている！

　前方の化け狸だぬきたちも遠目でも姿がわかるようになるほど迫せまってきていた。狸といっても野生のあれやかわいいキャラクター的なものではなく、眼光鋭するどく、牙と爪つめを剝むき出しにした猛もう獣じゆうそのものである。それが百を超こす大群で迫ってきているのだ。

　朱雀が指示を飛ばす。

「前方の大群が隠神刑部とその眷属！　森のほうからは鬼が来るわよっ！　迎げい撃げき開始ッ！」

『おおっ！』

　境界線で構えていた術者たちが声をあげて応じ、前方に駆かけだしていった。

　術者たちは呪じゆ文もんを唱え、あるいは手で印いんを結んでから、手に持っていた錫しやく杖じようや符ふに異能の術を発動させ、前方から迫ってくる二メートルほどの化け狸の群れに攻こう撃げきを開始した。

　術者たちの突とつ風ぷう、炎ほのおの弾たま、圧縮された水の噴ふん射しやといった異能の攻撃が化け狸の群れに当たっていく。

　化け狸は異能で吹き飛ばされるものの、その後方からはとめどなく別の化け狸たちが現れ、進撃を続行する。

　術者たちが再度攻撃を展開するなかで、鳶雄たちも待ち構えていると──道路の左側の森から化け狸の別働隊が姿を現した！

　それを迎むかえ撃うつため、鳶雄たちネフィリムの生徒が前に飛び出していった！

　──と、今度は道路の右側の森から木々をなぎ倒しながら、巨きよ軀くをした人型の異形たちが出現した！

　──鬼おにの群れである！

　左右同時から、攻せめ込まれた！　どっちに攻撃を仕し掛かければいいか、鳶雄たちが苦く慮りよしていると、朱雀が叫さけぶ。

「近接戦せん闘とうが得意な鳶雄と鮫島くん、白虎は鬼のほうへ！　ラヴィニアさんがサポートに！　数が多い化け狸は皆みな川がわさんとヴァーリくん、青龍、玄武、私で当たることにしましょう！　皆みんな、いいわね！」

『了りよう解かい！』

『おうっ！』

　四神だけではなく、鳶雄たちも朱雀の素す早ばやい指示に合意したのだった。

　それぞれの担当が決まったところで、鳶雄は刃と共に鬼の群れに突とつ貫かんしていった。

　……人型の巨体には、角があり、牙が生え、禍まが々まがしいオーラを放っている。本で読み聴きいた通りの怪かい物ぶつだ。

　その鬼の一体が、鳶雄を捉とらえ、突進してきて、太い腕うでを真っ直すぐに振ふるってきた！

　鳶雄は鬼のパンチを難なく躱かわし、大鎌で横に一刀両断していった。手て応ごたえを感じ、鬼のほうを見てみると──動きが止まり、そして程ほどなくして体がボロボロと崩くずれて、土のようなものになってしまった。

　鬼を一体退治したところで、鳶雄は確信を得た。

　──異形が相手でも戦える！

　いままで人間の異能力者や魔ま法ほう使つかいと戦ってきたが、そこで培つちかった経験は異形が相手でも十分に通用するものだと理解できた。

　これに鮫島も高こう揚ようしたのか、突進してくる鬼の一体にランスを突つき立て、

「いっちょ、鬼おに退たい治じといこうじゃねぇかッ！」

　電撃を激しく放出させた！

　内側から電撃をくらった鬼は全身をビリビリと感電させたあと、体中の穴という穴から煙けむりをあげて、先ほどの鬼のようにボロボロと崩れ去っていった。

「飛ばしすぎて体力尽つきさせるんじゃねぇぞ、猫ねこのヤンキーッ！」

　それに続くように真羅白虎が、例の虎とらの獣じゆう人じん形態となり、襲おそいかかってきた鬼の拳こぶしを太い手で受け止め、お返しとばかりに豪ごう腕わんで吹っ飛ばしていく。霊れい獣じゆうの力を体に顕けん現げんさせている真羅家次期当主にとって、巨体の鬼であろうと軽くなぎ倒せるもののようだ。

　その体には東京で出会ったときに体から放っていた白い発光現象──闘気をまとっていた。

　前衛三人が鬼の第だい一いち陣じんをねじ伏ふせるなかで、第二陣は──一いつ瞬しゆんで凍こおり付いていた。

　後衛のサポート役──ラヴィニアが、自身のセイクリッド・ギアである氷こおり姫ひめを出現させており、そこから凶悪な冷気を飛ばして瞬時に鬼たちを凍らせたのだった。

　口元から白い息を吐はきながら、ラヴィニアは笑えみを浮かべる。

「トビーとシャークとニャンコをサポートするのです」

　これに白虎が文句を言った。

「ニャンコ!?　俺が……ニャンコ!?　白虎だ、俺は！」

　言われてもラヴィニアはきょとんとしており、

「……びゅ……にゅ……ニャンコ……？」

　うまく発音できず、首をかしげていた。

　さらに襲い来る鬼にランスを突き立てながら、鮫島が笑う。

「ハハハ！　ま、外国人だから仕方ねぇだろ！」

　言われた白虎は「チッ！」と舌打ちしながらも頭部をボリボリとかいたあと、その場にいた鬼を二体同時に蹴けり飛ばして、不満を解消していた。

　これまでのやり取りのなかで、真羅白虎は強こわ面もてでケンカっ早いようだが、根は悪い人間ではないことがわかった。

　立場は違ちがえど、そういう人間と共に戦えることは安心できる。

　一方で対化け狸側のほうはというと──。

　夏梅が光の銃で襲いかかってくる化け狸を撃ち倒していき、同時にグリフォンにも命令を飛ばして、空から攻撃を仕掛けている。速度が乗ったグリフォンは高速の弾だん丸がんだ。まともに受ければ吹っ飛ばされ、避よけたとしても鋭えい利りな刃やいばと化した翼つばさで切り刻まれる。

「この数だと、先に弾丸が尽きちゃいそうだけど！　やれるところまでやるしかない！」

　夏梅の言うようにこのような戦闘は想定していなかったため、光力のこもったマガジンには限りがある。長期戦になれば夏梅は不利になるだろう。

　その横では、夏梅をサポートするようにレインコートの少女──玄武が背中の甲こう羅らに入っていた大量の符を取りだして、自在に操あやつり、化け狸たちを無力化させていく。

　符を貼はられた化け狸はその場で意識を失ったかのように倒れ伏してしまう。

　さらには玄武は、常に彼女の近くにいる亀かめにも指示を出す。

「『玄武』くん！　やっちゃってください！」

　玄武の命を受けた亀──霊獣『玄武』は、亀の頭部と蛇へびの頭部、四し肢しを甲羅に引っ込ませる。引っ込ませたところから、盛せい大だいな水を噴ふきだして、ジェット噴射のごとく、化け狸の群れに飛び出していった。

　──と同時にその体が数倍の大きさに変化した。

　霊獣『玄武』の回転アタックは強力で、当たった化け狸たちは吹き飛ばされ、回かい避ひに成功したとしても、噴きだされた水を浴びて地面に突っ伏ぷしていく。

　玄武が言った。

「無む駄だです。『玄武』くんが出す水は、私の術がこもった特別製ですから、妖怪さんや魔物さんはひとたまりもありません！」

　このサイズでも、霊獣『玄武』は化け狸を容易に打ち倒していくだけの霊れい力りよくはあるようだ。

　童門は、五ご行ぎようの水を司つかさどるため、霊獣『玄武』が噴射しているあの水もかなりの力がこもっているだろう。

　話では、本来の『玄武』のサイズはもっと巨大なのだそうだが……。

　童門玄武が、小こ柄がらながらも次期当主として化け狸を退けているなかで、櫛橋青龍も手で印を結び、術を発生させていた。
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「『四し緑ろく木もく星せいをもって、風と成せ』！」

　青龍を中心にして突風が発生する。複数の化け狸だぬきがそれによって、吹ふき飛ばされていった。さらに櫛橋青龍が新たな印を結んだ。

「『三さん碧ぺき木星をもって、雷いかずちと成せ』！」

　力強い言こと霊だまによって次に発生したのは青い雷らい撃げきだ。彼を中心に青い雷撃が生じ、化け狸たちを盛大に感電させていく。

　五行の木を司る櫛橋は、そこから派生する「風」と「雷」の術に長たけている。どちらも相手を複数同時に払はらえるほどの力があり、大群で攻めてきている化け狸の相手には適していた。

　仲間たち、『奥の院』の術者たち、四神がいくら化け狸を退けようと道路の先より、さらなる増ぞう援えんの化け狸たちが駆けてくる。

　──が、その化け狸の大群が、突とつ然ぜん大規模な火か炎えんによって包まれていく！

　強大な火炎は、天高く盛大に燃えさかっていた。

『奥の院』の術者たちと童門玄武、櫛橋青龍の視線が、一点に集中する。

　そこにいたのは──炎ほのおのオーラに包まれた姫島朱雀であった。前方に手を突き出していた。

　敵の大群を一気に片付けたと思った矢先──さらに増援の化け狸だぬきの群れが現れる。

　朱雀が目を細めた。

「八百八の眷けん属ぞくを倒たおし尽くさないとダメってことかしら？」

　彼女は怯ひるむことなく、全身にまとう炎のオーラをいっそう強く、濃のう密みつに高まらせていた。

　両手を前に出し、一声する。

「──燃えなさい」

　刹せつ那な、再び化け狸の大群全体を燃やすほどの大質量の劫ごう火かが巻き起こった。化け狸の大群は二度も為なす術すべなく、朱雀の炎によって燃やし尽くされていく。

　一方的かつ、あまりの威い力りよくに見ていた鳶雄たちネフィリムの生徒も口をポカンと開け、仰ぎよう天てんするほかない。

　明らかに二度の攻撃で百体近くの化け狸を屠ほふった。

　アウグスタと決着をつけた夜にも朱雀は炎を披ひ露ろうしてくれたが……ここまでの炎を放てるとは驚おどろきしかない。

　鳶雄は鬼おにと戦いつつ、同い年であろう朱雀に畏い敬けいの視線を送っていた。

　鬼の一群と戦っている鳶雄、鮫島側と、化け狸の一群と戦う夏梅、朱雀側は次々と襲しゆう来らいする妖よう怪かいたちをどうにか迎げい撃げきできていた。

　この手の異い形ぎようを相手にしてきたであろう四神はもちろんのこと、鳶雄たちネフィリムの生徒も初の妖怪戦とはいえ、予想よりも遥はるかによく戦えていることで第三の結界防衛戦は善戦できている──と、そう思っていたときだった。

　鳶雄の全身をぞくりとした冷たいものが走った。

　とある方向──化け狸が攻せめてきている道路の先と、鬼が出現してきている森の先、ふたつの方角から強きよう烈れつなまでのプレッシャーを感じ取ったからだ。

　そして、森の木々を吹っ飛ばしながら現れたのは、相手をしてきた鬼の倍の体格はあるであろう巨きよ大だいな怪物──。

　頭部に堂々たる角を何本も生やし、口からは鋭するどい牙きばを覗のぞかせ、巨木より太いであろう豪腕の先には、同じように太い金棒を持つ。

『……イヌ……イヌのニオイがする……イヌチクショウが……』

　そのようなことをぼそりぼそりと口にしていた。

　それが鬼ヶ島の鬼のモデルとなったという伝説の悪あつ鬼き──温羅であった！

「──ッ！」

「──くっッ！」

　圧あつ倒とう的なまでの威い圧あつ感かんと存在感に鳶雄と鮫島は圧倒されていた。

　身にまとっている禍まが々まがしいオーラは本物である。

「先手必勝ってな！」

　鮫島が登場したばかりの温羅に電撃を帯びたランスを繰くり出していく！　悪鬼は避ける素そ振ぶりを見せずに直撃するが──。

　温羅の足に向かって突ついた鮫島のランスはその分厚い筋肉を貫つらぬけなかったのだ。

「なっ！」

　驚くしかない鮫島だったが、温羅は気にも留めず、くらった箇か所しよをボリボリと指でかくだけだった。

「下がってろッ！」

　飛び出していったのは白虎である。跳ちよう躍やくし、獣人形態の太い腕うでを振ふるい、温羅の顔面に拳けん打だをくらわせていく。

　真っ正面から受けた温羅は、顔を仰のけ反らせたが……目立ったダメージはなかった。

「マジかよッ！　大たい抵ていの妖怪なら、これでぶっ倒れるってのになっ！」

　そんなふうに言い放つ白虎に対して、温羅は金棒を横よこ薙なぎに振るい出す！　あまりに豪ごう快かいなスイングに空気が大きく震ふるえるほどだ。

　それを再び跳躍して避ける白虎であったが──空中に飛び出した瞬しゆん間かんを温羅は狙ねらっていたようで、繰り出された拳こぶしをまともに浴びてしまう。

「があああああああっ！」

　白虎が温羅の一撃により、遥はるか後方までぶっ飛ばされてしまった！

　温羅は今度、鮫島のほうに視線を向け、また金棒を振るおうと構えていた。

　──と、その温羅の周囲に冷気が漂ただよいだし、悪鬼の体が少しずつパキパキと音を立てながら凍こおりだしていくのがわかった。

　対鬼側のサポート役になってくれているラヴィニアのほうに顔を向ければ、分身である氷姫がオーラをまとい、力を行使しているようだった。

『……冷てぇ……動けねぇ……』

　そのようなことを漏もらす温羅。

　動きが止まったところで、鳶雄はチャンスとばかりに飛び出していった。

「刃！」

　温羅の手下の鬼に斬きりかかっていた相棒を呼びつけ、同時攻こう撃げきを鬼の首領にぶつける！

　鳶雄が大おお鎌がまを太い足に向けて振るい、刃は温羅の顔面に向かって飛び出して──。

　刹那、温羅の様子が変わる。眼光が鋭くなり、凍り付いた体を猛もう烈れつに揺ゆり動かし始めたのだ！

　温羅が刃に向かって叫さけぶ。

『イヌ……イヌゥゥゥゥウウウウウウウウウウウウウウウウッッ！』

　憤ふん怒ぬの形相となり、全身に熱気を帯びた。その熱気により、ラヴィニアの氷は瞬時に溶とけてしまう。

　顔面に攻撃を繰り出そうとした刃に金棒を振るう温羅。刃は高速でそれを回避し、攻撃を中止して一いつ旦たん距きよ離りを取る。

　温羅は完全に刃と──それを使し役えきする鳶雄を認にん識しきし、憎ぞう悪おに満ちた表情を向けていた。

『イヌ……ッ！』

　話では、温羅は犬に頭部を食われたと聞く。この様子から見ても、憎にくしみの度合いは相当に深そうだ。

　鬼の首領──温羅との戦いが始まったなかで、道路の先から感じていたもうひとつの猛烈なプレッシャーも、化け狸側のほうに降臨していた！

　二十メートルはあろうかという巨体を持ち、強大なオーラを全身から放つ、化け狸の長おさ──隠神刑部が、夏梅、朱雀の眼前に出現していたのである。尾おが特とく徴ちよう的なまでに太く、大きかった。

　隠神刑部は、ギョロっとした目を夏梅たちに向けると、大きな口の端はしを吊つり上げた。

『亀かめコロとヤキトリの使い手がこんな童わつぱどもとはな！　まあ、いいわい。とりあえず、吹き飛べィッ！』

　初手とばかりに登場した直後に隠神刑部が、口から妖力の塊かたまりを吐はき出していく！

　放った相手は──レインコートの少女、童門玄武であった。

「ふ、符ふよ！」

　いきなりの攻撃に隙すきを突かれた格好の玄武はすぐに防ぼう御ぎよの符を出すが、隠神刑部の吐いた妖力の塊は難なく少女の符を燃やし尽つくす。

　直撃を覚かく悟ごした玄武だったが、彼女に隠神刑部の妖力が当たる刹那、飛来した何かがあった。

　──白い閃せん光こうが、玄武を空中高くさらっていく。

　玄武のいた場所に隠神刑部の強大な一撃が当たり、地面が大きく爆はぜて、巨大なクレーターが生み出されていた。

　玄武を空中高くに連れ去ったのは──ヴァーリだった。セイクリッド・ギアの光こう翼よくを展開していた。

　ヴァーリは玄武をお姫さま抱だっこの形で救っていた。玄武が──自分の窮きゆう地ちを颯さつ爽そうと救ってくれた銀ぎん髪ぱつの少年にポカンと見とれている。

　ヴァーリが面おも白しろくなさそうに玄武に言う。

「……ふん、最年少で霊れい獣じゆう『玄武』の使い手となったと聞いていたから期待していたんだが、こんなものか」

　ヴァーリがそう文句を言うと、抱かかえられていた玄武はハッと気づいて、顔を真っ赤にして叫ぶ。

「あ、あれぐらい、わ、私でも防御できました！　できましたもん！」

　それを見てヴァーリは小さく笑う。

「どうやら、元気はまだあるようだ。なら、戦うんだな」

　言うなり、ヴァーリは玄武を地上に降ろす。

　ヴァーリはあいさつとばかりに隠神刑部の横合いに陣じん取どり始めた化け狸の群れに向けて、強力な魔ま力りよく砲ほう撃げきを放ち、盛せい大だいに複数体を同時に吹ふっ飛ばしていった。

　夏梅が隠神刑部に戦おののきながらもヴァーリに言う。

「あら、ヴァーくん。いままでどこで何をしていたの？」

「森の中に入って、狸の群れを一いつ掃そうしていた。百から先は数えていない」

　大だい胆たん不ふ敵てきにそう言う銀髪の少年。姿が見えないと思っていたら、森の中で一人戦っていたようだ。怪け我ががまったく見えない辺り、少年の抜ぬきん出た実力が垣かい間ま見みえる。

　──と、ついに化け狸と鬼の連合軍のボス二体が戦線に出てきた。

　朱雀が敵の親玉が出てきたところで、声を上げて問う。

「あなたたちのような力ある妖怪が、なぜここを攻めるなどと思い立ったのか！　理由を聞かせてちょうだい！」

　この問いに隠神刑部が答える。

『なぜ、と聞くのか、おまえたちが。五大宗そう家けに恨うらみを抱いだく妖怪なぞ、うなるほどいるってな。おまえらに身内を滅ほろぼされ、あるいは封ふうじられた化け物がいったいどれだけいたことか。単に攻めにくい世の中になったから、攻め込まんだけで、機会があれば儂わしのようなのがこうして攻めてくるってだけのことだろうが』

「……言ってくれるものね」

　朱雀は隠神刑部のあまりに大だい胆たんな言い草に当とう惑わくしていた。

　彼女は次に温羅へ問う。

「あなたも刑部狸だぬきと同じ理由なのかしら？」

　温羅は頭をボリボリとかいたあとに言った。

『……イヌ……ここに来ればイヌがいると……我を蘇よみがえらせた者どもが……イヌがいると……イヌはいた……』

　温羅の視線は鳶雄と刃に集中していた。

　朱雀は温羅の一言に引っかかったようだ。

「あなたたち、『オズ』の魔ま女じよたちとどんなやり取りをしたというの？」

　朱雀が隠神刑部にそう問うと、化け狸の長は笑う。

『グワッハッハッ。まあ、いろいろと面白い話を聞いたんでな。今回は乗ったまでのこと。儂らにうまいことを言ってきた連中の目的までは詳くわしく知らんが、儂にとっちゃ、もうどうでもいいことじゃい。なーに、長年退たい屈くつしとったからな。ケンカの切っ掛かけと、ケンカを仕掛けるだけの準備がありゃいい。話を聞いとるうちに久方ぶりにおまえら「五大宗家」の術者相手に暴れたくなったってのもあるがの！　今いま更さら引けんから、覚悟せい！』

　そう言うと、隠神刑部の妖よう気きがさらに高まった。

　これ以上の話し合いは無む駄だだと判断した朱雀は再び戦せん闘とう体勢になっていく。

　温羅も隠神刑部も、出だしの攻撃でさえ、強力無比なものを見せてくれている。

　このままでは……自分はまともに戦えないだろう。

　鳶雄はそう思い、覚悟を決めた──。

　腕につけてきている幾いく重えもの数珠じゆずに触ふれながら、鳶雄はその呪じゆ文もんを口にし始めた。

《──人を斬れば千まで啼なこう》

　鳶雄を漆しつ黒こくのもやが覆おおっていった。

《──化け生しよう斬るなら万まで謳うたおう》

　鳶雄の全身を覆う暗黒のもやは肉体に張り付いて、同化していく。

《──暗き闇やみに沈しずむ名は、極きよく夜やを移す擬まがいの神なり》

　鳶雄の形が変じていき、黒き獣けものの形態に変えていく。

《──汝なんじらよ、我が黒き刃やいばで眠ねむれ》

　彼の横に漆黒の狗いぬが並び、口にくわえる剣けんの紋もん様ようがいっそう妖あやしく輝かがやいた。

　そして、鳶雄は最後の一節を口にする。

《──愚おろかなものなり、異い形ぎようの創造主かみよ》

　周囲に常とこ闇やみに等しい暗黒のオーラを放ちながら、鳶雄は禁バランス・手ブレイカーの姿に変化を遂とげる。

　一帯の地面から歪いびつな突とつ起き物──ブレードが無数に出現していった。この禁バランス・手ブレイカーによる影えい響きようだ。

　途と端たんに化け狸や鬼おにたちが、鳶雄の姿に身み震ぶるいしていた。

　ただし、親玉である隠神刑部と温羅は、鳶雄のこの姿を見ても逆に闘とう志しを剝むき出しにするほどである。

『ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ！』

　鳶雄が変化を遂げたなかで、途端に叫きよう声せいをあげるのは──温羅であった。

　いままで以上に顔を怒いかりに歪ゆがませていた。

　間かん髪はつ容いれずに温羅が、金棒を鳶雄に振ふるう。しかし、それは空を切った。鳶雄は瞬時に反応し、その場から消えたからだ。

　黒き獣と化した鳶雄は温羅の足あし下もとに出現し、暗黒のオーラをまとう大鎌で悪あつ鬼きの左足を薙ないでいく。禁バランス・手ブレイカーとなった鳶雄の斬ざん撃げきは、伝説の鬼の足を斬り、鮮せん血けつを噴ふき出させた。温羅が、空いている手で足下の鳶雄を捕つかまえようとするが、再び音もなく消え失うせ、鬼の手から逃にげていく。

　次に現れたのは、温羅の背後である。隙だらけの悪鬼の背中に大鎌を振り下ろす。温羅は、避よけることも叶かなわず、一撃を受け、背中から血しぶきをあげた。

　温羅が振り返って、鳶雄に金棒を打ち込もうとしても、やはり、黒き獣は消えていた。

『──遅おそい』

　そう漏もらしながら、今度は横合いに現れる鳶雄。三度めの攻撃も温羅はまともにくらってしまう。ここに鳶雄の分身たる刃も攻撃に加わりだし、二体の黒き獣による超ちよう高こう速そくの連撃に次ぐ連撃は、温羅の認識を完全に置いていった。

「……桁けた違ちがいじゃねぇかッ」

　変化した鳶雄の戦いを見ていた真羅白虎（先ほど、温羅に吹っ飛ばされたが、体勢を立て直してきた）は、仰ぎよう天てんの声をあげるしかなかった。

　伝説の悪鬼を一方的に追い詰つめる鳶雄に朱雀たち四神に、『奥の院』の術者たち、妖よう怪かいたちは圧あつ倒とうされていた。

　ただ一匹ぴき──隠神刑部は、口の端を大きく吊り上げて、不敵な笑えみを浮うかべていたが。

　その隠神刑部が対たい峙じしている夏梅、ヴァーリ、朱雀、青龍、玄武に言う。

『鬼おにヶが島しまの鬼を退治するのは、桃太郎じゃなくて狗ってか。ガハハハハ、それもいいだろうよ。さてな。伝説の化け狸を倒たおして、おとぎ話の再現をするのは誰だれじゃろな？』

　大胆な挑ちよう発はつを口にしながらも、その身にまとう強きよう烈れつな妖気は本物である。

　隠神刑部が、大きく息を吸い、腹部を膨ふくらませる。そして、腹に満ちたそれを一気に吐き出した！

　強大で巨きよ大だいな妖力の塊を再び吐いたのだ！

　朱雀たち四神は察知していたのか、その場を飛び退のき、直撃を免まぬかれる。夏梅もヴァーリが空中に飛び出すときにつかんで、空高くに飛び上がっていた。

　妖力の塊は、盛大な爆ばく裂れつ音と爆風を起こして、地面に大きな穴を作り出した。

　おそろしいまでの破は壊かい力だ。五大宗家の次期当主たちといえど、直撃はマズいだろう。

　ヴァーリにつかまれている夏梅が空中で言う。

「ちょっと、ヴァーリ。あんたの半減パワーであれを弱らせることはできないの？」

　ヴァーリが言う。

「禁バランス・手ブレイカーとなれば余よ裕ゆうで通じるだろうが……スタミナの面で不安があるな。クソ、我が身が恨めしい限りだ」

　相手にできなくもないが、本気を出すことをアザゼル及および仲間たちから禁止されているヴァーリにとって、もどかしい敵のようだ。

　先日の『オズ』の魔女たちとの戦闘で、禁バランス・手ブレイカーを見せてから、基本的にヴァーリは力を制限するようキツく言い渡わたされている。日々強まる才能に体の成長とスタミナがついてこられないのだ。身体面が半はん端ぱな状態での変化は、命の危険性もある。

　朱雀は即そく術者たちに指示を飛ばす。

「捕ほ縛ばく結界！」

　指示を聞いた術者たちは「はっ！」と応じて、隠神刑部を囲むように陣取り、手で印いんを結び、呪文を唱え始めた。

　すると、術者たちは法力で隠神刑部の巨体の周囲に五ご行ぎようによる魔ま方ほう陣じんを複数展開して、化け狸の長おさの動きを縛しばろうとしていく。

『賢さかしいわっ！』

　隠神刑部は一声のもと、全身からオーラを放ち、五行の魔方陣を吹き飛ばしていく。

　しかし、朱雀をはじめとした四神にとって、一いつ瞬しゆんとはいえ、相手を繫つなぎ止めたのは大きく、すでに極大の術を解放する準備が整っていた。

　朱雀、青龍、玄武は手に印を結び、体中に力強いオーラをまとう。

　玄武が符ふを大量に宙に浮かべさせて、呪文を唱える。

「一いつ白ぱく水星をもって、辰しん星せいの水を呼べ！」

　青龍も呪文を口にする。

「四し緑ろく及び三さん碧ぺき木星をもって、歳さい星せいの風ふう雷らいと成せッ！」

　そして、朱雀も呪文を発する。

「九きゆう紫し火星をもって、熒けい惑こくの火か炎えんと化せッ！」

　彼ら、四神のうちの三名が同時に異能を発動させた。見れば、彼らの背に霊れい獣じゆう──『朱雀』『青龍』『玄武』のシルエットらしきオーラが、発生している。

　次の瞬間、隠神刑部の周囲に大量の水が生じ、化け狸の長の体にまとわりついていく。そこに激しい突とつ風ぷうが巻き起こり、竜たつ巻まきとなって上空高く巨大な化け物を押し上げていった。

『ぬおっ!?　ぐぬぅぅううううううううううっ！』

　さすがに力ある妖怪であろうとも、体の動きを封じられてからの竜巻には逆らえないようだった。

　さらに上空高くに投げ出された隠神刑部に向かって、天からの激しい雷らい撃げきと、地上からの極大の火炎球が同時にぶつけられる！

　ドォォォオオオオンッ！　四神三名による連れん携けい攻こう撃げきは、隠神刑部をくまなく包み込み、盛せい大だいな爆ばく発はつと音を鳴り響ひびかせていった。

　隠神刑部が地上に落下していく。化け狸の長の巨体は、スパークしながらもプスプスと煙けむりを立てる。

　かなりのダメージを与あたえたようだ！　五大宗家次期当主の三人による強力な攻撃を受けたのだ、名のある妖怪であろうとただでは済まないだろう。

　朱雀、青龍、玄武はさらなる攻撃をしようと、新たな印を結び、次の一手を出そうとしていた。

　──と、そのときだった。この一帯を怪かい現げん象しようが襲おそう。

　途端に空が赤あか紫むらさき一色に染まったのである。皆みなが一様に驚おどろき、空を見上げていた。

「な、なんだ、あれは!?」

　術者の誰かがそう叫さけび、空のある一点を指さした。

　皆がそちらに顔を向けると──そこにあったのは空に浮かぶ巨大な黒い球体であった。

　赤紫色の不気味なオーラを放っており、あまりに異様だ。

　術なのか、異い形ぎようなのか、ここにいる誰もがわからないようで当惑の表情をしていた。鳶雄たちも覚えがなく、朱雀たち四神、『奥の院』の術者たちも黒い球体の登場に困こん惑わくしている。

『おーおー、やっぱあれがないとよぉ』

　そう言いながら、四神三名の同時攻撃をくらってダメージを負っていた隠神刑部が、身を起こす。

　──その体に負っていた傷が、みるみるうちに治っていくではないか！

　四神──朱雀、青龍、玄武の術をすべてくらいながらも立ち直った隠神刑部の姿にさすがの朱雀たちも驚きを隠かくせない。

　霊獣を引き継ついだ次期当主たちのあのような法力があれば、たとえ伝説の妖怪であろうともそのまま退治されてもおかしくない。

　──が、隠神刑部は即そつ刻こく構え直したのだ。

　驚きつつ、合点のいかない朱雀たち四神に対して、隠神刑部が空中に浮かぶ巨大な禍まが々まがしい球体を見やる。

『あれよ。あの黒い太陽みたいな妖怪のおかげよ。何でも西洋の術者どもが言うには、人工的に創つくり出した妖怪だそうだ。──「空そら亡なき」とか言うておったかな。あいつの下で戦うと、力が漲みなぎる上に、傷も治るって具合よ』

　隠神刑部の言葉に朱雀が驚きよう愕がくしていた。

「空亡!?　……空想上の妖怪のことね」

　覚えのない鳶雄たちネフィリムの生徒に玄武が説明してくれる。

「……ひゃ、百ひやつ鬼き夜や行こうという妖怪さんたちの行進があるんですけど、その終わりを司つかさどる大妖怪がいてもいいんじゃないかって、近年になって創られた空想の妖怪さんです」

　夏梅が空に浮かぶ黒い球体を指さして言う。

「空想って、あれがそうなんでしょ？」

　これに隠神刑部が口の端はしを吊つり上げながら言った。

『だから、新たに人工的に創ったんだとよ。まったく、けったいなことしやがる物好きもいるもんだぜ。けどな、あいつがいる限り、儂わしらは手足がもがれようとも、腹を裂さかれようとも、何度でも立ち上がるってな』

　そう言う隠神刑部だったが……。

　黒き獣けものと化した鳶雄と戦っていた温羅にも同様の変化が訪おとずれていた。

　鳶雄と刃が与えたダメージが、回復した隠神刑部と同じく、ふさがっていく！

　ついには完全にダメージが消え、何事もなかったようにボリボリと指で胸をかくだけだった。

　──禍々しい球体『空亡』。

　まるで黒き太陽とも思えるその物体のもとに、巨大な尾おを持つ隠神刑部と、伝説の悪あつ鬼き「温羅」──。

　その様は、異様かつ威い圧あつに満ちており、三体が放つ凶きよう悪あくな妖力も手伝って、『奥の院』の術者たちは戦おののき、畏い怖ふし始めていた。

　しかも最悪なことに、退治したはずの化け狸だぬきと鬼おににも変化が出ていた。倒れた化け狸の傷が治り、土と化した鬼も再び形をなして元の姿に戻もどるではないか。

　いままで倒した妖怪の大群が、元通りになってしまった──。

　この現実に『奥の院』の術者は、さすがに震ふるえ上がっていた。

　鳶雄たちネフィリムの生徒も不安な気持ちが加速していたのだ。とはいえ、打開せねば生き残ることなんてできない！

　腕うでにつけた数珠じゆずはすでにいくつも砕くだけ散っており、長期戦は不利になる一方であることは確かだ。

　──が、そのなかで朱雀は、印を何度も結んだあとに両手を上空の球体『空亡』に向けて、突つきだした。

「四方の南より、我が声に応じよっ！　四神の炎ほのおを司りし者、朱雀ッ！」

　朱雀がそう叫ぶ。

　それによって、彼女の前方に五行の魔方陣（赤い紋もん様ようが）が赤く赤く輝かがやきながら展開し始めた。魔方陣から特大の炎の渦うずが巻き起こり、そこから巨大な炎の鳥が現出する！

　莫ばく大だいな炎のオーラを放ち、灼しやく熱ねつの熱気を辺り一帯に生み出す神秘の霊獣──。

　姫島朱雀が、契けい約やくしている霊獣『朱雀』を出現させたのだ。朱雀は、間かん髪はつ容いれず、その炎の巨鳥を空高くに飛ばしていく！

　炎の霊獣がその場で羽ばたくと、それだけで、もの凄すごい熱を拡散させていった。

　主あるじの命を聞き、霊獣『朱雀』が空中に浮かぶ不気味な黒い球体に正面から、衝しよう突とつしていった！

　瞬しゆん時じに空一面に特大の火炎が巻き起こった！　あんなものをくらえば復活したばかりの隠神刑部だろうと再び大きな負傷を受けるだろう。それほどのものだった。

　空の火炎が静まると、そこにあったのは球体の半分がえぐれた状態の「空亡」であった！

　──やったのか!?

　ここにいる術者たちが皆期待を高まらせる。──が、球体はうねりだし、霊獣の炎によってえぐれた箇か所しよを再生し始めたのだった！

　そして、何事もなかったように巨大な黒い球体は空に浮うかび続け、この一帯の空を赤紫色にしている。

　朱雀は目を細め、「戻りなさい」と霊獣に命じると、炎の巨鳥はその場から一瞬で消えていった。召しよう喚かんを一いつ旦たん解除したのだろう。

　次に朱雀が鳶雄とラヴィニアに指示を出す。

「鳶雄、その鎌かまであれを斬きってみて！　ラヴィニアさん！　鳶雄をあそこまで届かせることはできる!?」

　鳶雄──鬼と戦っていた側のサポート役だったラヴィニアにそう訊きく朱雀。

「わかったのです」

　ラヴィニアはすぐに応じて、魔方陣を展開させ、隣となりに立つ分身の氷こおり姫ひめに念じた。

　氷姫が手を突き出すと、鳶雄と刃を押し上げる形で、その足あし下もとに氷の柱が生じていく。氷の柱は鳶雄と刃を乗せ、どんどん上がり続けていった。

　鳶雄も朱雀の指示に応じて、『やってみる！』と大鎌の柄えを握にぎり直した。

　ある程度の高さにまで氷の柱が達したとき、鳶雄と刃が黒い球体『空亡』に向かって、飛び出していった！

『ハッ！』

　鳶雄と刃、黒い獣二体による同時斬ざん撃げき！　黒い球体はまともにそれを受けていく。鳶雄と刃が、地面にうまく着地して、空を見上げる。

　×の字に斬られた『空亡』は、そのダメージ箇所をやはり再生していくのであった。斬撃は球体に傷をつけただけで、分断にまでは至らなかった。

　……もっと、「斬る」ことについて念じれば、強く願えば良かったと後こう悔かいする鳶雄だったが、それでも再生していく人工妖よう怪かいの姿には言葉を失うほどの衝しよう撃げきを覚える。

　──霊獣『朱雀』の火炎と、神滅具ロンギヌスのブレードですら、退治できない！

　この事実にこの場にいる全員が驚愕するほかなかった。

「鳶雄の大鎌でもダメって、無敵かよ……ッ！」

　鮫島が目元をひくつかせながら皮肉げに言う。

「ならば、俺の力が通じるかどうか試ためしてやろう！」

　ヴァーリがそう言い、光こう翼よくを羽ばたかせて、黒い球体に向かって飛び出そうとするが──。

　これにラヴィニアが叫ぶ。

「ヴァーくん、それに触さわっちゃダメなのです！」

　ヴァーリはラヴィニアに制止されてしまった。ラヴィニアの表情は鬼き気き迫せまるものがあった。

　この状じよう況きようを見て、瞬時に判断し、朱雀が叫ぶ。

「──待たい避ひ！　一いつ旦たん待避よ！　態勢立て直しのために屋や敷しきまで退ひくわ！　鳶雄も一度、それを解きなさい！」

　朱雀の指示が飛び、術者たちが気持ちを切り替かえて、撤てつ退たいの様相を見せた。

　素す早ばやく後方にある車を稼か働どうさせ、次々と術者たちを退避させていく。それを追おうとする化け狸に向けて、しんがりを務める術者たちが、術を放っていた。

　鳶雄も空に浮かぶ黒い球体を睨にらみながらも、禁バランス・手ブレイカーを解き、元の姿となって刃、仲間たちと共に待避していく。

　最初の防衛戦は──鳶雄たちの撤退という形で終わる。

　待避していくなかで、大きく地面が揺ゆれた。第三の結界が突とつ破ぱされたことを意味していた──。




　　　　２




　隠神刑部と温羅の一群との戦いから一旦退いた鳶雄たちは、『奥の院』の屋敷に戻り、そこで傷の治ち療りようと武器などの補ほ充じゆう、そして体力の回復に努めた。

　幸いにもネフィリムの関係者で大おお怪け我がをした者はいなかった。

　玄げん関かんから近いところにある空いている一室を借り、そこで先ほどの戦せん闘とうで負傷したところを応急処置していく。グリゴリから支給された救急キットを使うのである。

　紗枝と詩求子が主に仲間の治療に尽じん力りよくしてくれた。

　二人は後方支援バツクアツプ役として、応急処置の術を学んでいる。

　ヴァーリが水分を取りながら言う。

「こういうときに悪あく魔まが使うフェニックスの涙なみだでもあれば、どんな傷でも一いつ瞬しゆんで治せるんだけどな」

　ラヴィニアが、杖つえの状態を見ながらこう答える。

「フェニックスの涙は、魔ま術じゆつ師しでもそう簡単にゲットできない希少で高価な代しろ物ものなのです。たとえ悪魔でも、手に出来るのは上流階級の者だけなのです」

　夏梅が手の甲こうにパッドを貼はりながら言う。

「そんな素敵なアイテム、ぜひ使ってみたいものね」

　夏梅はため息を吐つきながら、そうもらした。

　ある程度の治療と、息も整ったところで、鳶雄は立ち上がる。

「さて、話し合いをしようと誘さそわれているから、行こうか」

　態勢を立て直す話し合いをするため、屋敷の奥にある会議室に集つどうことになった。鳶雄たちも加わってほしいとのことで、皆みなでそこに赴おもむく。

『オズ』の魔ま女じよを捜さがしに行ったメフィストはまだ戻っていないなかでの話し合いだった。

　鳶雄、夏梅、紗枝、鮫島、詩求子、ラヴィニア、ヴァーリが室内の大きな円えん卓たくに座った。五大宗そう家けからは朱雀、青龍、白虎、玄武が円卓の席に座り、お付きの術士が二名、彼らの背後で待機する。

　互たがいに戦力の状況を報告しつつ、朱雀がこう言う。

「現在、第四の結界と、最終防衛ラインとなる第五の結界の境界線に『奥の院』の術者を配置して、迎むかえ撃うつ格好になっているわ。もうすぐ、第四の結界付近で防衛戦が始まるでしょうね」

　鮫島が朱雀に問う。

「これからどうする？　狸と鬼の親玉を倒たおそうにも、あの空に浮かんだ不気味な玉っころをやらないと何度でも復活しちまうんだろ？　とはいえ、あんたの霊れい獣じゆうと鳶雄のあの状態でもあの玉の化け物をやれなかった」

　これに青龍が答える。

「まだ方法はある。さっきは状況が悪かったため、態勢立て直しのために退いたけれど、こっちにはまだ出していない手がある。僕の霊獣『青龍』とそちらの四凶の第二段階とね。それに──朱雀にも何か手があるようだ」

　青龍が朱雀に視線を送ると、皆の注目を集めた。

　朱雀はうなずく。

「ええ、以前から考えていたことなの。ちょうど、その鳶雄がいるから、試ためしてみるわ」

　朱雀の目がこちらに向くが……鳶雄は覚えがなかったため、怪け訝げんそうにするしかなかった。

　そのなかで、自身の力を試せずに撤退をさせられたヴァーリは不ふ機き嫌げんな表情であった。

　撤退時にラヴィニアから説明をされたのだが、おそらく、敵はあの黒い球体の妖怪を用意する上で、ヴァーリの力の対策（触ふれてからの半減能力の発動）は織り込み済みだと感じたという。

　むしろ、直じかに触れさせることでヴァーリによからぬ呪じゆ術じゆつをかける可能性があると思ったのだというのだ。それだけの不気味さがあの球体にあった。

　ゆえに『空亡』に直接触れるのはよしたほうがいいとラヴィニアは語った。

　これを受けて鳶雄も、元グリゴリのサタナエルが『オズ』に協力している以上、その予測、可能性は高いと思し慮りよした。

　そのヴァーリが気になっていたことを口にした。

「それで、この地が攻せめ込まれるだけの理由はなんだ？　単に化け狸だぬきどもの恨うらみか？　それとも『オズ』に狙ねらわれるだけの何かがあるのか？　以前、うちの総そう督とくが、『奥の院』は研究者魂だましいに駆かられる場所だと口にしていたことがあった。何か、あるんじゃないのか？」

　ヴァーリの指し摘てきに童門玄武は視線を泳がせて、朱雀や青龍に「どうするのか？」と言わんばかりの顔をしていた。

　朱雀がそれを察して、青龍に目配せすると彼は息を吐はいてうなずいた。これに白虎も腕を組んで瞑めい目もくする。了りよう承しようという意味合いだろう。

　朱雀があらためて鳶雄たちに言う。

「──ここには『宇う治じの宝蔵』があるのです」

　これにラヴィニアが真しん剣けんな表情となっていた。

「噂うわさ通りなのですね。確かに、これは事によっては困ったことになりそうなのです」

　深刻な様子のラヴィニアと五大宗家の関係者たち。

　いまひとつ理解が及およばない鳶雄たちだが、夏梅が手を挙げて問う。

「あ、あの、うじのほうぞーって？」

　これに櫛橋青龍がメガネをくいっとあげながら返した。

「『宇治の宝蔵』、日本古来の書物にも記されている伝説の蔵くらのことさ。そこには、表に出てはまずいものが多数納められている」

　白虎も険しい表情をしていた。

「……ここには日本三大妖怪が封ふう印いんされてるんだよ」

　ヴァーリが理解して声を出した。

「ふむ。酒しゆ吞てん童どう子じ、大おお嶽たけ丸まる、玉たま藻もの前まえのことだな」

　鳶雄もネフィリムに来てから調べ物をしていて、知識にある妖怪たちだった。書物でも大々的に強力無比な妖怪だと紹しよう介かいされていたのを覚えている。

　これには夏梅も紗枝も覚えがあったようで、酷ひどく驚おどろいていた。

　言っていいのかわからない様子の玄武が鳶雄たちに説明をしてくれた。

「……あぅぅ、ここには鬼おに神がみこと酒吞童子と大嶽丸の首、凶きよう悪あくな九きゆう尾びの狐きつね──白はく面めん金こん毛もうたる玉藻前の遺い骸がいの一部も納められていまして……。実はそれだけではなくて、伝説の高こう僧そうたちの遺物、『源げん氏じ物もの語がたり』の雲くも隠がくれの巻をはじめとした幻まぼろしの書物、歌集といった決して表に出してはならないものが『宇治の宝蔵』にあるんです」

「玄武ちゃん、そこまでいくと、しゃべりすぎかも」

　苦く笑しようしながら、玄武にそう忠言する青龍。

　玄武も慌あわてて謝った。

「ご、ごめんなさいっ！」

　朱雀が冷静に言う。

「隠神刑部の狙い……いえ、『オズ』の魔ま法ほう使つかいたちの狙いがそれだというのなら、危険極きわまりないでしょうね。酒吞童子と大嶽丸も玉藻前も、完全に死し滅めつしたわけではないの。切っ掛かけがあれば復活できるわ。仮にその三大妖よう怪かいが復活でもすれば……」

　朱雀はそこで一度言葉を止めた。

「ど、どうなるの……？」

　恐おそる恐る夏梅が訊きく。

　朱雀が続きをハッキリと答えた。

「──この国は瞬またたく間に深い闇やみに吞のみ込まれるでしょうね。それだけの力を持つ妖怪たちだと伝え聞いているわ。ゆえに五大宗家が納めるこの土地に封ふうじられているの」

　朱雀の言葉に室内はしんと静まりかえった。いや、ヴァーリだけは楽しそうに不敵な笑えみを浮うかべているが。

　詩求子がポッくんを抱だきしめつつ、疑問を口にする。

「……メフィストさんが、帰ってきてないですけど、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

　これに朱雀が言う。

「伝承通りの方であるなら、そうそう危険な目に遭あうとは思えないわ。大丈夫でしょう」

　朱雀の意見にラヴィニアが同意する。

「はい、理事のことですから、何か見つけて対処しているように思うのです」

　所属の違ちがう朱雀とラヴィニアがここまで信しん頼らいしているのだから、メフィスト・フェレス理事は大丈夫なのだろうと鳶雄は思う。

　息を吐いて、青龍が朱雀にあらためて問う。

「それで、朱雀。幾いく瀬せ鳶雄をどうするつもりなんだい？」

　青龍の問いに朱雀は鳶雄に視線を送りながら言う。

「鳶雄の内に眠ねむる力を探さぐろうと思うの。私なりのやり方で」

　そう言う彼女の瞳ひとみは決意の色と共にどこか悲ひ哀あいの色も乗せているように思えた。

　しかし、朱雀は気を取り直して、息をひとつ吐いたあとで皆に言う。

「敵の目的がどうであれ、『奥の院』に侵しん入にゆうされれば、未み曾ぞ有うの出来事が起こるでしょう。青龍、白虎、玄武、四神として務めを果たしましょう。そして、ネフィリムの方々、もう少しだけ、お力を貸して頂くわ」

『了りよう解かいッ！』

　朱雀の言葉に所属を超こえた異口同音の返事がされたのだった。

　その後、会議は細かい作戦の話し合いに入っていく──。







　会議室を出た鳶雄は、朱雀に連れられて、大広間を目指した。

　歩きながら朱雀が言う。

「申し訳ないけれど、時間がないから、何も言わずについてきてちょうだい」

「あ、ああ、それはいいんだけど、大広間に行って、どうするんだい？」

「あなたの力を──姫島流に探るつもりよ。そのためには一応長老のお一人から許しを得ないといけないわ」

　朱雀の答えに鳶雄は驚いた。

「ひ、姫島流!?　いいのかい？　現当主は厳しいと聞くし、次期当主とはいえ、異い端たんの俺に姫島の術を使うというのは……」

　そう訊く鳶雄だったが、朱雀はその場で立ち止まり、振ふり返る。

「非常事態よ。それにこんな機会でもないと、おそらくこんなことは試ためせない。試してダメならダメで予定通り、総力戦を仕し掛かけるだけよ」

　そう言うと、彼女は再び歩き出す。鳶雄はついて行くしかなかった。

　そして、たどり着いた大広間に鳶雄と朱雀の両名が通される。並んで整然と座る。

　上段の間には、長老が一人だけ残っているそうだ。

　二人だけに話しかける。その声は年老いた女性のものだった。

「朱雀、幾瀬鳶雄さん、例の火之迦具土神ヒノカグツチの儀ぎ式しきですが、施ほどこせるよう私から他ほかの長老を説得しました」

　朱雀が手をつき、深く頭こうべを下げた。

「長老さま、ありがとうございます」

　長老が返す。

「しかし、朱雀。おそらく、火之迦具土神ヒノカグツチの加護は得られないでしょう。なぜなら、彼自身に罪はないのでしょうけれど、その身に宿るという『天あめ之の尾お羽は張ばり』は火之迦具土神ヒノカグツチを斬きった神しん剣けん。火之迦具土神ヒノカグツチが許すわけがありません」

　長老はそこまでハッキリと断じながらも、こうも言う。

「──ですが、火之迦具土神ヒノカグツチの炎だけならば得られる可能性があると、あなたはさっき私に話してくれました」

　朱雀は頭をあげ、うなずく。

「──はい、長老さま。鳶雄のセイクリッド・ギアに我らの火之迦具土神ヒノカグツチの炎ほのおがあるかもしれないのです」

　長老が言う。

「……『天あめ之の尾お羽は張ばり』が火之迦具土神ヒノカグツチを斬ったときに、その神の炎に身を焼かれたはず。だとするのなら、その炎は僅わずかながらでもいまだにくすぶっているやもしれない……。それを儀式にて、目覚めさせる……。大だい胆たんな仮説ですが、その子が姫島の出というところからも、その可能性を感じてなりません。あなたの予感、わかるようにも思います」

「ありがとうございます」

　朱雀はそう返した。

　いまだ理解が及ばない鳶雄に朱雀が言う。

「鳶雄、あなたの内に眠る黒き刃やいばに火之迦具土神ヒノカグツチから得た炎が宿っているかもしれないの。それを儀ぎ礼れいで起こします」

　──っ。

　……突とつ然ぜんの告白ばかりで鳶雄は驚くばかりだった。

　自身に宿るセイクリッド・ギア──『黒刃ケイニスの狗神・リユカオン』にはふたつの存在が組み込まれている。ひとつは、アルカディアの邪じや悪あくな王──リュカオン。そして、もうひとつが火之迦具土神ヒノカグツチを斬ったとされる最強の十とつ束かの剣つるぎ──『天あめ之の尾お羽は張ばり』だ。

　その『天あめ之の尾お羽は張ばり』に火之迦具土神ヒノカグツチの炎があるかもしれないというのだ。

「けど、朱雀……さん。俺は炎を操あやつれるなんて──」

　当とう惑わくする鳶雄に朱雀がハッキリ言った。

「操れるわ。私はそう信じてる」

　二人のやり取りを見ていたのか、女性の長老が言う。

「姫島の家には、私からもあとで弁明はしておきます。──さあ、お行きなさい。吉きつ報ぽうを待っていますよ」

　その言葉に朱雀はもう一度深く頭を下げた。鳶雄も今度はそれに倣ならい、頭を下げる。

　二人は立ち上がり、大広間を出ようとする。──が、その鳶雄に女性の長老がこう問うてくる。

「──幾瀬鳶雄さん。ひとつだけ教えてください。朱あげ芭はは……幾瀬朱芭は幸せな人生を送れたのでしょうか？」

　突然祖母のことを訊かれた鳶雄は驚きながらも、こう答える。

「……祖母の口からは、祖父との良い思い出ばかり聞かされました」

　それを聞いた長老は「そうですか」と言葉少なに返した。

　襖ふすまを開き、退室しようとした鳶雄の耳にそのつぶやきは聞こえてきた。

「……許してちょうだい。朱芭……」

　襖を閉じた朱雀に鳶雄は複雑な表情を見せていた。

　それを察してか、朱雀が言う。

「……あの長老は非常に長命で、何より姫島の出なの。そして……あなたのおばあさんのお師し匠しようさまでもあったのよ。あなたに思うところは多分にあるでしょう」

　──っ。

　……奇き妙みような縁えんに鳶雄は言葉を失うしかなかった。

　そして、鳶雄と朱雀は火之迦具土神ヒノカグツチの儀式を執とり行うため、その場から移動した。







　この『奥の院』の最さい奥おう付近には、人工的に作り出された小さな滝たきがあった。そこは五大宗そう家けのなかで一定以上の権力を有した者だけが修しゆ行ぎようを行える神聖な場所だ。

　そこに鳶雄と刃、そして朱雀の姿があった。

　先に着き替がえて待機していてほしいと言われた鳶雄は、白しろ装しよう束ぞくに着替えて、朱雀を待った。

　滝は地下に作られており、儀礼の場は全体的に石造りの赴おもむきだった。こんな戦いのなかにあって、地下の儀礼場は人工的に作られた滝の音しかせず、静かなものだった。

「お待たせしたわね」

　少しして、朱雀が現れる。彼女も白装束を着ていた。

「まずは……滝で身を清めましょう」

　言うなり、朱雀が先に滝のほうに足を進め、岩の合間から流れ出る水流に身を預けた。

　彼女は目を閉じ、手を合わせて集中をし始めた。

　滝に打たれる彼女を見ている鳶雄だったが……それに気づいてしまい、顔を背そむけてしまった。

　──水に濡ぬれて、朱雀の体が透すけていたからだ。

　彼女は……下着を着けていなかった。上も……下も。

　温泉で彼女のすべてを見てしまっている鳶雄だったが、はとことはいえ、やはり、同世代の女子の裸はだかを直視するのはいけないと思ってしまう。

　それに、いまのいままで離はなれて暮らしていたのだから、はとこと言われても、親しん戚せきというよりは普ふ通つうの女の子としか思えない。

　もちろん、普通とは違うのだが……それでも親戚の女の子との接し方がいまひとつわからない鳶雄だった。

　精神統一できたのか、滝から朱雀が上がってくる。装束は水に濡れ、彼女の体に張り付き、見事なプロポーションを浮き上がらせていた。

　朱雀が鳶雄の前に立って言う。

「さあ、次は鳶雄の番よ。滝で身を清めてきて」

　顔を赤らめて、目を合わせないはとこの姿に朱雀は首を傾かしげる。

「どうしたの？」

　鳶雄が言う。

「……し、下着、着けてないからさ……」

　隠かくすのも何なので、直球で言った。こういうのはハッキリ告げないと彼女はわかってくれないかもしれないと感じたからだ。

　朱雀は自身の体を見てそれを確かく認にんするが、特に気にする素そ振ぶりも見せない。

[image: ]

「滝に打たれるときは、こういうものよ？」

　平然と返されて、鳶雄は困ってしまったが……。

　言われる通り、滝のほうに赴き、身を任せた。ほどよい量の滝の水が、頭部から落ちていく。

　目を閉じて、できるだけ無心で滝に打たれた。

　一分ほど打たれたところで、「もういいわよ」という声がかかり、鳶雄は滝から上がっていく。

　身を清めた鳶雄と朱雀。

　朱雀が一いつ旦たん別の部屋に赴き、着替えを済ませてきた。

　儀礼用の服と思われる雅みやびな装束を身に着けてきた。様になった優ゆう雅がな姿に鳶雄も目を奪うばわれた。

　儀礼場で正座する鳶雄の前で朱雀は扇おうぎを開いて、その場で軽かろやかに舞まいを披ひ露ろうし始めた。

　朱雀が舞う姿は、流りゆう麗れいで引き込まれる神秘の美しさがあった。

　舞っていくなかで、朱雀の周囲に篝かがり火びが生じる。篝火は、朱雀の舞に呼応するように宙で動き出して、何かを描えがき出していく。

　それは翼つばさになり、爪つめとなり、嘴くちばしとなり──。

　ついには朱雀の背後に紅ぐ蓮れんの炎で形成された巨きよ鳥ちようを紡つむぎ出していった。

　朱雀は、それを確認するなり、舞を止やめ、その場に整然と座り込んで深く頭こうべを下げた。

　すると、炎の巨鳥はさらなる変化を遂とげ──人の形となった。

　炎の人型は、神聖な波動をこの室内に放ち続け、鳶雄も鼓こ動どうが早くなるのがわかる。

　何より、いつも傍そばにあった刃の気配がまるで感じ取れなくなった。この炎の人型が放つ、神聖な波動により、一時的に姿を顕けん現げんできなくなったのではないかと感じる。

　炎の人型は手を突つき出してきた。刹せつ那な、鳶雄の心臓の鼓動が早くなり、内側から何かが飛び出る感覚を覚える。

「くっ！」

　一いつ瞬しゆんの痛みのあと、鳶雄の胸部に黒い穴のようなものが生じる。炎の人型がそこに手を入れていくではないか！　鳶雄はその間、身動きできず、されるがままになっていた。

　胸に生じた穴に手を入れられるというかつてない経験をしているが、痛みは一いつ切さいない。

　炎ほのおの人型の手が、引っ張られていく。

　そこに握にぎられていたのは──剣けんの柄つかだ。さらに炎の人型が鳶雄の胸部の黒い穴から、それを引っ張っていく。

　炎の人型の手にあったのは、一本の剣である。刀でなく、古代の日本で使われていた両もろ刃はの剣つるぎ──。

　鳶雄は直感で、それが『黒刃ケイニスの狗神・リユカオン』に宿るという天あめ之の尾お羽は張ばりだと理解した。

　炎の人型は右手に握った天あめ之の尾お羽は張ばりの刀身を左手の指でなぞった。

　その後、炎の人型は天あめ之の尾お羽は張ばりを鳶雄の胸の穴に戻もどしていく。剣が全部入ったところで、胸に空いた黒い穴は閉じていった。

　穴の閉じた胸を手でさする鳶雄。いつもの自分の体だった。

　炎の人型は朱雀のほうに一度だけ頭部を向けた。朱雀も何かを感じたようである。

　そして、炎の人型はしだいに火の勢いが落ちていき、この儀礼場から消えていった。

　あまりに神秘的な経験に鳶雄は言葉もない。

　だが、理解した。いまの炎が、火之迦具土神ヒノカグツチなのだと──。

　朱雀は立ち上がり、鳶雄のもとに行く。

「火之迦具土神ヒノカグツチからのお告げよ。──その身にある剣には、確かに我が炎は宿る。しかし、それは仮かり初そめに過ぎない。真に力を求めるならば、己おのれの内にある深しん淵えんに至れ。おまえの真の刃やいばは、そこにある。──だそうよ」

　──っ。

　……火之迦具土神ヒノカグツチ、神からの言葉に鳶雄は感じ入る。

　自身の手を出して、掌てのひらを見つめた。

「……俺の真の刃は、深淵にある……」

　そう口に出したところで、地下の儀ぎ礼れい場が大きく揺ゆれた。

　天てん井じようを見上げながら、朱雀が目を細めた。

「……第四の結界が破られたようね。時間はないわ。鳶雄、あなたにどのような影えい響きようがあったかは実戦で試ためすとしましょう」

「ああ、俺はいつだってそういうのはぶっつけ本番になるからね」

　鳶雄の言葉に朱雀はおかしそうに笑った。

　二人は、うなずき合い、その場をあとにした。

　妖よう怪かいたちとの決戦に臨のぞむ！




　　　　３




　準備を整えた鳶雄たちネフィリムの生徒と、朱雀たち四神と『奥の院』の術者たちは、第五の結界前で最後の防衛戦を行うことになった。

　最悪のケースも考えて、『奥の院』の長老方に待たい避ひを願ったのだが──「これも運命」と受け入れ、最後まであの屋や敷しきと共にあるとして、逃にげずに屋敷まで来た妖怪と戦うと宣言されたのだった。

　これについて、朱雀がこう口にしていた。

「……『奥の院』に在ざい籍せきされている方々は、各家の当主にはならなかったけれど、実力がある術者であった方ばかりよ。五大宗家への貢こう献けん度どが高く、歴代当主とほぼ同格なほどの影響力のある方たちなの。だから、隠いん居きよされている身でも、最さい期ごまで戦うと決めるでしょうね」

　話では、江え戸ど時代の頃ころから生きている術者もいるようだ。

　幕がかかっていて顔はわからなかったが……もう一度、祖母の師であった方と話してみたいと思う鳶雄だった。

　そういうやり取りがありつつも、防衛戦に臨むため、鳶雄は移動のために乗ってきた車を降りる。

　前方では赤あか紫むらさき色いろの空のもと、すでに防衛戦が始まり、『奥の院』の術者たちと四神が化け狸だぬきと鬼おにの大群を相手に戦っていた。

　すると、車を降りる鳶雄の手を引く紗枝がいた。

「…………」

　無言の紗枝。目に涙なみだを溜ためていた。

「……なんで、こんなことになっちゃったんだろうね？」

　陵りよう空くう高校の二年生の修学旅行を襲おそった悲劇、それに巻き込まれた鳶雄たち。そこから、『虚うつ蟬せみ機関』と戦い、『オズ』の魔ま女じよとも戦いはじめ、そして今度は妖怪と戦っている。

　鳶雄が朱雀に願われた作戦は、先ほどの儀ぎ式しきで得た力をもって、人工の妖怪『空亡』をもう一度斬きることである。

　平和な日常を望む鳶雄たちは、異能と異い形ぎようの世界にどんどん深く関かかわっていく。

　紗枝が言う。

「……けど、後こう悔かいはしてないから」

　彼女は記き憶おくを消して、元の生活を選ぶこともできた。しかし、紗枝は鳶雄と生きることを決めた──。

　だからこそ、もう元の生活は望めない──。それが、日に日に現実として突きつけられていく。

　鳶雄は紗枝の手を握る。

　明日の我が身もわからない自分たちだからこそ、せめて、今日だけは平和を望みたい。

　いや、今日だけでも、平和を勝ち取る。

「──勝つよ。俺は、紗枝や皆と平和に過ごすためなら、すべてを斬ると誓ちかった。だから、終わったら、帰ろう」

　笑えみを浮うかべてそう告げた鳶雄。

　すると、紗枝が身を近づけ──鳶雄の唇くちびると彼女の唇が重なった。

　──っ。

　……不意打ちのキスだった。

　紗枝が、顔を赤くしながら、涙の溜まった目で微笑ほほえむ。

「うん。わかってる」

　紗枝の手が離はなれ、車の扉とびらが閉まり、安全なところにまで移動していく。

　それを見送った鳶雄は、足あし下もとの影かげから大おお鎌がまを出現させ、手に持った。

「行こうか、刃」

　常に傍そばにいる分身の黒い狗いぬにそう告げると、鳶雄はゆっくりと戦地へと歩き出す。

　そして、彼は呪じゆ文もんを囁ささやく。鳶雄の体に闇やみが張り付き、再び黒い獣けものへと変化を遂げていった。

　──火之迦具土神ヒノカグツチよ、俺はあなたと相反する天あめ之の尾お羽は張ばりの力を持ってしまった。姫島としては本当に異い端たんであり、危険視するのは当然だろう。それでも──。

『──俺の〈刃やいば〉にその炎があるとするなら、いまだけでも力を貸してくれ。俺は手の届く範はん囲いだけは死守すると決めたんだ』

　鳶雄の脳のう裏りに大事な紗枝や仲間たちの笑顔が思い起こされる。

　そこに朱雀の顔も加わっていく。

　守りたい者が増えたんだ。その分だけ、俺は強くなりたい。強くありたい。

『──斬るぞ、刃』

　オオォォォォォォォオオオォォォォン……。

　刃が、辺り一帯に響ひびき渡わたる見事な遠とお吠ぼえをしてみせた。

　鳶雄と刃が、その場から音もなく駆かけだし、超ちよう高こう速そくで前方に向かう。目標は、宙に浮かぶ人工の妖怪──黒き球体『空亡』だ。

　あれを斬らなければ、妖怪たちは何度でも蘇よみがえる。ならば、まずはあれを──。

　鳶雄の突とつ撃げきを防止しようと、化け狸と鬼の一群が次々と襲いかかってくる。

　──が、それらは戦場で駆け抜ぬけるふたつの黒い閃せん光こうによって、一瞬で斬り刻まれ、打ち倒たおされていく。

　さらに鳶雄は強く念じて、妖怪たちの影からブレードを生み出して、同時に何体も貫つらぬいていった。

　五、十、二十、三十、四十と妖怪の群れを斬っていく鳶雄と刃の勢いに隠神刑部もうなった。

『やるじゃねぇか！　さすが儂わしの他ほかに「イヌガミ」と称しようされることはある！　だが、あの黒い球をやらせるわけにはいかねぇってな！』

　鳶雄の思おも惑わくがわかった隠神刑部は、腹部を大きく膨ふくらませて、あの妖よう気きの塊かたまりを放つつもりだった。

　ここに朱雀、青龍が立つ。

　印いんを素す早ばやく結び、前方に五ご行ぎようの魔ま方ほう陣じんをそれぞれ出現させた。

「四方の南より、我が声に応じなさいっ！　四神の炎を司つかさどりし者、朱雀ッ！」

「四方の東より、我が声に応じよッ！　四神の木を司りし者、青龍ゥゥッ！」

　魔方陣より、炎の巨鳥、青色の鱗うろこを持つ長い体（東洋スタイル）の龍りゆうが現出する。

　どちらの霊れい獣じゆうも絶大なオーラをまとい、隠神刑部と対たい峙じし、化け狸の長おさが吐はき出した妖気の塊すらも炎と突とつ風ぷうで吹ふき飛ばしていく。

「行きなさいッ！　鳶雄！」

「頼たのむから、失敗しないでくれよ！」

　朱雀と青龍が隠神刑部の相手を受け持つ形で、鳶雄を促うながす。

　鳶雄も隠神刑部を無視して、ただただ黒い球体へと高速で向かっていく。

　そこへさらに化け狸と鬼の群れが襲ってくるが──それらが瞬しゆん時じに凍こおり付いた。

　冷気を辺りに漂ただよわせながら、ラヴィニアが鳶雄の進撃をサポートしてくれていた。

「頼むのです、トビー」

『ああ』

　それでも邪じや魔まをしてくる妖怪たちに、今度は強力な魔力砲ほう撃げきが撃うち放たれ、盛せい大だいに化け狸と鬼を吹き飛ばす。

　見れば、ヴァーリが手から強きよう烈れつなオーラを放ち続けていた。

「俺に見せてくれ。キミの次の刃をね」

　銀ぎん髪ぱつの少年はそう言いながら、妖怪たちを容易に吹き飛ばしていった。

　ラヴィニアとヴァーリのサポートがあったなかで、さらに進撃していくと、そこに現れたのは──巨きよ体たいの悪あつ鬼き、温羅であった。

『イヌ、イヌめがァァァアアアッッ！』

　いまだ憎ぞう悪おの形相で、金棒を大きく構えて、こちらに振ふるってくる。

「てめえの相手は──」

「俺だッ！」

　これを横合いから攻こう撃げきを加えて、温羅の攻撃を打ち止めたのは、虎とらの獣人形態となっている真羅白虎と、巨大な白い獣を従える鮫島だった。

　鮫島の白砂──四凶が、巨体に変化し、全身にスパーク現象が起きていた。温羅の体に巨獣となった白砂が長い尾おを巻き付けると──刹せつ那な、激しく放電していく。

『がああああああああああああっ！』

　温羅の体が感電し、悲鳴をあげていた。

　温羅が感電したところで、追撃とばかりに白虎が手で印を結ぶ。

「鬼さんよ、その金棒！　封ふうじさせてもらうぜッ！　七しち赤せき金星をもって、太たい白はくの金こん剛ごうであれッ！」

　すると、温羅の金棒を持つほうの手に変化があった。金棒が重たくなったかのように、手に持っている得物を支えきれなくなっていたのだ。金棒に引っ張られるように体勢を崩くずしていた。

『……棒が重い……』

　そう漏もらす悪鬼。地面に金棒がめり込んでいく。

　真羅家と霊獣『白虎』は「金」を司つかさどるとされる。金属であろう金棒に術をかけたのだ。

「くらっておけッッ！」

　白虎が鬼の首領の顔面に拳けん打だを打ち込んでいく。その拳打には先ほどよりも濃のう密みつな闘とう気きがこめられていた。

　周囲に強烈なインパクト音が響き渡っていった。

　温羅が今度はたまらず倒れ込んでいく。

　そのような戦闘のあとで、鮫島が叫さけぶ。

「皆川がこの先で待ってるぜ！」

　そう告げられた鳶雄は、鮫島と白虎の横も通過していき、そこへたどり着く。

　夏梅が、二対ついの翼つばさを生やす四足の巨獣を従えていた。その巨獣の放つ突風で化け狸と鬼を複数吹っ飛ばしていた。

　彼女も分身のグリフォンを四凶の姿にしていたのだ。夏梅と鮫島は、ここぞというときに一度だけ分身をこの巨獣形態にできるようになっていた。

　ただし、変化させてしまうと反動で数日の間、この形態にできなくなってしまうが。

　夏梅が鳶雄と刃に言う。

「待っていたわ！　グリフォン！　彼らを空へ！」

　主あるじの指示を受け、巨獣と化したグリフォンが、鳶雄と刃を背に乗せて、空中高く飛び出した。

　黒い球体へと距きよ離りを詰つめる──。

　黒き獣と化した鳶雄が持つ大鎌に──赤黒い色の炎ほのおが宿っていた。『天あめ之の尾お羽は張ばり』が火之迦具土神ヒノカグツチを斬った際に宿ったという呪のろいに等しい炎だ。

　火之迦具土神ヒノカグツチの呪じゆ炎えんともいっていいそれを鎌に宿しながら、鳶雄は天高く浮かぶ禍まが々まがしい球体の怪かい物ぶつ──『空亡』にその切っ先を向ける。

　──斬きる。切る。伐きる。斬ってみせる。

　この〈刃やいば〉は、「すべてを斬る」ことができる慮りよ外がいのモノだ。神すらも斬り伏ふせるとされる代しろ物ものならば、人工の妖よう怪かいなど──。

　斬れて当然。いや、斬ってみせるッ！　強く願え！　想おもえ！　念じろ！

　──セイクリッド・ギアは、想いの力で強くなる！

　鎌を回転させると、赤黒い炎が揺ゆらめく。

　相棒の刃の持つ黒き剣けんにもその赤黒い炎が出現していった。鳶雄の分身なのだから、力が伝でん播ぱするのは必然である。

　黒い球体の目の前にまで近づいた鳶雄と刃は共にグリフォンの背から飛び出していく。

「斬りなさい、鳶雄っ！　あなただけの刃やいばと……炎でっ！」

　下から朱雀の声が聞こえてきた。
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　──ああ、わかっている！

　鳶雄は眼前にいる禍々しい球体に向けて、炎に包まれた大鎌を──一気に振り下ろした！

『斬れろォォォォォオオオオッッ！』

　主に併あわせるように刃が黒き剣を口にくわえたたま、真横に斬り伏せていく！

　黒い獣けもの二体が同時に繰くり出した斬ざん撃げきは、一いつ拍ぱくおいて『空亡』の体に先ほどよりも深く十字の切れ目を生じさせて、分断していった。

　──が、十字に分断された球体は、また再生を始め、斬られたところを繫つなげようとしていく。鳶雄の大おお鎌がまに宿った炎で焼かれようとも再生をし始めていた。人工妖怪のしぶとさには驚おどろかされる。だが──。

　──ここだッ！

　鳶雄の思いと合わせるように夏梅がグリフォンに指示を飛ばす。

「グリフォン、飛ばしてッ！」

　主の命を受けた翼の巨きよ獣じゆうは、自身の背中につかまっていた小さなそれを嘴くちばしでつまんだ。

　──仮面を被かぶった獣、ポッくんであった。

　作戦前に朱雀が鳶雄たちに『空亡』討とう伐ばつの案をこう伝えてきた。

『鳶雄が、新たに得た力で「空亡」を完かん膚ぷなきにまで切り払はらったあと、それでも再生が始まるかもしれないわ。だから、ぶつけるの。理り不ふ尽じんな再生には、理不尽な──』

　暴食をぶつけるッ！

　グリフォンがつまんだポッくんを、再生を始めた『空亡』に向けて投げ飛ばしていく。

　主である詩求子が、身を隠かくしていた物もの陰かげから現れ、叫んだ。

「ポッくんッッ！　食べちゃえええええええええええええええッ！」

「ポォォォッ！」

　次の瞬しゆん間かん──。

　空に浮うかんだ巨大な球体は、盛大に吸い込み始めたポッくんによって、徐じよ々じよに、徐々に体を吸われていく。

　それに応じるようにポッくんの体を覆おおうオーラは、あり得ないほどに膨ふくれていき、超ちよう巨大な──五十メートルはあろうかという怪物のシルエットを空に浮かび上がらせていた。

　下で見ている朱雀が言う。

「──饕とう餮てつ。四凶のなかで、尤もつとも凶きよう事じを司るとされるもの──」

　そう言われる通り、ポッくんは完全に黒い球体『空亡』を食い尽つくしてしまった──。

　それと同時に、赤あか紫むらさき色いろだった空が──一気に晴れて通常の夜空に戻もどっていく。

　その現象に呼応するように、化け狸だぬきと鬼おにの大群が、突とつ然ぜん、倒たおれ伏していった。化け狸は、最初の防衛戦時に負ったであろう傷が戻り、鬼は体が崩れて土と化していく。

　……妖怪たちの再生を促していた「空亡」が消失したことで、ダメージが戻ったのだろうか？

　同様に親玉である隠神刑部と温羅の傷も元に戻っており、体中の至るところから血を噴ふき出させていた。

　鳶雄と刃が、搭とう乗じようしていたグリフォンから降り、地上に足をつける。グリフォンの背には、お腹なかを大きく膨らませて、満足そうなポッくんが寝ねていた。ここまでお腹なかいっぱいになっているポッくんを見るのは鳶雄も初めてだった。「空亡」が、それだけの質量、オーラを持っていたということなのだろう。

　──と、鳶雄が膝ひざを突ついた。

　……激しい疲ひ労ろう感かんと倦けん怠たい感に襲おそわれたからだ。今日だけで二度も変化し、激しい戦闘を繰り広げている。

　体力と気力、精神が著いちじるしく消しよう耗もうしていて当然であり、腕うでにつけている数珠じゆずも、あとふたつしかない。これ以上、この状態を維い持じしていれば、あの闇の自分リユカオンに内側から侵しん食しよくされてしまうだろう。

　残るは、ダメージを負った妖怪の親玉二体のみとなっていた。

　詰めの段階になったところで、『奥の院』の術者たちと、四神が隠神刑部と温羅を仕留めようと術を展開しようとした。

　隠神刑部も逆転の可能性がないことを理解しているであろうにも拘かかわらず、不敵な笑えみを止やめず、こう言ってくる。

『どうせなら、そこの黒い狗いぬ神がみの兄ちゃんとやらせてくれや。お互たがいにぶっ倒れる寸前だろうしな。最後に──イヌガミ対決をしようや』

　この提案に『奥の院』の術者たちから怒ど号ごうが飛ぶ。

「何を言う！　ここまでのことをしておいて！」

「戯ざれ言ごとを言うのか！」

「妖怪めがっ！」

　そう言われても仕方ないのだが、朱雀は鳶雄と隠神刑部を交こう互ごに見て、鳶雄に問う。

「──あなたはどうする？」

　鳶雄は息をあげながらも立ち上がる。

　大鎌を握にぎり直して、ゆっくりと相棒の刃と共に前へ歩き出した。

『──やるさ。俺も一太刀たち浴びせないと、気が済まない』

　この一言に隠神刑部は大いに笑う。

『ガハハハハハッ！　言うてくれるな！　黒い狗めがッ！』

　そう叫ぶと、隠神刑部が巨体とは思えない速度でこちらに飛び出してきた。

　鳶雄もその場を音もなく飛びだしていく！

　隠神刑部が鋭するどい爪つめで鳶雄と刃を切ろうとするが、黒い閃せん光こうと化した二体の獣は、化け狸の長おさの体に二重の螺ら旋せんを描えがくように黒の軌き跡せきを生む。

　次の瞬間には、隠神刑部の体がくまなく斬り刻まれており、血しぶきを盛せい大だいに噴き出した。

『ぐぅぅぅぅっ！　おのれェェッッ！』

　鳶雄も螺旋のように斬り刻む攻こう撃げきのあとに再び地に膝を突いた。疲ひ労ろうの度合いは半はん端ぱなものではない。

　──が、止まるわけにもいかないっ！

　後方から、隠神刑部が大規模な妖よう気きの塊かたまりを吐はき出してくる！

　鳶雄は地面より、巨大なブレードを何重にも出現させ、障しよう壁へきの代わりにした。隠神刑部が吐いた強力な妖気の塊は、壁かべとなったブレードをいくつも破は壊かいしていくが、そのたびに威い力りよくが殺され、最後のブレードを砕くだいたときには相当なまでに勢いが落ちていた。

　威力が弱まった妖気を鳶雄が大鎌で両断していった。

　──さあ、最後の一撃だ。自分にとっても、相手にとっても！

　鳶雄は、自身の影かげから──二本めの大鎌を取り出した。

　大鎌の二刀流の構えで、刃と共に隠神刑部に向かって、高速で駆かけだしていく。

　隠神刑部は、口から妖気の塊を何度も吐いていくが、攻撃が当たるのは黒い獣二体が残す残像だけである。

　距きよ離りを瞬時に詰つめた鳶雄と刃は、隠神刑部と衝しよう突とつする瞬間に音を置き去りにするほどの瞬発力を生んだ。

　次に鳶雄と刃が姿を現したのは、隠神刑部の後方だった。

　一拍ののち、化け狸の長は、口から大量の血を吐き出して、その場に突っ伏ぷしたのだった──。

『……ガハハ、こりゃ、楽しいわい』

　それだけ言い残して、隠神刑部は完全に気を失った。

　それと同じくして、鳶雄も限界が来て、禁バランス・手ブレイカー状態を解いた。その場で倒れ込み、激しく息をあげる。全身から多量の汗あせが噴き出ていた。

　──もう、しばらくは立ち上がれそうにない。

　刃も同様のようで、鳶雄の隣となりに倒れ込んでいた。

　だが、終わりではなかった。

　まだ、鬼の首領たる悪あつ鬼き──温羅が残っていた。

　鳶雄がもう戦えないなかで、夏梅、鮫島、ラヴィニア、ヴァーリ、朱雀たち四神が、温羅の行動を警けい戒かいしていた。

　しかし、温羅はというと、黒い狗である鳶雄と刃が倒れ、戦線離り脱だつしたこともあり、憤ふん怒ぬの形相も消え失うせていた。

　金棒も地面にめり込み、取れずじまいのなかで、頭をボリボリとかいていた。

『……あー、疲つかれた……もういい……』

　なんと、その場で座り込んでしまう。突然の奇き異いな行動に皆みなが仰ぎよう天てんするが……。

『…………ぐごごごごごご…………ぐごごごごご……』

　悪鬼は、いびきをかきだしたのだ。そう、座り込んだと思ったら、今度は眠ねむってしまった。

　最後の最後でなんとも言えない状じよう況きようであったが、朱雀が深く息を吐いて、こう述べた。

「──何はともあれ、終わったようね」

　彼女が言うように辺りを見み渡わたしても、まともに動く妖よう怪かいは一体もいなくなった。

　誰だれとも知れずに堰せきを切ったように声が上がる。

「やった！」

「ああ、やったぞ！」

『うおおおおおおおおおおおおっ！』

　それは鬨かちどきを知らせるものであった──。

　激げき闘とうの末、鳶雄たちの勝利であった。

　倒れる鳶雄の視界に仲間たち──夏梅、鮫島、詩求子、ラヴィニア、ヴァーリが歩み寄ってくる姿が映り込む。

　何よりも、遠くより紗枝が泣きながら駆け寄ってくる姿を捉とらえていた。

　鳶雄は隣に倒れ込む刃の体をなでながら、安あん堵どの笑みを浮かべていた──。
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　激戦を終えた鳶とび雄おたちや四神は、現場での処理を『奥の院』の術者たちに任せて、一いつ旦たん屋や敷しきへと戻った。

　そこで待っていたのは──。

「やあ、よくやったね」

　メフィスト・フェレス理事だった。

　彼は屋敷前で鳶雄たちの帰りを待っていたようだが……メフィストの近くには赤と青の二重のオーラで作られた縄なわに縛しばられた魔ま女じよらしき者たちが、複数置かれていた。

　十名ほどの魔女たちだが、全員の瞳ひとみが虚うつろであり、意識はないようだった。

　メフィストが魔女たちに視線を送りながら言う。

「彼女たちは、この私有地の端はしで今回の様子をうかがっていたようでね。用意周しゆう到とうに隠かくれていたところを捕とらえさせてもらったよ。幹部もいるようだから、まあ、あとは好きなようにしてくれるといい。あ、何名か尋じん問もん用にこちらでも引き取らせてもらうけどね」

　軽い口調で言ってはくれるものの、今回のような大がかりな襲しゆう撃げき事件に関かん与よしたであろう魔女を、幹部ごと全員生け捕どりにしてくるメフィストの力量に鳶雄たちネフィリムの生徒を始め、四神も畏い敬けいの表情となっていた。

　しかし、だからこそ、鳶雄たちは妖怪の大群にのみ集中できたともいえる。魔女たちが裏でサポートしていたとしたら、もっと厄やつ介かいな展開になっていたはずだ。

　唯ゆい一いつ、理事の実力を知っていたラヴィニアだけは、笑みを浮うかべていた。

「さすが理事なのです。これで、さらに『オズ』の情報を得られそうなのです」

　朱す雀ざくがメフィストに頭を下げる。

「痛み入ります、フェレス理事。ご厚意に甘えまして、事件解明のために彼女たちを引き取らせて頂きます」

　メフィストはニッコリとうなずいたあとで、鳶雄たちに言う。

「さて、用事も事件も解決したところで、おいとましようか」

　撤てつ収しゆうを口にしたのだった。

　これには鮫さめ島じまが、その場でへたりこんで言う。

「……おいおい、一休みもなく撤収かよ。こっちは連続戦せん闘とうでクタクタだっつーのに」

　メフィストが鳶雄たちネフィリムの生徒と、ラヴィニア、ヴァーリにだけ聞こえるように小声でこう返す。

（うむ。ここで休ませてもらうのもいいんだけどね。外部と連れん絡らくができるようになったことで、事件のことやそれに関連したことやらで、いろいろと厄介な目にも遭あうかもしれない。こういうときは怖こわい人たちが来る前に退散が一番）

　確かに、外部と連絡が取れた以上、五大宗そう家けから関係者がここに集つどうようになるだろう。

　そうなると、立ち位置的に鳶雄もさらなる面めん倒どうごとに巻き込まれることになるかもしれない。いや、そうなってしまうだろう。

　何せ、火之迦具土神ヒノカグツチの儀ぎ式しきとやらを受けてしまい、実際に鳶雄は炎ほのおを出すことができた。

　炎を司つかさどる姫ひめ島じまにとって、異い端たんとされている鳶雄が炎を扱あつかったということは……それだけで問題のような気がする。たとえ、セイクリッド・ギアに宿っただけの炎とはいえ──。

　鳶雄たちはメフィストの意見に同意し、『奥の院』を発たつことを決めた。

　それを朱雀たちに伝えると、あちらも──。

「……そうね、労ねぎらってあげたいところだけれど、融ゆう通ずうの利きかない人がここに来たら、確実に尋問されるわ。すぐに足を用意するわね」

　すると、夏なつ梅めが言う。

「さっきの戦闘で道路が壊こわれちゃったけど、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　朱雀が言う。

「もう一本、遠回りだけれど、近くの町まで行けるルートがあるの」

　どうやら、帰りは心配ないようだ。

　こうして、朱雀がすぐに車を用意してくれたことで、鳶雄たちは帰き還かんの支し度たくができた。

　四神──姫島朱雀、櫛くし橋はし青せい龍りゆう、真しん羅ら白びやつ虎こ、童どう門もん玄げん武ぶが見守るなかで、鳶雄たちが別れのあいさつをする。

　朱雀がメフィストに言った。

「あとの始末はこちらでします。メフィスト・フェレス理事、此こ度たびはお越こし頂きまして、まことにありがとうございました。この場にいない百鬼なきり中なか神がみの黄おう龍りゆうに代わりまして、私たちからお礼を申し上げます。──と、同時にこのような事件に巻き込んでしまい、なんと申し上げればいいのか……」

　メフィストがにこやかに言う。

「いやいや、こちらこそ、楽しかったよ。事件のことは互たがいに今後の課題にしつつ、とりあえずは無事に終えたことを共に喜ぶということでいいんじゃないかな。何はともあれ、あとのこと、長老の方々と黄龍くんにお伝えあれ」

「はい、必ず」

　朱雀がそう返した。

　鮫島と白虎はひと睨にらみしたあと、二人とも顔を背そむけた。

　今回の一件で互いにいろいろと通ずるところと思うところを得たようだ。

　ということがある一方で──。

「ヴァ、ヴァーリ……くん」

　そうヴァーリを呼び止めたのは──童門玄武だった。

　玄武は、もじもじしながら顔を赤くしていた。

「？　なんだ？」

　ヴァーリは呼び止められ、怪け訝げんそうにしていた。

　玄武が勇気を振ふり絞しぼりながら言う。

「きょ、今日は助けてくれてありがとうございました！」

　ヴァーリは「ふん」と鼻を鳴らして言う。

「見過ごすのもアレかなと思っただけだ。霊れい獣じゆう『玄武』の主あるじならば、もっと強くなるんだな」
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　忠言をもらった玄武だが、怒おこりはせずにいっそう顔を赤くしてヴァーリに問う。

「……あ、あの……ま、また会え、ますか……？」

　その反応に鳶雄はすぐに理解を示す。周囲の鮫島や女性陣じんも「マジマジ!?」と興きよう味み津しん々しんとなっていた。

　唯一、ヴァーリは察することもできずに眉まゆをひそめていた。

「グリゴリと五大宗家はいろいろとややこしいことになっているからな。おまえが四神である以上、会う機会もあるんじゃないか？」

　ヴァーリの素っ気ない返しだったが、玄武はうれしそうにしていた。

「そ、そうですよね。ヴァーリくん！　今日は本当にありがとうございました！」

　一いち瞥べつもしないヴァーリだったが、玄武はそれでもうれしそうにしていた。

　夏梅がヴァーリの頭を小こ突づく。

「隅すみに置けないわねぇ。ま、同い年ぐらいの女の子から見たら、ヴァーくんって超ちようイケメンだろうし」

　ヴァーリは不ふ機き嫌げんそうに言う。

「むっ。俺の頭を小突くな皆みな川がわ夏梅！」

　ラヴィニアもお姉さんな笑えみで心底楽しそうにヴァーリのうしろから抱だきつく。

「うふふ、ヴァーくんもこうして少しずつ大人になっていくのですね」

　背中から抱きつかれたヴァーリは顔を赤くしながら、ラヴィニアの手を払はらおうとしていた。

「お、俺を子供扱いするなと言っているだろう！」

　そのような微笑ほほえましい場面がありつつも、鳶雄と朱雀の視線が合う。

　朱雀が小さく笑みを作りながら言った。

「鳶雄、詳くわしくはあとで話すわ。いまはお礼だけ。助けてくれて、ありがとう」

「いや、こっちもいろいろ知ることができたよ」

　二人は握あく手しゆを交かわす。

　それぞれ思い思いのあいさつを交わしたところで、鳶雄たちは『奥の院』が用意した車に分乗して乗り込んだ。

　乗り込んですぐに鳶雄たちは激しい疲ひ労ろうからか、熟じゆく睡すいしてしまったのだった──。
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『奥の院』での一件から、一週間が過ぎた頃ころだった。

　その後の状じよう況きようを説明してくれるため、鳶雄たちが住んでいるマンションに姫島朱雀が訪おとずれていた。

　世間話を二、三したあと、朱雀が話を切り出す。

「退治した隠いぬ神がみ刑ぎよう部ぶとその眷けん属ぞく、帰還した温う羅らとその配下の鬼おにたち、どちらも元いた土地で厳重な封ふう印いんを施ほどこしたわ。以降は、五大宗家の管理下に置くことになりました」

　どうやら、化け狸だぬきと鬼たちは今後そう簡単に復活することはできなさそうだった。

　夏梅が肩かたをすくめた。

「……当面、狸のぬいぐるみも見たくないほどよ。鬼のほうも関連物を見たくもないわ」

　これに詩求子シグネが続く。

「街に出ると、狸と鬼をモチーフにしたものって目にすることあるもんね」

　朱雀がそれを聞いてクスクスと笑っていた。

「そうね。どちらも日本人にとって馴な染じみ深いものだから」

　鳶雄が訊きく。

「それで、『奥の院』の結界は大丈夫なのかい？」

　第四の結界まで破は壊かいされ、あとは屋や敷しきの周囲を囲む第五の結界のみという状況にまで追い詰つめられたのだが、五大宗家の立場上、そのままにしておくわけにもいかないだろう。

　朱雀が答える。

「現在、仮かり初そめの結界を十五ほど、距きよ離りの間かん隔かくを短くして張っているわ。本格的な『奥の院』の結界の修復は、強化するべきという意見もあって、しばらくかかるわ」

　確かに一度破られ、あそこまで侵しん入にゆうを許してしまった以上、いままでよりも強固な結界を張らなければならないだろう。

　朱雀が憂うれいのある瞳ひとみをする。

「実は捕とらえた『オズ』の魔ま女じよから引き出した情報では、彼女たちがあそこを訪れたのは、龍りゆう脈みやくを乱すため、とのことだったわ。つまり、隠神刑部と温羅はそのためのデコイのようなものだと」

　夏梅が訝いぶかしげに片眉をつり上げて訊く。

「……龍脈って、ネフィリムの授業で習っただけの知識だと、大地に流れているっていう自然の超ちよう常じようパワーのことよね？　確か、この国でも要所要所にその龍脈を維い持じしたり、高めたりする場所があるって」

　朱雀がうなずく。

「ええ、いわゆるパワースポットね。龍脈が強い場所のことよ。自然に出来たものもあれば、人工的に作ったものもある。後者のほうが有名かもしれないわね。伊い勢せ神じん宮ぐうや出雲いずも大たい社しや、誰だれもが知っている場所よ。『奥の院』もそのひとつで、各地に流れていく龍脈の重要な中ちゆう継けい地点なの。ところが、今回の騒さわぎに乗じて『オズ』の術士たちが、『奥の院』に流れていた龍脈に対して阻そ害がいするような魔法を打ち込んでいたの」

　これらの話を聞き、鳶雄は脳のう裏りに覚えのある言葉が蘇よみがえる。

　──そういえば、ここを教えてくれたときに総そう督とくが言っていたんだけど、いま日本の名所と呼ばれているところに怪あやしい術者らしき人たちが認められたって話よ。ほら、伊勢神宮とか出雲大社とか。

　それは正月の初はつ詣もうでのときに夏梅が口にしていたことだ。アザゼルから聞いたという情報だった。

　鳶雄同様に朱雀の言葉でそのことを思い出したのか、仲間たち全員の顔色が変わる。

　鳶雄が言う。

「……伊勢神宮や出雲大社とかにも不ふ穏おんな人ひと影かげがあったって情報を聞いているんだけど」

　朱雀がうなずいた。

「こちらも確かく認にんしているわ。実は、それらの祭さい祀し施し設せつ周辺にも龍脈を乱す魔法が打ち込まれているの」

『──っ！』

　朱雀の情報に皆みなが一様に驚おどろいていた。まさか、正月に何気なく耳にしたあの情報が、今回の事件の流れを汲くむものとは……。

　朱雀が続ける。

「おかげで現在、日本の各地の龍脈がちょっと乱れているのよ。『奥の院』や有名なパワースポットの龍脈が落ち着くまでの間、気の流れとかが少し不安定になるわ。規模からいって、天変地異の類たぐいが起こることはないでしょう。……ただ」

　いままで黙だまっていたヴァーリがハッキリと不穏なことを口にした。

「何かを企たくらんでいる組織が、隠かくれてこの国で邪じや悪あくな儀ぎ式しきをしたとしたら、成功する可能性が非常に高くなるだろうな」

　ヴァーリの言葉に朱雀はうなずく。

　朱雀がラヴィニアに視線を向けた。

「メフィスト・フェレス理事から、レーニさんにも情報は届いていると思うけれど」

「はいなのです。メフィスト理事が、あの一件で『オズ』の魔女と交戦して、とある儀式の片へん鱗りんを感じ取ったと」

　ラヴィニアが真に迫せまった表情で、その名を口にする。

「──『ヴァルプルギスの夜』。古くより、魔女たちが集つどって開かれる、大規模な魔術儀式のことなのです。『オズ』の魔女たちは、日本のレイライン──龍脈の気を乱すことで、自分たちに都合の良い環かん境きようをこの地に作ったのだと思います」

　朱雀も怖こわい表情で肯こう定ていする。

「ええ、その通りよ、ラヴィニアさん。十中八九、彼女たちの狙ねらいはそれ。あちらにとってみれば刑ぎよう部ぶ狸だぬきと温羅の襲しゆう撃げきは、大事の前の小事に過ぎないのでしょうね」

　詩求子がポッくんを抱だきしめながら、恐おそる恐る朱雀に訊いた。

「……龍脈っていうのが、元の状態に戻もどるまで、どれぐらいかかるの？」

　朱雀が答える。

「今回の規模からすると、およそ、数か月といったところかしら」

　これを受けて夏梅が言う。

「……つまり、数か月以内に魔女さんたちが儀式を執とり行う可能性が高いってことね」

　ラヴィニアが皆に言う。

「ですので、皆さんもこの数か月の間は十分に警けい戒かいしていてほしいのです」

　これを聞き、鳶雄、紗さ枝え、夏梅、鮫島、詩求子は不安を抱いだきつつも覚かく悟ごを決めるのだった。

　鳶雄はアザゼルから先日、今回のことでこう言われた。

『今回の一件、いろいろと偶ぐう然ぜんが重なっているな。わざわざ、おまえたちと四神が集う日に狸と鬼を送り込んできやがった。これは俺の推測だが、あえてその日にぶつけてきたんだろうよ。理由はシンプルだ。──人工の妖よう怪かい「空そら亡なき」が、おまえたち神滅具ロンギヌス所有者を含ふくむセイクリッド・ギアと、この国の異能力者集団の中心に立つであろう四神に対して、どこまで通じるか、試ためしたくなったのさ。……サタナエルはそういう奴やつだ』

　そう語っていた。そして、こんな不穏なこともアザゼルは口にしている。

『さてさて、うちの組織か、五大宗そう家けか、「灰色のグラウ・ツ魔術師アオベラー」に内通者がいるようだ。もしかしたら、それぞれに忍しのび込ませているのかもな。どちらにしても、今回の一件はタイミングが良すぎる。メフィストと「奥の院」の接せつ触しよく予定を知っている者が敵に情報を流したんだろうよ』

　これを受けて、グリゴリでも内部調査をしているそうだが……。

　朱雀が一息吐はきながら言う。

「あとの細かな情報は、その都度、あなたたちにも伝わることでしょう。さて、実はもうひとつ、大事なことをお伝えしなければなりません」

　そう言う朱雀は一転して笑顔になり、こう告げてくる。

「私、この近くに部屋を借りました。正式に家の許可を得ているので、今後は皆さんともお会いしやすくなります。私がネフィリムと五大宗家の橋はし渡わたし役を買って出ました」

　朱雀の身辺変化についてだった。

　どうやら、近所に住むことになったようだ。すでにアザゼルやバラキエルも承知のことなのだろう。

　姫島について、もっといろいろと相談したかった鳶雄にとってみれば、ありがたいことだった。五大宗家──特に姫島の人間で唯ゆい一いつ接点があるのが、朱雀だけなのだから。

　──などと思っていた鳶雄だったが、朱雀は衝しよう撃げき的なことを続けて言ってくる。

「そして、さらに大事なことをあなたたちに聞いてもらいたいの。私こと姫島朱雀は──幾いく瀬せ鳶雄に婚こん約やくを申し出たいと思います」

『……………………』

　…………。

　……全員の思考と言葉が止まり、皆が目を点にして、間ま抜ぬけな表情をしていた。

　一いつ拍ぱくあけて、鳶雄が声を出そうとしたら、先に絶ぜつ叫きようする者が二人いた。

「「えええええええええええええええっ!?」」

　紗枝と夏梅だった！

　その場で立ち上がり、とてつもなく仰ぎよう天てんしている。いや、気持ちはわかるが、告げられた当の本人以上に驚いているものだから、鳶雄も困こん惑わくしていた。

　そんな鳶雄と仲間たちの反応など置き去りにして、朱雀は鳶雄の手を取り、瞳をうるうるとさせていた。

「鳶雄、ようやくわかったわ。これから姫島を変えるにはあなたと私の力が必ひつ須す。それにようやく姫島の現当主さまが、『奥の院』を救ったあなたと正式に会いたいとおっしゃいました」

　──っ。

　姫島の現当主が……自分に会いたい？　その情報は婚約と同じぐらい驚きの話ではあったが、紗枝と夏梅の女子二人は、それどころではなかった。

　紗枝が朱雀に慌あわてながら言う。

「ま、待って！　ダ、ダメ！　そ、その、鳶雄と、こ、こ、婚約なんて……お付き合いもしていないのに……」

　夏梅も続いた。

「そ、そうよ！　そ、そういうのまだ早いと思うの！　ねぇ、ラヴィニア！」

「？」

　意見を求められたラヴィニアは笑え顔がおのまま、首を傾かしげていた。あまり、よくわかっていない様子だ。

　夏梅がこう言いかえる。

「姫島朱雀さんに鳶雄を取られるかもしれないのよ！」

　それを聞くとラヴィニアはようやく困った表情となった。

「それは……困るのです。トビーとはまだ一いつ緒しよにいたいのです」

　朱雀は一番慌てている紗枝に問う。

「あら、鳶雄は東とう城じようさんとお付き合いしていたのかしら？」

「「い、いえ！」」

　紗枝だけじゃなくて、鳶雄もつい同時に反応してしまう。

　これに紗枝がぷんすか怒おこる。

「どうして、鳶雄が強く否定するの！」

「え!?　なんで、怒るの!?」

　鳶雄も紗枝とのやり取りに困惑を強めるばかりだ。

　朱雀はあごに手をやりながら言う。

「けれど、見ている感じ、少なくとも東城さんと……皆川さんは鳶雄のこと、親しい異性として見ているのよね？」

　そう訊きかれた紗枝と夏梅は──カーッと顔を最大にまで赤くさせていた。

「あ、あの……それは……」

「な、な、な、ななななななななななっ！」

　このどうしたらいいかわからない状じよう況きよう下かで、鮫島は腹を抱かかえて笑っていた。

「……くくく、おもしろすぎる。な、ルシドラ先生」

「？　よくわからないが……」

　ヴァーリはまったく理解していない様子で、腕うでを組み、首を左右に何度も傾かしげていた。

　詩求子は目だけでこの様子を追っており、苦く笑しようしていた。

「大変だね、ポッくん」

「ポー」

　四し凶きよう最強とされるポッくんは、ボリボリと専用フードを食べるだけだった。

　てんやわんやな話し合いになったが、朱雀はにこやかに笑みを浮うかべて、こう言った。

「とりあえず、今後もよろしくね」

『オズ』の魔ま女じよたちが計画しているという『ヴァルプルギスの夜』を前にして、幾瀬鳶雄の身に思ってもいない事情が巻き起ころうとしていた──。







　　　禍わざわい／羯かつ磨ま







　それは、百鬼なきり中なか神がみの黄おう龍りゆうが幾いく瀬せ鳶とび雄おとの手合わせを終え、『奥の院』を発たち、とある地方都市で会談を行ったときの話である。

　オフィスビルの地下にある一室でそれは行われていた。

　百鬼中神黄龍が、密会していた相手は──精せい悍かんな顔つき、ブラウンの髪かみをした男。銀の双そう眸ぼうが暗がりの室内でも妖あやしく輝かがやいていた。

　男は特異な戦せん闘とう服に身を包んでいる。堕だ天てん使しの幹部が戦闘時に着るというものに酷こく似じしていた。というよりも、それなのだろう。

　中神黄龍は男性──『神の子をグリ見張る者ゴリ』の裏切り者であるサタナエルとの話し合いに応じていたのだ。

　質素な室内にはテーブルと椅い子すだけしかなく、話し合いのメンバーも黄龍とサタナエルのみである。

　サタナエルは無言で黄龍に向けて、書類──資料をテーブルの上に出した。

　提出された資料を見て、黄龍は……目を細め、険しい表情をしていた。同どう僚りようの、仲間の四神にすら見せたこともない難しい表情である。

　希代の『百鬼黄龍』と評された男が、普ふ段だん見せることのない顔つきであった。

　黄龍はサタナエルを睨にらみ、問いただす。

「黒き翼つばさの者よ、本当なのだな？　そちらの提案を吞のめば──」

　黄龍の言葉を遮さえぎりながら、サタナエルは断言する。

「もちろん。妹君に巣くう異能──セイクリッド・ギアを鎮しずめよう」

　サタナエルは、黄龍にセイクリッド・ギアの研究資料を見せていたのだ。

　その資料は──『神滅具ロンギヌス』に関係するものだった。

　黄龍は額に手をやり、息を吐く。

「……ただのセイクリッド・ギアであれば、まだマシだった。しかし……」

　肩かたをすくめるサタナエル。

「あなたの妹君……百鬼黄葉もみじに宿ったもの……かのセイクリッド・ギアは外げ法ほう──忌いみ数そのものを顕けん現げんしたとされている。あれは極きわめて厄やつ介かいな代しろ物ものだ。五大宗そう家けの筆頭であれば、あれの危険性については知っているはず」

　難しい表情をし続ける黄龍は、深い息を長く吐いたあとで切り出した。

「……私に何を望む？　どうすれば、妹を救える？」

　五大宗家筆頭『百鬼』家の若き当主から、その言葉を引き出したサタナエルは薄うすく笑みを浮かべながら言った。

「この国で大きな実験をふたつ行う予定だ。それにわずかにご助力していただければ良いだけのこと。なに、『百鬼』家は今後も存続できる。その上で、叶かなえたいことはふたつ。ひとつは『オズ』の魔女たちによる『ヴァルプルギスの夜』。そして、もうひとつ──」

　サタナエルは新たな資料を取り出して、黄龍に見せる。

「こちらの計画は『オズ』の者にすら話していないものだ。内密にお願いしたい。そして、こちらの計画こそ、あなたの妹君を救える唯一無二のものになる。──これは革新にも等しいことだ」

　彼は、サタナエルは、純じゆん粋すいなまでに己おのれの研究欲よくを満たすためにしか動いていない。

　セイクリッド・ギア──神じん器ぎの可能性、神滅具ロンギヌスの解明……その果てにあるのは、自身の手で「神をも滅ほろぼす具現」を実現するためである。

　子供のような好こう奇き心しんと探究心で、神の理ことわりを知りたくなったのだ。

　そう、無む邪じや気きなまでの──。







　　　百鬼なきり黄葉もみじ／外げ法ほうの巫み女こ







　百鬼家には秘伝の隔かく離り結界術が存在する。

　独自の異空間に百鬼が秘ひ匿とくする宝物や表に出してはならない危険な代物を封ふうじるのだ。

　外の世界から隔離するその結界術を十も重ねて、厳重に隠いん匿とくし続けるものがあった。

　それは百鬼家に伝わる秘宝でも、秘法でもなく、一人の少女であった──。

　東京ドームひとつ分の面積の空間は、基本的に真っ白な世界であり、空も地面も白一色だった。

　その白い空間の中央に見事な神社が建っている。

　そこに足を踏ふみ入れるのは、一人の少年だった。

　少年はこの結界に入ることが許された百鬼家でも特別な者の一人だった。

　名を──百鬼竜りゆう太たといい、百鬼家生まれの十二歳である。

　竜太が神社のなかに足を踏み入れ、奥のほうに行く。そこにはこの空間で一番秘匿されているモノが住んでいた。

　奥の部屋の扉とびらを開く竜太。

　そこには──少女の部屋があった。竜太がテレビの前に座り込んでゲームをしている少女を捉とらえる。十五歳の少女であった。

　テレビにはエンドロールらしきものが流れていた。どうやら、ゲームをクリアしたようだった。

　竜太が学習机から椅子を引っ張ってきて、そこに座った。

　少女に訊く。

「黄葉ちゃん、龍りゆう二じ従兄にいさ……じゃなくて、黄おう龍りゆうさんからプレゼントしてもらったゲーム、もうクリアしたの？」

　黄葉と呼ばれた少女はつまらなさそうにうなずく。

「うん。だって、ゲームするぐらいしか楽しみなんてないから……。しかもこの『勾こう陳ちん結界』のなかだとネットに繫つなぐゲームができないから、さらに退たい屈くつ」

　少女──百鬼黄葉は、この外の世界と隔離された空間に長年住んでいた。

　その理由は彼女の体に──決して表に出してはならない禁きん忌きの外法が宿っていたからだ。

　そのことを知っているのは百鬼家でも、数人ほど。黄葉の父である前当主と、兄である現当主──百鬼中なか神がみの黄おう龍りゆうと、中ちゆう核かくを担になう者のみが知り得る秘匿中の秘匿だった。

　ここを訪おとずれている竜太ですら、彼女の身に宿ったものを知らされていない。黄龍は、竜太に単に「表に出してはならない事情がある」とだけ伝え、あとは黄葉が寂さびしくならないために話し相手として、従兄弟いとこでもある彼に出入りを認めたのである。

　黄葉が言う。

「ねぇ、竜太。私、ここをいつ出られると思う？」

　黄葉の問いに竜太は首をひねるだけだった。

「うーん、俺も何度も黄龍さんに聞いているんだけど、要領を得ないかな」

「そう……兄さんも最近顔を出してくれないし、本当、つまらない」

　心底つまらなそうに黄葉は嘆たん息そくした。

　兄である百鬼中神黄龍は、妹の黄葉本人にも宿った力について、詳くわしく話していない。

　話せば──おそらく、良くないことが起こるとわかっていたからだ。

　不満そうな黄葉に竜太は思い出したかのように「あっ」と声を出した。

　竜太は鞄かばんからファイルをひとつ取り出した。

「黄龍さんから、これを渡わたしてくれって頼たのまれたんだ。あとで、黄龍さんからも説明があるそうだけど……」

　兄からの贈おくり物と聞いて、黄葉は興味を抱いだき、竜太からファイルを受け取った。なかを開けると、一冊の紙の資料が現れる。

　黄葉はパラパラと資料を見た。

「……新作ゲームの企き画かく書しよ？」

　そう口にした黄葉。

　竜太が興味を持って、訊いてくる。

「へぇ、新作ゲームの？　黄龍さん、ゲーム事業にも手を出したのかな」

　百鬼家は異能を使った生なり業わいをする一方で、表の世界ではいろいろな事業に手を出しており、そこから富を得ていた。

　黄葉は資料を面おも白しろそうに読み出した。

「携けい帯たい電でん話わを使うみたいよ。なんだか、面白そう」

　そう言いながらさらに資料を読み込む黄葉に竜太は問う。

「タイトルとかあるの？」

「うん、仮のタイトルだけど」

　資料の表紙を見せる黄葉。

「──『電蜂デンパチ』だって」







　それは業カルマの始まり──。

　それは闇ダークの産うぶ声ごえを告げるモノ──。

　百鬼黄葉に宿っている力の名は──『神滅具ロンギヌス』のひとつ、『究極の羯磨テロス・カルマ』と呼ばれるものである。

　狗いぬの少年と堕おちた天使の長おさが知らぬところで、静かに確実に運命の歯車は狂くるいだしていく。

　刃狗スラツシユドツグが、『Ｄデイアボ×ロス・Ｄドラゴン』と『Ｘクロス・×タイムズＸ・キス』に出会う数年前の出来事となる──。







　　　あとがき




　お久しぶりです。石いし踏ぶみ一いち榮えいです。

　前回からちょっと間が空いて遅おそくなってしまいましたが、三巻めとなります。ギリギリで今年二冊めを出せてホッとしております。

　二○一八年はハイスクールＤ×Ｄの四度めのアニメもあり、そのＤ×Ｄの原作十周年記念でもあったため、やることが膨ぼう大だいになってしまいまして……。

　というごあいさつと言い訳もしつつ、解説していきます。

　内容としましても、姫ひめ島じま朱す雀ざく回ではありましたが、紗さ枝えもかなり攻こう勢せいに出ていた巻だったかなと。鳶とび雄おにグラマーなはとこが迫せまるなか、幼おさな馴な染じみも黙だまって見ちゃいられないよねって感じでがんばってもらいました。

　四神と黄おう龍りゆうもようやく全員登場。基本、彼らに根っからの悪人はいないです。

　フリードとダヴィードもようやく話に絡からみました。本当は二巻で絡む予定でした。

　メフィスト・フェレスも超ちよう久しぶりに出した（無印版ハイスクールＤ×Ｄ本編に出てます）のでキャラを忘れてしまい、以前の原げん稿こうを読み直しました。

　そして、なんだか今回は戦せん闘とうが多いなって思った読者さん。正解です。今回、本当に戦闘シーンが多くて、おそらく私が書いた本のなかでも一番戦闘の多い一冊になってます。

　その戦闘も今回はハイスクールＤ×Ｄとあえて対比するようにも書いてます。回復手段がないことが一番顕けん著ちよでしょうか。こちらでは回復力の高いセイクリッド・ギアやフェニックスの涙なみだは現状で貴重どころの話じゃありませんからね。

　ただ、研究や技術力に関してはアザゼルも出ているため、環かん境きようはかなり恵めぐまれています。




　謝辞をば。きくらげさま、担当編集Ｔさま、今回は本当にご迷めい惑わくをおかけ致いたしました。

　この一冊と同日発売となっている真ハイスクールＤ×Ｄ二巻のほうでも、今回冒ぼう頭とうに出てきました姫島朱あけ乃のと作中の鬼おに関連について、掘ほり下さげたエピソードがございます。気になったら、お手に取っていただきますと「そうきたか」と唸うなることもあるかなと。

　次回の四巻は、「オズ」の魔ま女じよたちの計画が迫るなかで、鳶雄はついに姫島家に足を踏ふみ入れます。次は夏なつ梅めを取り上げつつ、紗枝、ラヴィニア、詩求子シグネ、朱雀を満まん遍べんなく見せることができればいいなと思っております。ヴァーリと玄げん武ぶの関係も書きたいですね。

　来年も応おう援えんよろしくお願い致します。それでは、よいお年を。
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